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　ステージから降りた織おり原はら礼れいは、へなへなとその場にしゃがみ込んだ。緊きん張ちようの糸が切れると同時に、足の力が抜ぬけてしまったのだ。

（終わった……）

　服の中に忍しのばせた母の形見のリングを手で押さえ、大役をこなせたことに安あん堵どする。

　たったいま終わったのは時計の老舗しにせブランド［フェデリーカ］の新規ラインとメインビジュアルの発表だ。礼はそのイメージモデルとして、ステージに立ち、新商品をアピールしてきた。

　ただの大学生だった礼がアメリカに来て一ヶ月、広告のための撮さつ影えいやお披ひ露ろ目めのステージに立つためのレッスンで秒単位のスケジュールをこなしてきた。

　そして、今日はその集大成を発表する一番の大おお舞ぶ台たいだったというわけだ。

　ずぶの素人しろうとだった礼はプロの指導によって、何とか人前に立てるまでに仕立て上げられた。

　今日もヘアメイクやスタイリストの手にかかった結果、鏡の中には自分とは思えない人物が立っていた。

　イメージモデルと云いっても、礼の役目はただステージに立って笑っているだけではなかった。

　礼の特技が手品だと知った舞ぶ台たい監かん督とくが、新商品発表のプログラムにマジックショーを組み込んだのだ。監かん督とくは著名なイリュージョニストに協力を仰あおぎ、当初予定していたものより大がかりなプログラムにしてしまった。

　手品が得意と云っても、人よりは少し手先が器用でトランプやコインを使った簡単なものができるだけだ。

　幼い頃ころ、母から手遊びの一つとして教えてもらったのをきっかけに、本を見て独学で身に着けた。けれど、本格的に習ったことは一度もない。

（素人に無む茶ちやぶりするんだもんな……）

　舞ぶ台たいの早はや替がえや瞬しゆん間かん移動自体はセットでどうにかなるが、何もなかったところに新商品の腕うで時ど計けいを登場させるという演出は礼の腕に一任された。

　昨夜は緊張でろくに眠ねむれなかったことは云うまでもない。

　そんなこんなで一連のプログラムをどうにかこなせた礼はステージからはけたあと、こうしてぐったりとへたり込んでしまったというわけだ。

　百年以上の歴史を持つ［フェデリーカ］は、強ごう引いんな事業拡大の失敗から経けい営えい破は綻たんした。それを買収したのが、創立十年にも満たない総合商社の［ＨＵＥＳヒユーズ］だ。

［フェデリーカ］のリニューアルは、［ＨＵＥＳ］ＣＥＯであるヒューバート・クロフォードの肝きも煎いりらしい。

　礼が退場してきたステージではいま、そのヒューバートがブランドの新規展開について語っている。聞こえてくる場慣れした堂々とした語り口には惚ほれ惚ぼれとするほどだ。

（いまさらだけど、俺がいなくても問題なかったんじゃ……）

　三十代半ばとは思えない物もの腰ごしと作り物めいた顔立ち、そして、それを引き立てる眩まばゆいほどのプラチナブロンド。お伽とぎ噺ばなしの中から飛び出してきた王子様、いや、王様だと云われても信じてしまいそうだ。

　今後もまだ仕事は残っているけれど、とりあえず今日で一区切りつく。このあと、半月は休きゆう暇かの予定になっているため、ゆっくり体を休める予定だ。礼にとっては初めての海外ということもあって、あちこち観光案内をしてくれるらしい。

　今回、［フェデリーカ］とは一年の専属契けい約やくを結んだけれど、礼の本業は大学生だ。学業に影えい響きようが出ないよう、夏期休暇中にスケジュールを組んでもらったのだ。

「お疲つかれさま。素す晴ばらしいステージでしたよ」

「ユーイン……」

　ぐったりとしている礼に、優やさしく声をかけてくれるのはユーイン・ウォン・クロフォードだ。人前に立つためのレッスンや渡と米べいしてからの生活は、素人の礼が少しでも仕事がやりやすいよう、彼が面めん倒どうを見てくれている。

［ＨＵＥＳ］の重役であるユーインは、本来モデルの面倒を見るような立場の人ではないらしい。それなのに、こうしてついてくれているのは、礼が他ほかの誰だれよりもユーインに心を開いているからだろう。

　イメージモデルにならないか、という話を礼にしに来たのは、ヒューバートとユーインの二人だった。

　いま考えると、会社のトップが直じかに足を運ぶなんて普ふ通つうではなかなかないことだが、彼にとってはそれだけ思い入れのあるブランドだということなのだろう。

（あのときは本気でびっくりしたけど……）

　礼のアルバイト先であるこぢんまりとしたカフェに眉び目もく秀しゆう麗れいな外国人二人がいる光景は、はっきり云って異様だった。

　仕立てのいいスーツを身に着けたカリスマ性溢あふれるヒューバートの威い圧あつ感かんには緊張しきる礼だったけれど、その隣となりで穏おだやかに微笑ほほえむユーインとは不思議と話しやすかった。

　男性の彼に対して感じるのは変かもしれないが、どこか亡なくなった母に雰ふん囲い気きが似ていて、不思議と緊張せずに接することができるのだ。

　アジア系の外見と綺き麗れいな日本語を話すことから日系アメリカ人なのかと思ったけれど、中国系アメリカ人なのだそうだ。

　艶つややかな黒くろ髪かみに漆しつ黒こくの瞳ひとみ。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた切れ長の目やすっと通った鼻筋や薄うすい唇くちびるが、すっきりとしたフェイスラインの中にバランスよく配置されている。

　まるで古い映画の中から出てきたかのような神秘的な端たん整せいさで、ただ立っているだけで絵になるような雰囲気のある人だった。

　知的で物腰も柔やわらかく、礼にとっては理想の大人そのものだ。

　ヒューバートとユーインの姓せいが同じなことに疑問を持って訊たずねたら、二人は結けつ婚こんしているのだと教えられた。

　それを聞いて初めは少し驚おどろいてしまったけれど、彼らが寄り添そっている姿はとても自然だった。お互たがいを尊重し信しん頼らいを寄せ合う姿は理想的で憧あこがれさえ覚える。

（本当にお似合いなんだよな……）

　ヒューバートもユーインも目を瞠みはるほどの美形で、隣に現げん役えきのスターが並んでも見み劣おとりすることはないだろう。むしろ、礼よりもよほどモデルに相応ふさわしい。

　わざわざ、素人の礼を引っ張り出す必要はないのではないだろうか？───そんな疑問が拭ぬぐえず、今回の契約を交かわす際、ヒューバートに自分のどこがよかったのかと訊ねてしまった。

　ヒューバート曰いわく、『少年と青年の境目にあるミステリアスな雰囲気が理想的だった』とのことだった。

　友人たちには、黙だまっていると何を考えているかわからないと云われたりもするから、よく云えばミステリアスと云えるのかもしれない。

　何事にもいい面と悪い面がある。自分では欠点だと思っていた一面が、彼らの求めていた要素に符ふ合ごうしたということなのだろう。

　完全に納なつ得とくできたわけではないけれど、そう受け止めることにした。彼らの役に立てるのなら、そのために全力を尽つくすだけだ。

（小さい頃はコンプレックスでしかなかったけど）

　色白の肌はだにはっきりとした目鼻立ち。とくに目立つのはブルーグレーの瞳だ。日本人離ばなれしたそんな外見は、集団から浮うく一因だった。

　瞳の色が母と全く似ていなかったことを鑑かんがみて、この特とく徴ちようは多分、父親から受け継ついだものだと考えられる。

　多分というのは、父親がどんな人かわからないからだ。外国人だということだけは聞いているけれど、母親は詳しよう細さいを話すことのないまま、交通事故で他界してしまった。

　自分の父親はどんな人だったのだろうと、鏡の中の自分を見つめながら考えることがある。

　顔立ちのはっきりとした美人だった母によく似ていると云われることも多かったけれど、体型や耳の形は全く違ちがっていた。

　どうして母は何も教えてくれなかったのだろう。二度と訊ねることができなくなったいま、『知りたい』という気持ちは日々強くなるばかりだった。

「おい、礼。こんなところに座り込んでたら邪じや魔まだろ」

　ぼんやりとしていたら、ぞんざいな言葉と共に、ひょいと抱かかえ上げられる。急に体が浮き上がる不安定さに戸と惑まどい、大きな声が出てしまった。

「うわっ、何するんだ!?」

「控ひかえ室まで運んでいってやるよ、礼。腰こしが抜ぬけてるんだろう？」

　誰もそんなことは頼たのんでいないというのに、恩着せがましい口調で云いわれてムッとする。

　逞たくましいスーツの男は、肩かたに抱え上げた礼の腰をがっちりとホールドしており、下ろす気など微み塵じんもなさそうだった。　>>>♥

「ちょっと疲れただけだ！　下ろせよ、崇たか人と！」

「遠えん慮りよなんてするな」

「してない！」

　礼もそれなりに身長があるのだが、大おお柄がらな彼にとっては大した重さではないのだろうか。

　自分を軽々と抱え上げた男は衛え本もと崇人という、礼のボディガードだ。アメリカに滞たい在ざい中、常に行動を共にすることになっている。

　ただの大学生の礼にボディガードだなんて大それた待たい遇ぐうに思えるけれど、老舗しにせブランド［フェデリーカ］のイメージモデルとしては、当たり前の措そ置ちだと云われた。

「二人はずいぶん仲よくなったんですね」

　礼と崇人のやりとりをユーインが微笑ましく見守ってくれているけれど、礼としては憧れている彼に子供じみた姿を見られるのは恥はずかしくて堪たまらない。

「仲よくなんてありません！　崇人！　俺は一人で歩けるって云ってるだろ!!」

「急に元気になったな。ユーインには甘えた顔向けてたくせに」

「なっ……いいから下ろせって!!」

「何だ？　お姫ひめ様さま抱だっこのほうがよかったか？」

「もっと嫌いやだ！」

　間かん髪はつ容いれずに拒きよ絶ぜつすると、崇人は声を立てて笑いながら、やっと下ろしてくれた。からかわれたとわかり、かあっと顔が熱くなる。

　崇人の前だと、殊こと更さら子供っぽい自分が出てしまう。背せ伸のびすることもなく、緊きん張ちようもせずにすむのはありがたいけれど、あまりに子供扱あつかいがすぎる気がする。

　崇人は基本的に面めん倒どう見みがいい。ぽんぽんと飛び出す軽口は、気安さの表れなのだろう。出で逢あってまだ一ひと月つきちょっとしか経たっていないのに、まるで旧知の仲のような存在になっていた。

　歳としは二十八だと聞いている。彼がまるで子こ守もりをしているような態度なのは、自分たちの年ねん齢れい差も理由にあるのだろうか。

（俺なんて子供にしか見えないのかもしれないけどさ……）

　対等に扱って欲しいとまでは云わないけれど、からかって自分の反応を見るのはやめてもらいたい。

「───あ、そうだ。云い忘れてた」

「な、何だよ」

　がらりと口調が変わり、思わず身構える。

「お疲つかれさま。いいステージだった」

　むくれた顔をしていた礼だったが、急に褒ほめられ面めん食くらってしまう。その声こわ音ねは真しん摯しで、偽いつわりのないものだった。

「あ…ありがとう……」

「ほら、喉のど渇かわいたろ」

「……これ」

　蓋ふたを開けて渡わたされたペットボトルは、礼がこちらに来てから気に入ったグリーンアップル味の微び炭たん酸さん飲料だった。確か、この種類は今日の控え室には置いていなかったはずだ。つまり、崇人が礼のためにわざわざ用意してくれていたということだ。

「どうした？　俺の顔に何かついてるか？」

「別に何でもない」

「もしかして、俺がいい男すぎて見み蕩とれてたのか？」

「誰だれが……っ」

　揶や揄ゆ混じりの問いかけを否定はしたけれど、事実、崇人もモデルができそうなほど整った容姿をしている。

（むしろ、アクション俳優か？）

　ダークブラウンの髪かみに、力強い眉まゆと少し下がり気味の大きな目。職しよく業ぎよう柄がらか、眼光の鋭するどさが印象的だ。黙っていると強面こわもてだが、肉厚な唇くちびるに笑えみが乗ると途と端たんに人ひと懐なつこい雰ふん囲い気きになる。

　百七十五センチの礼が見上げなければならないのだから、身長は百九十センチ前後あるのだろう。ボディガードという仕事をしているだけあってかなり逞しく、常に着用している黒いスーツがよく映はえる。服の上からも鍛きたえ上げられた肉体だということが見て取れる。

　日本人にしては彫ほりが深い顔立ちだと思ったら、イタリア系と日系のハーフらしい。粗そ雑ざつな態度さえなければ、実際、見蕩れてしまいかねない容よう貌ぼうだ。

（ていうか、雑なのは俺にだけかも……）

　女性には優やさしいし、ヒューバートやユーインに対して無礼な態度を取ることはない。軽口を叩たたいてくるのは礼に対してだけだ。

　イケメンな上、女性にはとくに優しいため、毎日いくつもの連れん絡らく先を渡されている。フェミニストとはこういう人種のことを云うのかと感心するほどだ。

　ヒューバートが『王様』なら、崇人は『騎き士し』といった雰囲気だ。女性なら誰しもこういう人に守ってもらいたいと思うものなのかもしれない。

　僻ひがんでいるつもりはないが、崇人のモテっぷりを横で見ていると妙みように落ち着かない気分になってしまう。そういう態度の差が、余計に礼を苛いら立だたせるのかもしれない。そういえば、初対面の印象も最悪だった。

（初しよっ端ぱなから迷子扱いだったもんな）

　崇人に初めて会ったのは、空港での出で迎むかえのときだ。あの日のことを思い返すと、ムカつきまで蘇よみがえってくる。
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　あの日の礼は、初めて降り立つ異国の地に戸惑っていた。海外旅行どころか飛行機に乗ること自体初めてで、色んなことに圧あつ倒とうされっぱなしだった。

　英語が得意だったため、会話にはあまり困ることがなかったのは幸いだった。

　迎むかえに来ているはずのユーインが見当たらず、人の流れに沿そって歩き始めた礼に中年の小太りな白人が声をかけてきた。

『よく来たね！　待ってたよ』

『へ？』

『あの、迎えってあなたがそうなんですか？』

『そうだよ。これから僕が案内してあげるよ』

『ユーインは来ないんですか？』

『ん？　うん、まあ、ちょっとね』

　彼はまるで礼のことを知っていると云わんばかりに近づいてきた。こんなに堂々と声をかけてきたのだから、ユーインの代理なのかもしれない。

　しかし、皺しわだらけのパンツに色いろ褪あせたポロシャツという出いで立ちや、やけに馴なれ馴なれしい態度が疑わしかった。

　見た目で人を判断するのはよくないが、礼は観光でやってきたわけではない。仮にユーインの部下なのだとしたら、身なりはビジネスマン然としたもののはずだ。

　ユーインに確かく認にんするため携けい帯たい電話の電源をオンにしようともたついていたら、スポーツバッグを奪うばわれた。

『さあ、荷物を貸して』

『ちょ、ちょっと！　自分で持てます』

『いいから、いいから』

　押しつけがましい親切は、あまり思い遣やりを感じられない。振ふり返りもせずずんずんと歩いていく男の様子に、礼はどんどん不安になってきた。

『でも、俺は他ほかの人が迎えに来るなんて話聞いてないんですけど！　確認の電話をしますから、ちょっと待って下さい』

『ああ、すまない。そうしてもらったほうが安心だよな。じゃあ、俺は先に車を回してくるから、そこで待っててくれるかい？』

　そう云いって、彼は礼の荷物を持っていこうとする。詰つまっているのは着き替がえばかりで財さい布ふやパスポートなどの貴重品は入っていないけれど、手元から離はなすのは不安だった。

『あっ、あの、俺のカバン返して下さい』

『大だい丈じよう夫ぶ、車に載のせておいてあげるから───おい、何するんだ！』

　礼が手を伸のばすよりも速く、誰かが男の手からスポーツバッグをひょいと取り上げた。

『返してくれって云ってるだろう。その耳は飾かざりか？』

『何なんだ、あんたは！』

『お前に名乗る必要なんてあるか？　ほら、大事なものならしっかり持ってろ』

『あ、ありがとうございます……』

　スポーツバッグを礼の許もとに戻もどしてくれたのは、黒いスーツを着た大おお柄がらな男だった。こちらを見下ろしてくるその面おも立だちに、思わず目を奪われた。

　迫はく力りよくのあるイケメン。それが語ご彙いの少ない礼の脳のう裏りに浮うかんだ形容だ。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられたアーモンド形の目に見つめられ、思わず見入ってしまった。

　眼光は鋭いけれど、どこか優しさを感じる眼まな差ざしだった。

『───で、お前はどこの誰で、どういうつもりでこの子に近づいた？』

『お、俺は彼を出迎えに来ただけで別に何も……』

『なら、人ひと違ちがいだな。とっとと消えろ』

『ちょっと待て！　人の客を奪おうったってそうはいかないぞ！』

『客？　物知らずな観光客につけ込んでぼったくったり、荷物をくすねたりしているようなせこい泥どろ棒ぼうが偉えらそうな口を利きくもんだな』

『なっ……何を証しよう拠こに……っ』

『そうやってキレること自体怪あやしいだろ。それにこの子は観光じゃなくて仕事で来てるんだ。一体、どこに案内するつもりだったんだ？』

『知り合いなら早く云えよ！　くそっ、無む駄だな時間使わせやがって！』

　小太りの男はそう吐はき捨てながら、人込みの中に消えていった。尻尾しつぽを巻いて逃にげていったという表現が相応ふさわしいかもしれない。つまり、スーツの男の云っていることは当たっていたということだ。

　あのままぼんやりとしていたら、礼の荷物は彼に持ち逃げされていたかもしれない。

『あ、あの……？』

『素す性じようのわからない相手についていくな。日本人はカモにされやすいんだから気をつけろ。ここは日本みたいにいい人間ばかりじゃないんだぞ』

『す、すみません』

　尤もつともな説教を受け、小さくなる。初めての海外旅行ということで浮き足立っていたことを反省する。彼の云うとおり、見ず知らずの人間を簡単に信用するものではない。

　しかし、その教訓を活いかすなら彼のことも警けい戒かいすべきだろう。見目はいいけれど、どう見ても堅かた気ぎの雰囲気ではない。

　礼を助けてくれたのだから悪い人ではないとは思うが、積極的に関かかわるべきではない気がする。礼はそう判断し、じりじりと後退あとずさった。

『ええと、それじゃ、俺はこれで……』

　さっきの出口へ戻ってユーインを待とうと踵きびすを返しかけたけれど、すぐに服の裾すそを摘つまんで引き止められた。

『どこに行くんだ？』

『どこって───』

　何故なぜ、行き先を訊きいてくるのだろう。礼の心に不安がそろりと忍しのび込んだ瞬しゆん間かん、さらに驚おどろくべき言葉を告げられた。

『また迷子になる気か？　レイ・オリハラ』

『え？』

　何故、自分の名前を知っているのだろうと怪け訝げんな顔をしていると、目の前に何かが書かれたパネルが突つきつけられた。

『このパネルが目に入らないってぼんやりしすぎだろ。わざわざ日本語で書いてやったっていうのに』

　指し示されたそこには、右上がりの大だい胆たんな筆ひつ致ちで礼のフルネームが書いてあった。どうやら、この男こそが礼の出迎えに来た人間だったようだ。

　パネルを無視して行ってしまったのは申し訳ないけれど、そんな物云いをされる筋合いはない。礼にばかり非があるように云われるのは釈しやく然ぜんとしなかった。

『知り合いが迎えに来るって聞いてたから、パネルに注意が向かなかったんです』

　反論を口にすると、男は怪訝な表情を浮かべた。

『もしかして、何も聞いてないのか？』

『何の話ですか？』

『携帯を見てみろ。俺はお前の契けい約やく期間中のボディガードだ』

『ボディガード？』

　礼は慌あわてて自らの携帯電話に電源を入れ、海外でも使えるように設定を変へん更こうする。そして、メールを受信すると、その中にユーインからのメッセージもあった。出立の際、早めに電源を落としてしまったのが仇あだとなったようだ。

　どうやら、ユーインたちには、直前で急用が入ってしまったらしい。そのため、代理の人物が空港で待っているとのことだった。

『代理っていうのが、あなたなんですか？』

『そうだ』

『他に会社の方はいないんですか？』

　日本での打ち合わせの際は、ユーインだけでなく［ＨＵＥＳ］の社員も同席していた。

『俺だけで充じゆう分ぶんだから置いてきた。案内は一人で間に合うだろ？』

『はあ……』

『自己紹しよう介かいを忘れてたな。俺は衛本崇人だ、よろしくな。漢字で書くとこういう字だ』

　男は自分の名前をパネルに殴なぐり書きする。少なくとも、偽ぎ名めいで名乗るような名前ではないように思うが、念のため本人確認はしておきたい。

『ミスター衛本、失礼ですがあなたが本物だって証拠を見せて下さい』

　無関係の人間が自分の名前を知っているわけはないとは思うが、騙だまされかけたばかりの礼としては俄にわかに信じるわけにもいかない。

『ミスターなんてよそよそしいな。俺のことは崇人でいい。君のことは礼と呼ばせてもらってもいいよな？』

『いや、あの、だから……っ』

　礼のボディガードだと自じ称しようする男はあちこちのポケットを探さぐり、次々に礼に手て渡わたしてくる。

『これがＩＤで、これが社員証。こっちが契約書だ』

『ちょっ、一気に渡わたされても……っ』

　財布ごと渡されたＩＤの写真は確かに目の前にいる男のものだし、氏名のところにはタカト・エモトと書かれている。

『そうか、証明してもらったほうが確実か？　ちょっと待ってろ』

『うわっ』

　荷物持ちよろしく、パネルまで押しつけられる。そうして、男はどこかに電話をかけ始めた。

『───衛本だ。ああ、ついさっき礼を見つけた。俺の素性を疑っているようだから、証明してくれ』

　胡う乱ろんな目を向けていると、誰だれかと繫つながった携けい帯たい電話を「ほら」と渡してきた。渋しぶ々しぶそれを耳に当てると、申し訳なさそうなユーインの声が聞こえてきたのだった。

『本物だってわかっただろ？』

『ええ、まあ……。疑って申し訳ありませんでした、ミスター衛本』

『だから、そのミスターはやめろって。崇人と呼んでくれ』

『いや、でも』

　初対面の相手を呼び捨てにするのは難しい。ヒューバートやユーインのときも、ファーストネームで呼ぶよう云われたけれど、慣れるまでに時間がかかったものだ。

『ほら、礼。練習してみろ』

『練習って……』

『別に変な名前じゃないだろ？　いいから呼べって』

　あまりの強ごう引いんさにだんだんムカついてくる。勝手に呼び捨てにされているのだから、こちらが気を遣つかうこともないだろうと思い直した。

『た、崇人？』

『そうだ。ついでにそのクソ丁てい寧ねいな喋しやべり方もやめろ。これから四六時中一いつ緒しよにいるんだ。お互たがい、気遣いはなしでいこうぜ』

『わっ』

　背中をばしっと叩たたかれ、頭上から快活な笑い声が降ってくる。

　気が合うとは思えない───それが初めて会った日の印象だった。
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　そんなこんなで崇人が本当に自分のボディガードだと判明したわけだ。

　崇人に対して礼の口調もぞんざいなのは、そういった出で逢あいのせいもある。目上に対する態度ではないとは思うけれど、いまさら他た人にん行ぎよう儀ぎな対応がしにくいのだ。

　彼の言葉や態度に妙みようにムキになってしまうのは、自分への子供扱あつかいが気に食わないせいもあるだろう。

　不快とまではいかないけれど、カチンと来る。軽口に過か剰じように反応してしまう自分が悪いとはわかっていても、つい反応してしまうのだ。

（……いちいち相手にしなきゃいいんだけど）

　だが、そのお陰かげもあってか、大きな仕事へのプレッシャーはだいぶ解ほぐれてくれた気はする。それだけは不幸中の幸いかもしれない。

　別に崇人のことを嫌きらいなわけではない。本質的に悪い人間ではないし、ボディガードとしては優ゆう秀しゆうだと聞いている。

　自分に対するがさつな態度とは対照的に身のこなしはスマートだし、所作も綺き麗れいだ。

　仕事中やそのためのレッスン中などは、忍にん者じやみたいだと云いわれるくらいの気配のなさで礼たちの邪じや魔まになるようなことは一いつ切さいない。

　そのぶん、仕事外での態度が殊こと更さら強調されて感じるのかもしれない。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？　やっぱりぼんやりしてないか？」

「だ、大丈夫だっ」

　目の前で手の平をひらひらと振ふられ、はっと我に返る。

「バッテリー切れたんだろ。何か食い物持ってきてもらうか？」

「そうですね。控ひかえ室に用意させましょう。何か食べたいものはありますか？　日本食でも大丈夫ですよ」

「あ、何でも大丈夫です！　本当にいつもいつもすみません」

　本来は食事の手配をするような立場ではないというのに、ユーインには何から何まで世話になってしまっている。

「こちらこそ。慣れないお仕事を頑がん張ばってくれて感謝しています。あなたにお願いできて本当によかったとヒューバートとも話してたんですよ」

「ありがとうございます……」

　過分な言葉に胸がいっぱいになる。プロのパフォーマーの足あし下もとにも及およばないことはわかっているけれど、彼らの役に立てたことが嬉うれしかった。

「お前、俺にもそのくらい感謝しろよ」

「し、してるだろ！」

　崇人から拗すねた眼まな差ざしと不満を向けられ、少し焦あせる。もちろん崇人にも感謝しているし、その大きさに変わりはない。しかし、何となく素す直なおに表しづらいのだ。

　相手が違ちがったら、もっとすんなりと感謝を示せた気がする。自分はどうして彼に対してだけ突つっ張ぱってしまうのだろうか。

「言葉の重みが違う気がするんだがな」

「それは受け取る側の問題だと思うけど」

　責任転てん嫁かして逃にげようとしたけれど、それはやぶ蛇へびだった。

「なら、どう問題なのか詳くわしく説明してもらおうか？」

「そういうねちねちした態度が問題なんじゃないの？」

「何だと？」

　そんな崇人との応おう酬しゆうは、ユーインが小さく噴ふき出した気配で打ち切られた。

「やっぱり、仲がいいじゃないですか」

「……っ」

　堪こらえきれないといった様子でくすくすと笑われ、かあっと頰ほおが熱くなる。気を引き締しめなければと思った矢先だったのに、また醜しゆう態たいを晒さらしてしまった。

「では、私はそろそろ行かないと。少し休きゆう憩けいしたら、パーティのほうに一緒にいらしていただけますか？　ご挨あい拶さつをして欲しい方が何人かいらっしゃるんです。でも、お疲つかれのようでしたら無理はなさらなくてけっこうですよ」

「いますぐでも大丈夫です！」

　今日の礼の仕事はホストの一員として招待客をもてなすことだ。最大の役目が終わったと云っても、休んでなどいられない。

「いてっ。何すんだよ！」

　張り切って返答した礼だったが、崇人に額を指で突つつかれた。抗こう議ぎしようと見上げると、呆あきれた眼差しを返された。

「アホか。無理してその間ま抜ぬけ顔晒す気か？」

「なっ……!?」

「意味がわからなかったなら、日本語で云い直してやろうか？」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　新たな幕が切って落とされそうになった瞬しゆん間かん、ユーインがやんわりと割って入ってきた。

「はいはい。仲のよさはわかりましたから、続きは控え室でごゆっくり。後ほどお迎むかえに行きますので、それまで休んでいて下さいね」

「……はい」

　穏おだやかなユーインの言葉に頭が冷える。礼は再び顔を赤くし、小さく頷うなずいたのだった。










　礼が休憩している間に、ヒューバートによるプレゼンテーションは終わっていた。

　軽い食事とメイク直しを終えたあと、ユーインにエスコートされて向かったパーティ会場はすでに楽しげな声に包まれており、宴えんもたけなわといった雰ふん囲い気きになっていた。

（何だか凄すごいなぁ……）

　ステージにいたときはライトを浴びていたため、フロアにいた客の様子は見えなかったけれど、パーティ会場は息を吞のむほどに華はなやかだった。

　リハーサルのときにも見て回った会場だが、人が入るとガラリと印象が変わる。男性はタキシードやスーツ、女性はドレスを纏まとい、楽しげに語り合っていた。

　一いつ介かいの大学生である礼にとっては縁えんのなかった華か美びな空間に呆気あつけに取られていると、ユーインが気遣わしげな眼差しを向けてきた。

「大丈夫ですか？」

「あ、はい！　凄く華やかで圧あつ倒とうされちゃって……」

「わかります。私もこういう雰囲気は苦手ですから」

「えっ、本当ですか？」

　ユーインの立ち居い振ふる舞まいは洗練されているし、こういった場所には慣れているように見える。どんなに威い圧あつ感かんのある相手と対たい峙じしても、物もの怖おじしているようには見受けられない。

「何度経験しても、つい気き後おくれしてしまいますね」

「全然そんなふうには見えないです」

「年の功で取り繕つくろえているだけですよ。だから、あまり気負わずにいて下さい。あなたはあんな大おお舞ぶ台たいをこなせたんですから」

「は、はい」

　ユーインに力づけられ、ぎこちなく頷く。彼の言葉は、不思議と礼を安心させる。偽いつわりを一切感じないからだろう。

　云われたとおり、あの大勢が注視しているステージで微笑ほほえみ続けていたことを考えたらパーティで人と話すくらい何てことないはずだ。

「そんな身構えなくても、お前はにこにこ笑ってりゃいいんだよ。何とかなるって」

「わかってるよ！　わかってるけど……」

　崇人の慰なぐさめは大おお雑ざつ把ぱだ。これまでの人生において、緊きん張ちようした場面などなかったのではないだろうか。

「そうだ。酒でも飲んだらどうだ？　そうしたら少しリラックスできるんじゃないか？」

「やめとく。ヘンなこと云っちゃいそうで怖こわい……」

「もしかして、酒飲めないのか？」

「飲めるよ！　飲めるけど、あんまり飲んだことないから適量がわからないだけだってば」

　崇人の揶や揄ゆにムキになってしまう。酒も飲めないお子様扱あつかいは腹立たしい。

「でしたら、少しだけ口にしたらどうですか？　味見程度なら酔ようことはないでしょう。今日はヒューバートお薦すすめの美味おいしいシャンパンを用意してますので」

「シャンパン……」

　ワインはアルバイト先で少し口にしたことはあるけれど、シャンパンはまだ飲んだことがない。ヒューバートのお薦めだと云われると、俄が然ぜん興味が湧わいてくる。

「あなたもどうですか？」

「飲みたいのは山々だが、仕事中だからやめておく」

　崇人は丁てい重ちようにユーインの勧めを断っていた。

「では、後ほど部屋に届けさせましょうか。礼はこちらをどうぞ」

「ありがとうございます。───美味しい！　凄く飲みやすいですね」

　ほんのり甘くすっきりとした飲み口で、アルコール慣れしていない礼の舌にも美味しく感じられた。

「おい、礼。飲みやすいからってぐいぐい行くなよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。あ、あの、ところで、俺は何を話せばいいんでしょうか？」

　緊張が幾いく分ぶん和やわらいだものの、自分の役割がいまいちわからなかった。

　教えられた［フェデリーカ］の新たなコンセプトなどは一通り頭に入っているけれど、だからと云いって偉えらそうに語れる立場にはない。

「難しい話をする必要はありません。感じたことを素直に口にすればいいんです。私たちが一いつ緒しよにいますから。自信を持って。あなたを選んだ私たちを信じて下さい」

　ユーインの云う『私たち』の中には、ヒューバートとユーインの他ほかにもう一人含ふくまれている。

　礼が［フェデリーカ］のイメージモデルに抜ばつ擢てきされたのは、アルバイトの配達中に外国人観光客に撮とられた写真が、巡めぐり巡めぐってヒューバートの目に留まったためだ。

　普ふ段だん、礼は家の近くのカフェでアルバイトをしている。主な仕事はウェイターと配達だ。

　その日はいつものように近所の会社にコーヒーの配達に行った帰り道、泣いている迷子の子供を見つけた。慌あわてて辺りを見回したものの親の姿は見当たらない。

　本人に事情を訊きけば、保護者を見つける手がかりが得られるのではないかと思ったけれど、その子は泣きじゃくるばかりで話にならなかった。

　そこで礼は彼の目の前で手品をしてみせたのだ。昔、母親が自分にしてくれたようにコインを操あやつり、まるで生きているかのように動かしてみせた。

　コインの動きに泣き止やんだ子にせがまれるまま、手持ちのネタを披ひ露ろうしているうちに、子供を捜さがしていた母親と合流できた。

　その様子を通りすがりの外国人に写真に収められていたというわけだ。

　彼曰いわく、旅先で出で逢あった人たちの写真を撮っているとのことで、素す敵てきなやりとりだったからつい写真に収めてしまったと云う。

　人ひと懐なつこい笑えみを浮うかべる外国人に乞こわれるまま何枚か写真を撮られたのだが、どうやら彼はデリック・ブラッドローという著名な写真家だったらしい。

（あの人が有名な写真家だったなんてびっくりだよな……）

　さらなる偶ぐう然ぜんは、そのときの礼の写真を彼の友人であるヒューバートが目にしたことだ。

　彼らが探していた［フェデリーカ］のイメージモデルのコンセプトにぴったりだということで、礼に話が来たというわけだ。

　写真家には連絡先どころか名前も伝えていなかったのだが、身に着けていたエプロンの店名を頼たよりに礼の所在を捜し出したらしい。

　これまでも、何度か芸能事務所のスカウトマンに声をかけられたことはあった。

　その誘さそいをどれも断ってきていたのは、芸能界に興味がなかったことと、礼が無む闇やみに目立つことを母が厭いとっていたためだ。

　そんな亡なき母の意向や、やったこともないモデルという仕事に腰こしが引けたこともあって初めは一いつ旦たん断った。しかし、二人の真しん剣けんさは礼の心を突つき動かした。

　短期で得られる高額の契けい約やく金も、礼にとっては魅み力りよく的だった。その金があればアルバイトをいくつも掛かけ持ちしなくても学費が賄まかなえる。

　一年休学して学費を貯ためるべきかと考えていたけれど、それだけの金額があれば卒業までの学費を払はらっても生活費に困ることはない。

　外国で使われる広告なら日本では目立つことはないだろうという打算や海外に行ってみたいという欲よくもあり、清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りるような気持ちでイメージモデルを引き受けることにしたというわけだ。

「そういえば、彼は今日は来てないんですか？」

「デリックはまた撮さつ影えいの旅に出ているようですよ。彼の写真集を出す出版社の方がなかなか連れん絡らくがつかなくて困っていると嘆なげいていました」

「また出かけちゃったんですね」

　きっと、彼はひとところに留とどまっていることのほうが珍めずらしいタイプなのだろう。礼と出逢った偶然の確率を考えると感かん慨がい深い。

　ひょんなことがこうした縁に繫つながるのだから、人の出逢いとは不思議なものだ。

「確か、この辺りにいると思ったんですが……。ああ、あそこにいました」

　ユーインの視線の先には、大勢の人の中でも一ひと際きわ目立つ人物が立っていた。存在感溢あふれる佇たたずまいに、思わず目が行ってしまう。

「お待たせしました」

「礼」

「……っ」

　こちらに気がついたヒューバートが振ふり返る。仕立てのいいタキシードを着こなし、シャンパングラスを手にした姿はまさに一枚の絵のようだった。　>>>♥

　輝かがやくようなプラチナブロンド、完かん璧ぺきに整った彫ほりの深い顔立ち。眼鏡めがねの奥にある透すきとおった碧みどりの瞳ひとみは知性に溢れ、その物もの腰ごしからは育ちのよさが伝わってくる。

　これほどまでに迫はく力りよくのある美形には、なかなかお目にかかれない。ハリウッドスターの横に立っても見み劣おとりすることはないだろう。

「休んでいたところをすまない」

「い、いえっ」

　ステージに立っていたとき以上にぎくしゃくしてしまう。何度対たい峙じしても、ヒューバートの前ではどうしても腰が引ける。

「いいステージだった。ありがとう、礼」

「俺は教えてもらったとおりにやっただけなので……」

「謙けん遜そんすることはない。本当に素す晴ばらしかった。君に引き受けてもらえたことを心から幸せに思う」

「ええと、あの、ありがとうございます」

　緊張から、返答がしどろもどろになってしまう。

　無意識に助けを求めようと振り返ったけれど、そこに崇人の姿はなかった。どこに行ったのかと思ったら、少し離はなれたところからこちらの様子を見守っていた。

（何でこういうときに傍そばにいてくれないんだよ……！）

　崇人の仕事はボディガードであって、礼のマネージメントではない。そうとわかっていても、つい恨うらめしく思ってしまう。

「なあ、ヒューバート。そろそろ彼を紹しよう介かいしてくれないか？」

「そうだ。さっきの素晴らしいステージの感想を伝えさせてくれ」

　親しげな口調から察するに、彼らはヒューバートと懇こん意いにしている人物なのだろう。

「そう急せかすな。焦あせらなくてもいいだろう。礼、こちらは私たちの友人の───」

　ヒューバートから次々に紹介される人たちの名前や肩かた書がきは、礼でも耳にしたことのある大物たちばかりだった。

　有名なＳＮＳサービスを提供している会社の代表や人気急きゆう上じよう昇しよう中の映画俳優など、セレブと呼ばれる人々と次々に握あく手しゆを交かわしていると、現実感が薄うすれていく。

（いっそ夢だと思ってたほうが気が楽かも）

　いまは現実だけれど、礼の日常ではない。さっきステージを降りてきたけれど、この場所もステージの一部のようなものだ。

「は、初めまして。レイ・オリハラといいます」

　顔の筋肉が引き攣つりそうになりながらも、自らの役目を果たそうと笑顔を振りまき続けたのだった。










（か、顔が疲つかれた……）

　こんなにたくさんの人と言葉を交わすのは、生まれて初めてのことだ。浮かべ続けた作り笑いにうんざりしてきた頃ころ、老紳しん士しに話しかけられた。

「失礼、少し話をさせてもらっていいかな？」

「あ、はい。もちろんです」

　一いつ瞬しゆん、緊きん張ちようが戻もどりかけたけれど、朗ほがらかな表情と穏おだやかな雰ふん囲い気きに緊張が緩ゆるむ。豊かな口ひげに出っ張ったお腹なかには、不思議な懐なつかしさを覚えた。

（そうだ。サンタクロースに似てるんだ）

　幼い頃に読んだ絵本に出てきたサンタクロースそっくりだ。赤い衣装を身に着けたら、さぞかし似合うだろう。

「私はスコット・エヴァンスという者だ。君はレイといったね？　先ほどのマジックは本当に素晴らしかった。こんなに夢中になったのは何年ぶりのことだろうな」

「ありがとうございます。楽しんでいただけてよかったです」

　観客を楽しませたのは礼の技術ではないけれど、喜んでもらえたのは純じゆん粋すいに嬉うれしい。老紳士は少し悩なやむ様子を見せたあと、申し訳なさそうに切り出してきた。

「一つ、質問させてもらってもいいかな？」

「はい、俺に答えられることなら、一つでも二つでも。トリックの仕組みとかは教えちゃいけないことになってるので、それ以外なら大だい丈じよう夫ぶです」

　彼は真剣な面おも持もちで礼の顔を見つめながら、躊躇ためらいがちに口を開く。

「突とつ然ぜんヘンなことを云いうようで申し訳ないが……君はもしかして、ハナ・オリハラの血けつ縁えんじゃないかい？」

「えっ!?　どうして母の名前を知ってるんですか？」

　礼の母の名は『花』という。名前は平へい凡ぼんだが、『織原』という名字はあまり多くはない。そう考えると、同どう姓せい同名の人物がいるとは考えにくかった。

「やっぱり！　いやあ、君はハナによく似ていると思ったんだよ。目元や雰囲気が本当にそっくりだ」

「あの、すみません。あなたは母とどういったご関係の方なんですか……？」

　今度は礼が質問する番だった。彼の言葉から察すると、礼の母親と旧知の仲のようだ。

「ああ、驚おどろかせてすまないね。関係というほどのものでもないが、私は彼女のファンだったんだよ」

「ファン？」

　やはり彼の云っていることがいまいち理解できなかった。

　母は礼が幼い頃から小さな会社に勤めていた。長年の勤勉な働きぶりから、責任のある立場についてはいたけれど、外国にファンができるような何かをしていたとは思えない。

「いまから二十年ほど前のことかな。派手ではないけれど、心が温かくなるような素す敵てきなショーを見せてくれていたんだ」

「え？　ショーってどういうことですか？」

　不可解な言葉に目を瞬しばたたくと、紳士も不思議そうな表情になった。

「君もステージで見せてくれたじゃないか。あれは彼女から習ったんじゃないのかい？」

「さっきのマジックのことですか？」

「そうだよ。ハナは素晴らしいマジシャンだった」

「マジシャン!?」

「もしかして、君は知らなかったのかい？」

「はい、母がマジシャンだったなんて初めて知りました……」

　生前の何気ない会話から、母がアメリカへ渡わたったことがあることは知っていたけれど、その目的は一言も云っていなかった。

　だけど、云われてみれば、思い当たる節がないわけではない。

（ちっちゃい頃はいっぱい手品を見せてくれてたっけ……）

　手元から花やオモチャを出すのはお手の物だったし、外で礼がぐずったときは手持ちのハンカチやコインで楽しませてくれた。

　幼い頃、自分をあやすために見せてくれた手品は、本当の魔ま法ほうのようですぐに夢中になった。

　他人の前で披ひ露ろうすることは一いつ切さいなかったけれど、いま思えばどれも玄人くろうとはだしの鮮あざやかさだったように思う。プロだったというのなら納なつ得とくもいく。

「当時はまだ駆かけ出しで、こちらには修しゆ業ぎようのために来たと云っていた。派手ではないが、心が温まるショーをする人だったよ」

　彼はそう語りながら、懐かしそうに目を細める。こんなところで母のことを知っている人に会えるだなんて思いも寄らなかった。しかも、この人は礼の知らない過去を知っている。そのことに、何とも云えない期待が込み上げてきた。

「急に日本に帰ると云って、店を辞やめてしまって残念に思っていたんだ。ハナは元気にしてるかい？」

　その問いには、表情を曇くもらせるしかなかった。できるだけ淡たん々たんと告げようとしたけれど、やはり切り出すときに声が詰つまってしまった。

「昨年、事故で亡なくなりました。あなたのような方がファンでいてくれたと知ったら、母も喜ぶと思います」

　語ご尾びに涙なみだ声ごえが混じってしまったのは、エヴァンスが語る思い出話と礼の記き憶おくの中の母が重なり、色んな感情が込み上げてきたせいだ。

「そうだったのか……」

　エヴァンスは礼の答えに肩かたを落とす。心から悼いたんでくれているようだった。

　いまここに母がいたら、どんな反応をしただろうか。胸に下げた指輪を服の上から押さえて、亡き母を想おもう。

「仕事の合間を縫ぬって顔を出したんだが、今日は足を運んでよかった。ハナのことは残念だが、君に会えてよかったよ」

「俺も母の話を聞かせてもらえて嬉しかったです」

「申し訳ない。もっとゆっくり話がしたかったんだが、迎むかえが来ているようだから、そろそろお暇いとまさせてもらうよ」

「あ、はい。お気をつけて」

　去っていくエヴァンスを見送り、交わした会話を反はん芻すうする。母親がアメリカでマジシャンをしていたことは初耳で心底驚いたけれど、意外な話が聞けて嬉しかった。

（どうして母さんは昔のことを俺に教えてくれなかったんだろう……）

　父親のこともそうだが、アメリカでの生活のことは一切口にしなかった。日本に急に帰ることになったのもどうしてなのだろう。

「……俺のせい？」

　二十年ほど前というのは、礼が生まれる少し前のことだ。礼がお腹にいることがわかり、帰国したのかもしれない。

　自分の存在が母親に夢を諦あきらめさせてしまったのだろうか。そう考えたら、すっと胸が冷えた。礼を育てるために朝から晩まで働いてくれていたけれど、後こう悔かいはなかったのだろうか。

　いまとなっては、答えを聞くこともできない。父親がいれば当時のことを教えてくれたかもしれないが、どこの誰だれかもわからない以上、夢のまた夢だ。

　父親に繫つながる手がかりは、母が残した指輪しかない。その上、この指輪が手がかりかもしれないと思っているのも、礼の憶おく測そくだ。だけど、あのエヴァンスなら礼の父親についても何か知っているかもしれない。

「せめて、連れん絡らく先さきくらい訊きいておけばな……」

　そうすれば、こちらから連絡することだってできただろうにと後悔する。今日はゆっくり話す時間がなくても、日を改めればもっと母の話を聞かせてもらえるのではないだろうか。

（いや、いまなら間に合うかも）

　すぐに追いかければ、彼に追いつく可能性はある。しかし、自分はこの場ではホスト側の人間だ。持ち場を離はなれていいものかと逡しゆん巡じゆんする。

「…………」

　しかし、いまを逃のがせば二度と会えないかもしれない。

　近くで談だん笑しようしていたユーインに小声で話しかける。さすがに黙だまってこの場を離れるわけにはいかない。

「すみません、ちょっと失礼していいですか？　シャンパンを飲みすぎちゃったみたいで……」

「大丈夫ですか？　そろそろ控ひかえ室に戻りましょうか。長居をさせるつもりはなかったのに、気がつかず申し訳ありません」

「あっ、大だい丈じよう夫ぶです。トイレに行ったらすぐに戻もどりますから」

　ユーインの申し出を断り、そそくさとその場をあとにした。

　崇人にも声をかけてから行ったほうがいいだろうかと思ったけれど、生憎あいにく、金きん髪ぱつの美女と話をしているところだった。

（俺を見てるって云いってたくせに……）

　自分の視線に気づきもしない崇人の様子に、拗すねた気持ちになってしまう。

　彼女との話が終わるのを待っていたら、あの老紳しん士しが帰ってしまう。連絡先を訊いたら、すぐに戻れば問題はないだろうと判断し、パーティ会場を抜ぬけ出した。

「どこ行ったかなあ。まだいてくれるといいんだけど……」

　迎えが来ていると云っていたことから、正面玄げん関かんに向かってみる。それなりの立場の人のようだったし、駐ちゆう車しや場まで歩くとは思えない。

　今回のレセプション会場となったのは、郊こう外がいの静かな場所にある大きなホテルだ。広大な敷しき地ちの中にあるため、公道に出るにもかなりの距きよ離りがある。

「あの、ちょっとすみません！」

　人込みを縫うようにしてホテルのロビーを抜ける。似た体型の人を見つけては足を止め、人ひと違ちがいに落らく胆たんする。

「あっ」

　必死に辺りを見回していたら、ホテルのエントランス前でリムジンに乗り込もうとしている老紳士の姿を見つけた。

「あの───」

　呼び止めたくても、こんなところからでは声も届きようがない。慌あわてて外へと飛び出したけれど、老紳士の乗り込んだリムジンは無情にも発進してしまった。

「ちょっ、待って下さい！」

　いまを逃のがすわけにはいかないと必死に追いかけたものの、礼の足ではあえなく引き離されてしまった。結局、膝ひざに手をつきぜいぜいと呼吸を荒あららげながら、どんどん遠ざかっていく車を見送るしかなかった。

「…………」

　脱だつ力りよく感に包まれながら息を整えていた礼は、ふと気がついた。

　今日のパーティに来ていたということは、招待客だったということだ。わざわざ追いかけなくとも、ユーインに訊ねれば彼の素す性じようはわかるのではないだろうか。

　ムキになって追いかける必要はなかったことに気づき、礼は自らの要領の悪さに歯は嚙がみする。

「ああもう、何やってんだ俺……」

　不意のことで冷静な判断ができなかったとは云え、自らの空回りぶりに落ち込むしかなかった。自己嫌けん悪おというよりは恥はずかしくて堪たまらない。

「……戻らないと」

　あまり待たせると、ユーインたちを心配させてしまう。

　落ち込むのはあとでいくらでもできると気を取り直し、急いでパーティ会場へ戻ろうと踵きびすを返した礼の横にスモークガラスの黒い車が停とまった。

「？」

「どーも、こんばんは」

　車からは怪あやしい男たちが降りてきた。

「な、何なんですか……？」

　足を速めて避よけようとしたけれど、男たちに前後を挟はさまれ、行く手を阻はばまれた。高そうなスーツを身に着けてはいるが、どこか軽けい薄はくな雰ふん囲い気きをしている。

「レイ・オリハラだな？」

　不ふ穏おんな雰囲気に身構える。穏おん便びんにこの場を切り抜けたいけれど、そう簡単には行かなそうだ。崇人が一いつ緒しよにいれば容易にトラブルを回かい避ひしてくれただろうが、いまは礼だけだ。

　名前を答えることにも不安を覚えて押し黙っていると、苛いら立だった様子で正面の男に肩を小こ突づかれた。

「おい、返事くらいしたらどうなんだ？　耳が聞こえないわけじゃねーんだろ？」

「……っ、俺の名前なんてどうでもいいでしょう。戻らなくちゃいけないんで、そこをどいて下さい」

　以前の礼なら、ただパニックに陥おちいっていただろう。だけど、不思議と冷静だった。きっと、分不相応な大おお舞ぶ台たいに立たせてもらったお陰かげで、すいぶん腹が据すわったのだろう。

　一人で勝手な行動を取ったことを後悔するけれど、いまは反省している暇はない。どうにか穏便にこの場を切り抜ける方法はないかと考えを巡めぐらせる。

（こいつらは何が目的なんだ？）

　強ごう盗とうだとしたら、こんなところでターゲットは探さないだろう。金を持っている客が大勢来ていると云っても、皆みな、車で移動している。こんな人ひと気けのないところをふらついているのは、礼くらいのものだ。

「手ぶらなんで、金目のものは持ってませんけど」

　一応、自己申しん告こくしておく。礼が身に着けている衣装は高価でも、いまは携けい帯たい電話すら持っていない。

「ああ？　誰が金目当てっつった？　俺らはお前に用があるんだよ！」

　男は苛立った様子で声を荒らげる。どうやら、強盗目的だと疑われたことにプライドが傷ついたらしい。

（俺が目的ってことは誘ゆう拐かい……？）

　さらに疑問が深まる。こういう喩たとえに使うのはよくないが、例えばヒューバートのような人物なら理解できなくもないが、礼がターゲットになる理由がわからない。

「おい、静かにしろ。人が来たらどうするんだ。お前も痛い目に遭あいたくなかったら大人しく俺たちに従うんだな」

　誰だれかに助けを求めたかったが、辺りに人ひと影かげはなく防犯カメラも見当たらない。大人しくしていたらもっとまずいことになることくらい、世間知らずの礼にだってわかる。

「……っ!?」

　背後にいた男が礼の肩かたをぐっと摑つかんできた。思わず痛みに顔を顰しかめたけれど、怯おびえた様子を見せれば相手の思う壺つぼだ。

「放せ……っ、誰が一緒に行くか！」

「こら、暴れるな！」

「誰か───」

　相手は二人だ。自分一人の力では逃れることは難しいかもしれないけれど、誰かに気づいてもらえるまでの時間稼かせぎくらいはできるはずだ。

（あっ、そうだ！）

　ステージで使ったトリックの予備の仕込みが袖そで口ぐちに残っていたことを思い出した。何度も練習で繰くり返した動作で、小さな煙えん幕まくを起こす。

「うわっ」

　ぶわっと目の前に広がったのは、甘い香かおりのする白い煙けむりだ。それに驚おどろいた弾はずみに、男たちの拘こう束そくが緩ゆるむ。

（いまだ！）

　彼らが怯ひるんだ隙すきをつき、礼の口を塞ふさごうとしていた手に思い切り嚙かみついてやった。

「痛いって！　何しやがんだよッ」

「……っ」

　振ふり払はらわれ、地面に蹴けり飛ばされた。

「このバカ！　傷つけんなって云われただろ！」

「仕方ねぇだろ！　こいつがいきなり嚙みついてきたんだよ！」

「文句はあとで云え！」

　思い切り倒たおれ込んでしまったけれど、これはチャンスだ。

　男たちが云い争っている間に逃にげ出そうとした礼だったが、立ち上がって一歩踏ふみ出したところでもう一人の男が目の前に立ち塞がった。

「おいおい、どこ行くんだ？　帰っていいなんて云ってないだろ」

　二人だと思っていたけれど、運転手のことを失念していた。

（くそっ）

　キッと強く睨にらみ返し、はっきりと拒きよ絶ぜつを口にする。

「ついていくとも云いってない」

「いまのうちに素す直なおになっておいたほうがいいんじゃないか？　ったく、てめーらはちっとも役に立たねーな！」

　口調から、この男がリーダー格なのだとわかる。

「こいつが小こ賢ざかしい真似まねしやがるから───」

「云い訳はいい。おい、あれ持ってこい。先に大人しくさせたほうが手っ取り早いだろ」

「あ？　ああ、そうだな……」

「おっと、お前は動くなよ」

「……っ、うわっ！」

　あれというのが何なのかわからないけれど、嫌いやな予感がする。無意識に後退あとずさると、背後で体勢を立て直していた男に羽は交がい締じめにされた。

「しっかり押さえとけ！」

　リーダーらしき男はそう指示をしながら、もう一人から受け取ったものを礼に向けてきた。

（注射器……!?）

　想定外のアイテムに血の気が引いていく。礼を大人しくさせるために使おうと云うのだから、人体に無害なものではないだろう。

「痛いのは一いつ瞬しゆんだから我が慢まんしろよ」

「やめ……ッ、放せ……!!」

　湧わき上がる恐きよう怖ふを堪こらえながら、必死に抵てい抗こうする。二人がかりで押さえつけられているせいで上半身は動かせないが、まだ足は自由が利きく。

「近寄るな！」

「ったく、手がかかる野や郎ろうだな」

「あっ」

　蹴りを入れようとした弾みに足首を摑まれる。力任せに引っ張られると、体勢が不安定になる。軸じくがぶれ、完全に支えを失った。

　もうダメだと覚かく悟ごをして目を瞑つぶったその瞬しゆん間かん───。

「礼！」

「……っ」

　自分の名を呼ぶ声が聞こえた。目を開けて声がした方向に顔を向けると、崇人が血相を変えてこちらに走ってくる姿が見えた。

「た、崇人」

「てめえら、礼から離れろ！」

　姿が見えなくなった礼を捜さがしてくれていたのだろう。諦あきらめかけていた礼だったけれど、崇人の存在に改めて気持ちを奮い立たせた。

「だから、さっさとしろっつったんだよ！　早くこいつを車に乗せろ！　お前はあいつをどうにかしてこい！」

「あ、ああ。邪じや魔ますんじゃねえ───ぐあっ」

　崇人は飛びかかっていった男を右ストレートでダウンさせた。威い勢せいのよさとは裏腹に、見かけ倒だおしだったようだ。

「て、てめえ……ッ」

　仲間がやられて頭に血が上ったのか、礼を後部座席に押し込もうとしていた男が崇人へと向かっていく。しかし、彼の攻こう撃げきも容易に躱かわされた。崇人は軽い身のこなしで男をひらりと避よけると、今度は腹部に拳こぶしを叩たたき込む。

「がは……っ」

　男は呻うめき声と共に膝ひざを折り、地面に蹲うずくまりながら苦しげに咳せき込んだ。もう立ち向かっていく気力はなさそうだ。

「お前らどこのやつらだ？　誰だれの命令でこんなことしようとした？」

　崇人が最後に残ったリーダー格の男に問う。

「て、てめーには関係ねえ！　それ以上近づくなよ。近づいたら、こいつがどうなるかくらいわかるよな？」

「うわ……っ」

　男は、礼の背後に回ると体を抱かかえ込み、手にしていた注射器を首に近づけ牽けん制せいした。ちくり、という感覚に背筋が震ふるえる。　>>>♥

「お前こそよく考えたほうがいい。いまなら見み逃のがしてやる。そこの二人を連れてとっとと立ち去れ」

「ああ!?　こっちには人ひと質じちがいるんだぞ！」

「すぐに返してもらうから問題ない」

「んだとォ!?」

　崇人に目配せをされて、彼から習った簡単な護身術を思い出す。合図を受けて、思い切り男の足に踵かかとを叩き込んだ。
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　痛みに怯んだその隙に勢いよく肘ひじを上げ、拘束を緩ませる。直後、膝を折って体を屈かがめ、全力で頭ず突つきをかました。

「！」

　脳天の痛みは上手うまく相手の顎あごに決まった証しよう拠こだ。崇人に教えられたときは護身術など使う機会はないだろうと思っていたけれど、練習しておいてよかった。

　伸のばされた崇人の手を摑むと、力いっぱい引き寄せられた。男の手からは逃のがれられたものの、最後の男はさすがに往生際ぎわが悪かった。

「くそっ、ふざけんなよ!!」

　せめて一いつ矢しでも報むくいようと思ったのだろう。男は注射器を手にしたまま、礼に飛びかかってくる。

「!?」

　刺ささりそうになったその瞬間、崇人の腕うでの中に抱だき込まれた。その安心感にほっとしたけれど、自分が無事だということは彼が盾たてになってくれたということだ。

「崇人!?」

「これは見なかったことにしてくれ」

「ちょっ……」

　崇人の二の腕には、男が手にしていた注射器が刺さっていた。

　なのに、礼を大きな背中で庇かばいながら男を殴なぐり飛ばし、涼すずしい顔で自分に刺さっている注射器を無造作に引き抜ぬいた。

　そして、それを男のほうへと放ほうり投げると、低く唸うなるように告げた。

「もう一度云う。そこの二人を連れて失うせろ。いまなら見逃してやる」

「……ッ」

　崇人の忠告に、男は引き際を察したようだ。

　地面を這はうように後退り、地面に伸びたままの仲間を引き摺ずるようにして後部座席に押し込むと、車を急発進させ逃にげ出した。

「大だい丈じよう夫ぶか、礼。怪我けがはないか？」

　呆ぼう然ぜんとしていた礼だったが、こちらを振ふり返った崇人に声をかけられ我に返る。

「俺は大丈夫だけど……っていうか、崇人こそ大丈夫なの!?　さ、刺さってたよね……？」

　どちらかと云えば、注射を打たれた崇人のほうが大変なのではないだろうか。ジャケットの上からではあったけれど、間ま違ちがいなく針は彼の腕に刺さっていた。

「別に何ともない。すまなかったな、礼。俺が目を離したせいで怖こわい思いをさせたな」

　崇人に謝られたけれど、今回の件で非があるのはむしろ礼のほうだ。身勝手な行動で迷めい惑わくをかけることになってしまったことを後こう悔かいし、反省する。

「あんたが謝ることないだろ！　俺が勝手に抜け出したのが悪かったんだから……っ」

「反省してるならそれでいい。次は俺を一いつ緒しよに連れていけ。そのためのボディガードだろ。約束できるか？」

　崇人の問いかけに、こくこくと頷うなずく。礼は後悔と罪悪感でいっぱいだった。

「うん、約束する。っていうか、早く医者に診みてもらわないと……！」

　礼を大人しくさせるために使おうとしていたことを考えると、中身は鎮ちん静せい剤ざいのようなものだったのではないだろうか。

　ピストン部分が押されていなければ薬液が送り込まれることはないはずだが、医い療りよう現場で使われているもののように針が清潔だったかどうかもわからない。

　万が一のことを考えたら、医師による診しん察さつや検査を受けておくべきだ。

「気にするな。刺さっただけだから問題ないだろう。素人しろうとがそこまでヤバいもん使わねえだろうしな」

「素人って何でわかるんだよ」

「マジもんでヤバいやつなら、銃じゆうが出てくるだろ。手際も悪かったし、計画的だったらナンバープレートくらい隠かくすもんだ」

「な、なるほど……」

　そう云いわれてみれば、無む駄だな行動が多かったような気がする。つまり、相手がプロだったら、礼はとっくに連れ去られていたということだ。

　いまさらながらに、自分の浅はかな行動に、背筋に震えが走る。

「とりあえず、ユーインに連れん絡らくするから待ってろ。お前がなかなか戻もどってこないって、みんな心配してたんだぞ」

「あ……」

　ユーインにはトイレに行くと云って抜け出してきていたことを思い出す。

　気き遣づかわせまいとてきとうな云い訳を口にしたことで、結果的に心配させることになってしまった。考えなしの勝手な行動で迷惑をかけてしまったことを、礼は改めて反省した。

「お前が無事で本当によかった」

「……ごめんなさい」

　しょんぼりと肩かたを落とした礼の頭を、崇人はくしゃくしゃに撫なで回す。大きな手の平は恐きよう怖ふに晒さらされた礼の心を解ほぐしていってくれた。










　ユーインたちに謝罪したあと、宿しゆく泊はくしている客室へと戻ってきた。衣装が汚よごれてしまったこともあり、パーティ会場には戻らないでいいと云われたのだ。

　このホテルには数日前から滞たい在ざいしており、礼にはスイートルームがあてがわれている。

　この部屋は客室の中でもセキュリティレベルが高く、海外から訪おとずれたＶＩＰたちもよく利用しているらしい。

　そもそも高級ホテルに泊とまること自体が初めての礼にとっては、現実離ばなれした空間だった。ゆっくりしてと云われても、こんな広い部屋で一人で過ごすのは落ち着かない。

　普ふ通つうの客室でいいと云ったのだが、セキュリティの問題上それは許可が下りなかった。相談の結果、寝しん室しつの一つを崇人に使ってもらうことになった。

　ボディガードなら寝ね起おきを共にするほうが都合がいいし、部屋も無駄にせずにすむ。一石二鳥ということで了りよう承しようされたというわけだ。

「ねえ、大丈夫……？」

　険しい表情の崇人が心配になる。いつもならぽんぽんと出てくる軽口が、いまは一いつ切さいないことが余計に不安を搔かき立てた。

「問題ない。ここで少し待ってろ」

　崇人は部屋に入るとすぐにセキュリティシステムをオンにし、てきぱきとあちこちの確かく認にんを始めた。それが彼の仕事とは云え、いまは無理をしないほうがいいのではないだろうか。

「あ、あの、そんなのいいから早く休んだほうが……」

　あの注射器の中の薬物が効いてきたのか、徐じよ々じよに崇人の顔色が悪くなってきている気がする。動けば動くほど、体内に入った成分が体中に回ってしまうのではないだろうか。

「大丈夫だ」

　崇人はそう云って、休ませようとする礼をやんわりと押し退のける。体調が万ばん全ぜんでないと云っても、足取りや礼の肩を摑つかむ手つきはしっかりしていた。

　礼がおろおろとしている間に、全すべての部屋のチェックを終える。

「この部屋は安全だ。ただし、ホテル内に不ふ審しん者が潜ひそんでいないとは限らない。今夜はここから出るな。俺の目の届かないところには絶対に行くなよ」

「うん。さっきは本当にごめん……」

　いま、礼にできることは大人しくしていることと謝ることだけだ。

「これから気をつけてくれればそれでいい。───で、どうして一人で外になんか出たんだ？」

　会場を抜け出した理由を訊きかれる。

「パーティで母さんのことを知ってる人に会ったんだ。俺の母さん、昔こっちでマジシャンの修しゆ業ぎようをしてたんだって。俺、そんなこと全然知らなくて……。だから、その人からもっと詳くわしい話が聞きたかったんだけど、連絡先を聞いてなかったって気がついて……」

「なるほどな。それでその人を追いかけようとしたのか。つーか、連絡が取りたかったら、ユーインに訊けばよかっただろ」

「さっきはそこまで頭が回らなかったんだよ！」

　チャンスを逃のがすまいと焦あせってしまったのだ。短たん絡らく的だった自分を反省する。

「そんな顔をするな。悪いのはあいつらとお前から目を離はなした俺だ。必要以上に気に病やむことはない」

「わっ」

　まるで子供にするみたいに、またもぐしゃぐしゃと頭を撫で回される。これまで何度もされていることなのに、今日は妙みように心がざわついてしまう。

（何なんだ、これ）

　言葉にしづらいむず痒がゆさに、居い心ごこ地ちが悪くなる。崇人にされるがまま大人しくしていたら、意外そうな感想を告げられた。

「今日は子供扱あつかいするなって怒おこらないんだな」

「……っ、これから云おうと思ってたんだよ！　と、とにかく、今日は早く寝ねるように！」

　バツの悪さをごまかすために、声が大きくなってしまう。こんなにそわそわとしていたら、崇人に動どう揺ようした心の内を見み透すかされそうだ。

「お前が眠ねむるまで休むつもりはない」

「はあ？　何云ってるんだよ！　いますぐ寝ないなら、ユーインに云いつけるからな」

「云いつけるって、ユーインは先生かよ」

　礼の言葉に、崇人は小さく噴ふき出した。

「いちいち揚あげ足取るな！　大人しく部屋で寝てろってば。俺は絶対にどこにも行かないって約束するから」

　何だかんだと云い返してくる崇人の背中をぐいぐいと押し、彼の寝室に無理やり押し込んだ。

「わかった、わかったからそう押すな」

「ほら、ジャケット脱ぬいで」

「そのくらい自分でできる」

「いいから！」

　崇人をベッドに座らせ、剝はぎ取るようにジャケットを脱がせる。礼の強ごう引いんさに諦あきらめたのか、崇人は大人しくなった。

　脱がせたジャケットをクローゼットにかけながら、ふとさっきのことを思い出す。

「それにしても、何で俺なんかを狙ねらったんだろ……」

「あんなところを一人でふらふら歩いてたから狙われたんだろ。俺と一いつ緒しよなら、あんなやつら近づかせねーよ」

　崇人は礼を思い悩なやませまいとしてか、軽い口調で励はげましてくれる。しかし、気にかかることが一つあった。

「でも、最初に名前を確認されたんだ。レイ・オリハラだなって。あいつら、何で俺の名前知ってたんだろう」

「名前を？」

　礼の言葉に、崇人は急に表情を変えた。

「何か胡う散さん臭くさい感じだったから無視して行こうとしたんだけど、無理やり連れていかれそうになって……」

「────」

　礼からの報告に、崇人は難しい顔で黙だまり込んだ。不特定の人間ではなく、礼個人を狙ったとなると、ボディガードとしての対応が変わるのかもしれない。

　だが、崇人はすぐに気を取り直した様子で、表情を元に戻もどす。

「まあ、新商品の発表と一緒にお前の名前も出てるからな。モデルのやっかみか、身みの代しろ金きん目当ての誘ゆう拐かいかそんなところだろう」

「身代金!?」

　物ぶつ騒そうなことをさらりと告げられ、ぞっとする。さっき、崇人が助けに来てくれなければ、礼はどうなっていたかわからない。ここは日本ではないのだと、改めて思い知らされるできごとだった。

　考えなしの行動が危険を招いたのだと思うと、遅おくればせながら怖こわくなった。

「心配すんな。あいつらのことは、社のほうにも調査を頼たのんでおく。すぐに正体がわかるだろうし、礼には二度と近づかせないから安心しろ。何があっても俺が守ってやる」

「うん、頼たよりにしてる」

「今日はやけに素す直なおだな」

「う、うるさいな！」

　こうして話をしている間も、崇人の表情は徐々に曇くもってきている。口くち振ぶりは力強いけれど、ずいぶんと無理をしているようにしか見えない。

　普ふ段だんは頼りがいのある男だけれど、いまは緊きん急きゆう事態だ。

「……なあ、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　礼の問いかけに、崇人は自らの額に手を当てた。

「まあ、少し体熱くなってきたかな。けど、大したことない」

「熱!?　やっぱり、人を呼んできたほうが───」

「やめろ！」

　具合の悪そうな崇人の様子に不安を覚え、助けを求めに行こうとしたけれど、強い口調で止められてしまった。

「大きな声を出してすまない。けど、俺は本当に大丈夫だ。こんなの一晩寝れば抜ぬける」

　崇人はそう云いい張るが、体のことを考えれば見み栄えを張っている場合ではない。彼の制止を押しきってでも助けを求めるべきなのではないだろうか。

「頼むから黙っててくれ。これがバレたら、お前の傍そばにいられなくなっちまうだろ」

「あ……」

　原因を作ったのは礼だとしても、上役の判断では崇人の不始末ということになりかねないと気がついた。

　守ってもらっているのは礼だけれど、ボディガードを雇やとっているのは礼ではない。雇こ用よう主はヒューバートだ。自分がフォローしたところで聞き入れてもらえない可能性が大きい。

　彼の評価が下がるのは本意ではないし、礼自身も担当を外れて欲しくはない。礼のせいで崇人の仕事を奪うばうことになってしまったらと考えたら、さすがに勝手な行動はできなかった。

「頼む、お前のことは最後まで俺に守らせてくれ」

「……っ」

　力ない声で云われ、ドキリとする。崇人は仕事に対しての責任感で云っているだけだとわかっていても、ヘンに意識してしまう。

（何なんだ、これ……！）

　大きく跳はねた心臓は、そのままトクントクンと速度を増していく。

「偉えらそうなこと云うわりにはこのざまだけどな。みっともないな」

「崇人はカッコいいよ！」

　自じ嘲ちようめいた笑いを零こぼす崇人に、思わず強い口調で反論してしまった。

「そうか？　お世辞でも嬉うれしいよ」

「べ、別にお世辞なんかじゃ……」

　何故なぜか、礼まで熱くなってきた。男たちに連れ去られそうになっていたときとは違ちがう胸の高鳴りに戸と惑まどいを覚える。舞まい上がっているという表現はあまり相応ふさわしくないかもしれないけれど、敢あえて言葉にするならそんな感覚だった。

「えっと、何か飲むものとか持ってこようか？」

「いや、いまはいい。すまないが、少し一人にしてくれないか」

　地に足がついていないような気分にそわそわとしていた礼だったが、申し訳なさそうに切り出された崇人の言葉に我に返る。

「ごめん！　横になったほうがいいよね。俺が傍についてるから安心して眠ってよ」

「お前は自分の部屋に行ってろ」

「何云ってるんだよ。一人になんかできるわけないだろ。もし、急に具合が悪くなったらどうするんだ」

　いまは少し気分が悪いという程度かもしれないけれど、いつ急変するかわからない。万が一を考えたら、目を離はなすことなんてできない。

「俺なら平気だ。万が一ヤバいことになりそうになったら、そのときに呼ぶから」

「どこが平気って顔だよ！」

　よくよく崇人の様子を観察すると、どことなく目の焦しよう点てんが合っていないように見える。もしかしたら、薬物の影えい響きようで意識が朦もう朧ろうとしてきているのかもしれない。

「とっとと出ていけ。ただし、外には行くなよ」

「で、でも」

「来るな！」

「……ッ」

　強い口調で拒きよ絶ぜつされ、息を吞のむ。

「……俺の傍には来るな。お前は自分のベッドでいい子にしてろ。大丈夫だ。こんなの、寝ねてれば治る。いいから、あっちに行ってろ」

　まるで野の良ら犬いぬを追おい払はらうかのような手つきで、礼を遠ざけようとする。気き遣づかわせまいという心遣いはわかるけれど、だからと云って放ってはおけなかった。

　崇人は首回りを緩ゆるめようとしているようだが、上手うまくできない様子だった。思うようにいかない苛いら立だちに悪態を吐つく。

「くそっ」

「貸して。俺がやる」

「やめろ、余計なことをするな」

「ネクタイすら外せないくせに何云ってんだよ」

　煩わずらわしそうにされたけれど、手を出さずにはいられなかった。ネクタイを解ほどいて引き抜き、ボタンをいくつか外す。これで首回りはだいぶ楽になっただろう。

「俺のことは放っておけ」

「ちょっと待ってて！　いま、水持ってくる」

　礼はミニバーに備えつけられた冷蔵庫にミネラルウォーターが入っていたことを思い出す。

　指で触ふれた崇人の肌はだは、ずいぶん熱くなっていた。汗あせを搔かいて代謝が早まれば、少しは薬物の効果も薄うすれるはずだ。

　ペットボトルを二本抱かかえて寝しん室しつに戻ると、崇人はぐったりとした様子でベッドに横たわっていた。さっきよりも息が上がっているように見える。

（苦しそう……）

　医者を呼びたくないという本人の意志は尊重したいけれど、本当にそれでいいのかと不安になってくる。適切な治ち療りようをせずに取り返しのつかないことになったらと思うと怖い。

「このまま飲める？　ストローとかあったほうがいいかな」

　焦あせりを抑おさえながらペットボトルの蓋ふたを開けていたら、腕うでを摑つかまれた。その力強さに思わず顔を顰しかめてしまう。

「ちょ、どうしたんだよ」

「───俺の傍に来るなっつったよな？」

「……ッ」

　いつになく低い声で凄すごまれ、ぞくりと背筋が戦おののいた。状じよう況きようがよく吞み込めなかったけれど、多分崇人の変へん貌ぼうは薬のせいだろう。どう見ても、普段の彼とは違っていた。

（な、何か色っぽい……？）

　首回りが緩められて露ろ出しゆつ度どが上がっているせいだろうか。崇人からはフェロモンがダダ漏もれになっていた。

「あ、あの、水は……」

「お前が飲ませてくれるのか？」

「え？」

　崇人は顔を近づけ、据すわった目で問いかけてくる。その表情に戸惑ったものの、いつもと感じが違うのは体調不良のせいだろうと自分を納なつ得とくさせた。

「ええと、手伝えばいいのか？」

　急いで蓋を開けて崇人の口元に持っていこうとしたら、ペットボトルを奪われた。

「そうじゃないだろ」

「え？」

「手本を教えてやる」

　何故か体勢を入れ替かえられ、礼のほうがベッドに組み敷しかれていた。手足を押さえつけられており、完全に自由は奪い去られている。

「手本って───」

「こうするんだよ」

「んっ!?」

　何が起こったのかわからず固まっていると、口の中に冷たい水が流れ込んできた。

（口移ししろってこと……!?）

　唇くちびるを重ねられているという事実に、頭が混乱する。水をごくりと飲み下すと、今度は崇人の舌が侵しん入にゆうしてきた。

「!?」

　ぬるっとした感かん触しよくに、ざわりと肌が粟あわ立だった。

　初めは冷たかったけれど、口こう[image: ]こうを探さぐっているうちに熱さが戻もどってくる。崇人を引き剝はがそうとするけれど、礼の力では全く歯が立たなかった。

　日本とは違い、こちらでは軽いキスは挨あい拶さつ代わりのようなものだけれど、これはどう考えても性的な行こう為いだ。

（何で───？）

　頭には疑ぎ問もん符ふしか浮うかばない。その答えを知っている相手に問いたくても、唇を塞ふさがれていては言葉を紡つむぐことができなかった。

「ン、んん、んー…っ」

　口の中を他人に舐なめられていると思うと、それだけで頭の中が沸ふつ騰とうしそうになる。

　肉厚な唇に下唇を食はまれ、上うわ顎あごの凹おう凸とつを舌先でなぞられる。唇を貪むさぼられていると云いうしかないような強ごう引いんで大だい胆たんな口づけは、礼を蕩とろけさせていった。

「ん、う……っ」

　認めたくはないけれど、噓うそみたいに気持ちがいい。恋れん愛あい経験値の低い礼にとって、生まれて初めて味わう本物のキスだった。

（口の中が溶とけちゃいそう……）　>>>♥

　指先まで痺しびれ、四し肢しがくたりとなった頃ころ、ようやく唇が解放される。優やさしくかつ強引に嬲なぶられた唇には、生々しい感触が残っていた。

　目の前にある崇人の唇から目を離せない。この唇とそこから覗のぞく赤い舌が、たったいま礼を翻ほん弄ろうしたのだ。

「何で…こんな……」

　やっと疑問を口にすることができたけれど、自ら言葉を発する振しん動どうで体が震ふるえそうになる。

「出ていけっつったのに、居座ったのはお前だろ？」

「だ、だって、心配だったから」

　崇人の変わりように動どう揺ようしながら、云い訳を口にする。

「俺は警告はしたからな。食われても文句云うんじゃねーぞ」

「食われてって、何云って───やっ」

　服の上から尻しりを鷲わし摑づかみにされ、上うわ擦ずった声が上がる。それと同時にキスでぼやけていた意識が幾いく分ぶんはっきりした。

「ちょっ、俺が男だって忘れてない!?」

　崇人からしたら男らしく見えないかもしれないけれど、性別はれっきとした男性だ。

　同性愛を否定するわけではないけれど、いきなりそんなことを云われても頭がついてこなかった。

「男も女も関係ない。こういうことは、気持ちがいいか悪いかのどっちかだろ？」

「なっ……」

　キスに感じていたことを見み抜ぬかれたのだろうか。腰こしを擦り寄せられると、太ふと腿ももに硬かたく変化した感触が当たった。ごまかしようがない状態に言葉も出ない。

（ていうか、性格変わってないか!?）

　これまで、崇人はこんな大人の顔は礼の前では見せなかった。場数を踏ふんでいるタイプだろうとは思っていたけれど、急に別の一面を見せられても困ってしまう。

「お前のも硬くなってる」

「こ、これは条件反射みたいなもので……っ」

　刺し激げきを与あたえられた結果の生理現象であって、男子としては致いたし方ない反応だ。自らの意思ではコントロールが利きかないことくらい、崇人だってわかっているはずだ。

「つまり、俺が相手でも嫌いやじゃないってことだろ？」

「ぅあっ」

　服の上から硬くなりかけていたそこを鷲摑みにされる。大きな手に握にぎり込まれて揉もみしだかれると、どんどん下着の中が窮きゆう屈くつになっていった。

「やだ、や、揉むなバカ……っ」

　触れられている場所が発熱していく。このまま好きにさせていたら、取り返しのつかないことになってしまう。

「嫌だとは思えない反応だけどな。もしかして、女ともしたことないのか？」

「悪かったな！　人をからかうのも、いい…加減に、しろ……っ」

　声が上擦りそうになるのを堪こらえようとすると、文句も途と切ぎれ途と切ぎれになってしまう。

「誰だれがからかってるっつった？　俺はお前が食いたいだけだ」

「……ッ」

　ぶっきらぼうな口調はそのままでも、普ふ段だんの顔つきとはどこか違ちがっていた。

　いまの崇人は、喩たとえて云うなら酒に酔よっているかのようだ。別の人格とまでは云わないけれど、テンションがまるで違う。

　色いろ恋こいの経験がほぼ皆かい無むの礼にも、彼がいま自分に対して欲よく情じようしているのはわかった。

　洗練された綺き麗れいな大人の女性に云い寄られているような男が、いまは自分だけを見て、自分に欲情している。その事実を認にん識しきした瞬しゆん間かん、ぞくぞくと背筋が震えた。

　確かにいま、不安や恐きよう怖ふだけでなく違う何かが混じっていた。そんな自分に戸と惑まどうしかなく、礼は言葉を失った。

「禁きん欲よく生活が長かったからな。我が慢まんの限界だ」

「何云って……」

　もどかしげにワイシャツを脱ぬぎ捨てた崇人の肉体は、想像していた以上に鍛きたえ上げられたものだった。崇人は捕ほ食しよく者の眼まな差ざしで礼を見つめながら、再び覆おおい被かぶさってくる。

「わかってるんだろ、礼。いまから俺に抱だかれるんだって」

「……っ」

　抱かれる───その言葉に、ぶわっと全身が熱くなった。

　耳元での囁ささやきの直後、耳じ殻かくに歯を立てられる。崇人は凹凸に舌を這はわせたあと、耳みみ朶たぶを甘嚙がみしてくる。

「礼」

「や、だめ、だめだってば……っ」

　崇人は礼の体を撫なで回しながら、顔中にキスを落としてくる。彼の唇は想像以上に柔やわらかく、心地ここちよかった。

　無造作に体を弄いじってくる崇人を止めようとするものの、ずれた問いかけを返される。

「気持ちよくないか？」

「そういう問題じゃない……！」

　いいとか悪いとかいうことは、いま問題にはしていない。自分たちでこういう行為をすることがよくないと云っているのだ。

「じゃあ、感じてはいるんだな」

「だから───っあ！」

　不意に胸の尖とがりを摘つままれ、高い声を上げてしまう。いつの間にか全すべてのボタンを外されたシャツがはだけられ、崇人の手が胸むな元もとを探っていた。

　普段は意識することのない箇か所しよを指先で弄り回される感触と光景に、体温がさらに上がった。

「やだ、何で、や……っ」

「気持ちいい？」

「そんな…わけ……っ」

　ない、とは云えなかった。望んだ行為ではなくとも、いま自分の体は確かに感じている。触ふれられて昂こう揚ようし、さらなる刺激を求めているのは紛まぎれもない事実だ。

　そんな礼の欲よつ求きゆうを察してか、崇人は執しつ拗ようにそこを捏こね回した。

「ひぁっ、や、ん、ぅん……っ」

　制止の言葉は啄ついばむようなキスで封ふうじられ、意味を持たない嬌きよう声せいになってしまう。

「礼」

「ん……っ、ぁン、んん」

　口づけの合間に名前を呼ばれるたびに、支配権を奪うばわれていくようだった。重ねられた下半身の重さで身動きが取れない。

　体格は敵かなわないが、遮しや二に無む二に泣き叫さけんで暴れ回ることで拒きよ絶ぜつすることだってできなくはないはずだ。逃のがれることはできなくても、一いつ矢し報むくいることくらいは可能だろう。なのに何故なぜか、礼の体は崇人を拒こばみきれなかった。

「や、あ、はっ……」

「今日は下着が違うんだな」

「だ、だって、いつものだと、線が出ちゃう…から……っ」

　日本で荷物に詰つめたのはトランクスだが、今日は慣れないボクサータイプを穿はいている。

　このホテルに来てから同じ部屋で寝ね起おきをしている崇人に下着姿を見られるくらい、何てことはなかったはずなのに、シチュエーションが違うだけでこんなにも恥はずかしく感じてしまう。

「あ……っ」

　ボクサーパンツを引き下ろされ、芯しんを持って勃たち上がった昂ぶりが弾はじけ出る。すでに先せん端たんは滲にじみ出た体液で潤うるみ、さらなる刺激を待ち侘わびている。

「若いな。もうこんなに硬くなってる」

「云いわないでいい……っあ！」

　潤んだ窪くぼみを指先で抉えぐられ、びくんっと腰が跳はねた。崇人は長い指を礼の昂ぶりに絡からませ、ゆるゆると扱しごき始める。

　張り詰めた皮ひ膚ふを硬い指で擦られる快感に、どんどん息が上がっていってしまう。

　こんなふうに他人に触れられるのは初めてで、あっという間に限界が近づいてくる。

「やだ、あっ、あ、あ……っ」

　未知の感覚に戸惑うしかなく、礼は思わず自らを責め立てる男に縋すがりついた。痛いくらいに張り詰めた自身からは濁にごった体液が溢あふれ出していた。

「あ、あ……っ、崇人、もう……っ」

「もう出そう？」

「ぁあっ、あっあ、あ───」

　容よう赦しやなく追い立てられ、礼は終わりを迎むかえた。下腹部を大きく震ふるわせながら、生温かい白はく濁だくを爆はぜさせる。礼は大きく息を吐はいて四し肢しを弛し緩かんさせ、欲よく望ぼうを放った解放感に浸ひたる。いまはもう何も考えたくなかった。

「────」

「たくさん出たな」

　崇人は腹部に飛んだ白濁を礼に見せつけるように指で掬すくい取る。その光景すら現実感が湧わかない。心地よい怠だるさと濁った意識の中、ふと疑問が浮うかぶ。

（……何で俺を抱くんだろう？）

　相手ならいくらでも見つかるはずだ。今日だって、何人もの美女に連れん絡らく先を渡わたされていた。あの中の誰かに連絡すればいいだろうに。

　だけど、よく考えたら崇人にそんなことをする時間がなかったことに思い至った。

　崇人の仕事は、二十四時間礼に張りついていることだ。この一ヶ月、つきっきりで礼のボディガードをしていた崇人には、一いつ切さいのプライベートがなかった。

　そのせいで欲求不満となり、打たれた薬物の影えい響きようによって理性が飛んだことでその欲望が礼へと向いた───それ以外、納なつ得とくのいく理由は思いつかなかった。

　逆に考えれば、不ふ慮りよのできごとで理性の箍たがが外れなければ、礼で欲求不満を解消せずにすんだということだ。そういう意味では、不運だったというしかない。

「え？」

「そのまま意識飛ばしてろ」

　あらぬ場所に触れられる感かん触しよくで、俄にわかに我に返る。だけど、崇人がしようとしていることを止めるには遅おそかった。

「あ……!?」

　ぬるつく指が体の中に押し入ってくる。異物が入り込んでくる違い和わ感かんに、礼は目を瞠みはった。頭を起こすと、下か肢しからは衣服が何もかも取り去られていた。

　惚ほうけている間に半はん裸らになっていたこともショックだったけれど、それ以上に体の中を探さぐられている事実に戸惑った。

「痛くはないだろ？」

「や、指、抜ぬいて……っ」

「違ちがうのがいいって？　急せかされると我が慢まんが利きかなくなるだろ」

「意味、わかんな……っん！」

　ぐりっと内ない壁へきを押され、背中が弓なりに撓しなる。体液に濡ぬれた太い指が深く入り込んできては、抜け出ていく。繰くり返される抜き差しは奇き妙みような感覚を生んだ。

「だめ、あっあ、あ……ッ」

　誰だれかに体の中を搔かき回されて喘あえいでいるなんて現実を信じられなかった。

　しかも、ついさっき達したばかりだというのに、自身はまだ昂ぶったままだ。それどころか、腰こしの奥に感じる疼うずきがどんどん酷ひどくなっていく。

「いや、あ……っ、なん…で……っ」

　自らの反応が受け入れられず、動どう揺ようが治まらない。そうしている間も、礼の体はどんどん熱くなっていく。

　自分はどうなってしまうのか。まるで違う何かに作り替かえられていっているようで怖こわくなってくる。縋るようにしがみつくと、崇人はあやすような口づけをくれる。

　ある種の逃とう避ひかもしれないけれど、キスに夢中になっていれば、体の変化から目を逸そらすことができる。

「ん、ぅん、あ……っ」

　崇人の舌の動きばかりを追っていたら、不意に指が引き抜かれた。侵しん入にゆう者がいなくなったあとも、中で蠢うごめいていた感触が残っている。

　ほっとしたのも束つかの間、足を大きく開かされ、指よりも大きくて熱いものが押し当てられた。

「!?」

　反射的に顔を上げた礼は、これから自分に突つき立てられようとしている怒ど張ちようの大きさに目を瞠った。押し下げられた下着の中から取り出されたそれは、自分のものとは比べものにならない大きさだった。

　その迫はく力りよくに思わず目が釘くぎづけになってしまったけれど、これまでの行こう為いは崇人を受け入れるための準備だったことに気がついた。

「うそ、そんなの無理……っ」

　身を任せる覚かく悟ごをしたつもりだったけれど、実際に相手のものを目まの当たりにしたら腰が引けてしまった。

　最後に辿たどり着く行為のことを、無意識に考えないようにしていたのかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶだから、力抜いてろ」

「大丈夫なわけ……っ」

「ゆっくりやる」

「やだやだ、壊こわれちゃ、や、あ……ッ!?」

　子供が駄だ々だを捏こねるように拒むけれど、聞き入れられることなく先端がぐぷりと押し込まれた。

「あ…ぁ、あ……っ」

　礼の体はそれを拒きよ絶ぜつするどころか、まるで待ち侘びていたかのようにねっとりと包み込んだ。圧あつ迫ぱく感かんを覚えながらも、侵入してくるそれを受け入れてしまう。

「まだ痛くはないだろう？」

「いや……あ、うそ、ぁあ……っ」

　自分の中にじりじりと他人の欲望が入り込んでくる感覚に神経が焼けるようだった。

　セックスがどういうものか、知識ではわかっていたつもりでも理解できていなかったと思い知る。

　男が昂ぶらせた屹きつ立りつに穿うがたれ、犯おかされてみて初めて、それがどういうことなのか実感した。

　言葉では云い表しようのないショックを受けると同時に、体で感じる熱さや硬かたさ、脈動に不思議な感動も覚えていた。

　薬の影響があるとは云え、崇人は礼を相手に興奮している。そんな影響を自分が与あたえていることが不思議で堪たまらない。

「キツいな。息を止めるな、礼」

「苦し……っ」

「そんなに食いつくなよ」

「あ！」

　繫つながり合った体を揺ゆすられ、自分のものとは思えない高い声が押し出された。嬌きよう声せいとしか云いいようのない声こわ音ねが恥はずかしくて顔が熱くなる。

「さすがにいきなり全部は無理か」

「え？　あっ、あ……っ」

　崇人はゆっくりと腰を揺らしながら、じりじりと奥へと進んでくる。凶きよう暴ぼうに猛たけった男の欲望に無理やり体を開かれる苦しさで、息が止まりそうになる。

「やだ、擦ら…ないで……っ」

　解ほぐすのに使われた体液の滑ぬめりで、入り込んだ屹立が中で前後に動く。内壁が擦こすられる感覚に、体が甘く震えた。律動はやがて浅い部分での抜き差しに変わる。

「こう、か？」

「だめ、しないで、あ、ああっ」

　過か敏びんに反応したところに当たるよう、繫がった体を揺さぶってきた。崇人はするなと云ったことばかりしてくる。礼は与えられる刺し激げきに身み悶もだえ、ひたすら喘ぐばかりだった。

「あ、はっ……あ、あ……っ」

「礼、力抜ぬけ」

「あっ…ン、ん……っ」

「もうちょっとだ」

　強こわ張ばった体が侵入者の存在に馴な染じみ、締しめつけが緩ゆるんできたのを見計らってか、崇人は礼の腰を摑つかみ直した。皮ひ膚ふに指が食い込むほど、がっちりと固定される。そして、崇人は摑んだ腰を勢いよく引き寄せた。　>>>♥

「ぁあ……ッ」

　穿たれた衝しよう撃げきで目の前が白くなった。一いつ瞬しゆん、意識が飛び、数すう拍はく遅れて自分が達してしまったことを知る。

　チカチカとした視界が落ち着いてくると、弾はじけた欲よく望ぼうの証あかしが再び礼の腹部に散っているのが目に入る。そして、爆はぜたあとだというのに、礼のそれは蜜みつを滴したたらせながらまだ痛いくらいに張り詰つめていた。

「ほらな、無理じゃなかっただろ？」

「ひぁ……っ」

　屹立を銜くわえ込んだ場所の縁ふちを指でなぞられ、ぎちぎちに押し開かれた自分の体を意識させられる。深い場所で繫がり合っている事実にくらくらした。

「全部吞のみ込んでる」

「や、あ……っ」

　言葉にされると、余計にそこに意識が集中してしまう。

　さっき目にしたあれが、いま自分の中にいる。改めてそれを認にん識しきしたせいで、締しめつけるように力が入ってしまった。

「お前の中、すげぇいい」

「やだ…噓うそ……」

「噓じゃねえよ。ほら、奥に当たってるだろ」

「あ……っ!?」

　深く繫がり合った体を揺すられると、甘いさざめきが湧わき上がってくる。頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまで、いままで味わったことのない痺しびれに支配されていた。

「そんなに締めんな……って、自分じゃコントロール効かねーか」

　前を緩く扱しごかれながら、腰を送り込まれる。どちらに集中していいかわからず混乱する。

「あ、や、あ……っ」

「ここ、反応いいな」

「うあっ、ああっ、ぁん！」

　体の内側を硬くて熱いものに擦られる感かん触しよくがこんなにも気持ちいいなんて噓みたいだ。だけど、いま感じて啜すすり泣くように喘いでいるのはごまかしようのない事実だった。

「あっあ、そこだめ、ああっ」

「そういうときは、もっとって云えよ」

「ぁあっ、あ、あ！」

　礼は男の怒張を深々と吞み込んだ状態で、自身から体液を溢あふれさせている。そんな自分が恥ずかしくて仕方ないのに、本能は快感を追い求めていた。

「あ……っ、やだ、あ、またいっちゃう……っ」

「何が嫌いやなんだ？」

「だって、俺ばっか…恥ずかしい……」

　嫌だと繰くり返しながら、崇人の手ですでに二度もイカされている。初めてなのに、こんなに快楽に[image: ]おぼれてしまうのはおかしくないだろうか。

「俺だってもうヤバい」

「ぅあっ、ああっ」

　再び腰こしを力任せに引き寄せられ、下半身が浮うき上がった。腰が崇人の膝ひざに乗り上がり、律動が激しくなる。

「やあっ、あ、いく、あっあ、あ───」

　崇人は礼を深々と穿ち、その奥深くに欲望を注ぎ込む。ほぼ同時に、礼も三度目の終わりを迎むかえた。

　いままで味わったことのない解放感と喪そう失しつ感かんに、時間を忘れて礼は身を委ゆだねたのだった。








２






「───つまり、今日日本に帰りたいということですか？」

「は、はい。突とつ然ぜんすぎて本当に申し訳ないんですが、仕事が再開するまでは日本で過ごしたいなって思って……」

　礼が朝一でユーインに連れん絡らくを取って、彼らの部屋を訪ねたのは頼たのみごとのためだ。自分でもあまりに唐とう突とつな申し出だという自覚はある。ユーインが驚おどろくのも当然だ。

（だって、これ以外に思いつかなかったんだよ！）

　礼は誰だれともなしに心の中で云い訳をする。今朝けさ、礼が微睡まどろみに身を任せていられたのは、自分が目を覚ましたのが崇人の腕うでの中と気づくまでのことだった。

　人ひと肌はだに似た温かさが心地ここちよく、二に度ど寝ねに入ろうと寝返りを打って、心臓が止まりそうになった。自分が枕まくらにしていたのは崇人の腕で、心地よく感じていたのは彼の体温だったのだ。

　ぐっすりと眠ねむっている彼の寝ね顔がおが目に入った瞬しゆん間かん、前夜の記き憶おくが蘇よみがえってきた。

　夢だと思い込みたかったけれど、お互たがいに服を纏まとわず同じベッドにいる時点でそれは不可能だと諦あきらめた。

　第一、自分の体には抱だかれたときの生々しい感触が残っている。始まりは一方的で強ごう引いんなものだったけれど、結局、快感に押し流されて身を委ねてしまった。

　あられもなく乱れた自分を思い返すと、それだけで死にたくなる。恥ずかしさに脳が沸ふつ騰とうしそうになるけれど、崇人ばかりを責められない。

　そもそも、あんな展開になった大もとの原因は礼にある。

　個人的な理由で一人で行動した礼は、胡う散さん臭くさい男たちに誘ゆう拐かいされそうになってしまった。

　すんでのところで助けてもらったけれど、男たちが礼に打とうとしていた注射器が崇人に刺ささってしまったのだ。

　多分、そのせいで彼の意識が正常ではない状じよう況きように陥おちいった結果───礼は彼に無理やり抱かれてしまった。

　望んでの行こう為いではなかったけれど、薬物を打たれることになった原因は偏ひとえに礼にあるし、最終的に受け入れてしまったのも事実だ。

　だから、昨夜のことに関して怒おこっているわけでも責めたいわけでもない。ただ、ひたすら恥ずかしくて混乱しているだけだ。

　いますぐ空気になって消えてしまいたい。そうは云っても、マジックのようにあっという間に消え去るなんて真似まねができるわけではない。

　礼に残された道は、逃にげることだけだったのだ。

（自分でも情けないとは思うけど……）

　彼が目覚める前に部屋を出てきたのは、素面しらふで顔を合わせられそうになかったからだ。一体、どんな顔で言葉を交かわせばいいのだろう。

　合わせる顔はないけれど、ボディガードを代えて欲しいわけではない。しかし、崇人がボディガードでいる間は、離はなれず傍そばにいることになる。

　せめて、崇人のいないところで気持ちの整理をつけたい。

　そんな矛む盾じゆんした気持ちを抱かかえて困り果てた礼が出した答えが、『日本に帰る』というものだったというわけだ。必死に頭を働かせたけれど、礼の人生経験ではそれ以外の術すべは思いつかなかった。

　崇人は礼個人ではなく、［フェデリーカ］のイメージモデルの警護に当たっている。つまり、仕事から離れれば、彼とも自おのずと距きよ離りが取れるということだ。

　いまの環かん境きようから離れて一人になれば、いくらか心が落ち着くはずだ。

（もっと俺が大人だったら、こんなふうに悩なやんだりしなかったのかな……）

　人生経験が豊富だったら、仕方ないと簡単に割り切ることができたかもしれないが、ここで『もしも』を考えていても意味はない。過ぎてしまったことは変えられないし、消すこともできないのだから。

　休きゆう暇か中はあちこち観みて回るつもりだったけれど、いまはそれどころではない。

　一週間もあればほとぼりも冷めるだろう。崇人のほうは礼と違ちがって大人だ。その辺りは空気を読んでくれることを期待するしかない。

「もしかして、昨日のことが原因ですか？」

「き、昨日のこと!?」

　ユーインにストレートに核かく心しんを衝つかれ、思い切り動どう揺ようする。

（どうして、知ってるんだ!?）

　羞しゆう恥ちで頭の後ろが焼けるように熱くなると共に、じっとりと背中に冷や汗あせを搔かく。うろうろと忙せわしなく目を泳がせていると、ユーインは穏おだやかに労いたわりの言葉をくれた。

「素す性じようのわからない人たちに絡からまれるなんて、怖こわい思いをしたでしょう。警備が行き渡わたらず、本当に申し訳ありませんでした」

「あっ、それなら全然大だい丈じよう夫ぶです！　衣装は少し汚よごしちゃったんですけど、俺は崇人のお陰かげで何ともありませんでしたから」

　ユーインの云いう『昨日のこと』が崇人とのことではないとわかり、胸むねを撫なで下ろす。彼が淹いれてくれた紅茶を一口飲んで、気持ちを落ち着けた。

（そりゃそうだよな……）

　崇人とのことは密室でのできごとだ。しかも、その当事者はまだ眠ったままでいる。何があったかなんて、自分たち以外に知られているはずがない。

　誘拐されそうになるなんて、平へい凡ぼんな日常を送っていたら遭そう遇ぐうすることはまずないことだ。普ふ通つうなら引き摺ずるだろうし、トラウマになる可能性だってある。

　だけど、昨夜はそのあとに起こったことのほうが衝しよう撃げき的で、男たちに拐かどわかされそうになったことは記憶の隅すみに追いやられていたことに気がついた。

「衣装なんていくらでも作れます。あなたが無事で本当によかった」

　ユーインに物もの憂うげな表情で見つめられると、妙みようにドギマギしてしまう。

「こちらこそご心配おかけして本当に申し訳ありませんでした！　その上、いますぐ帰りたいなんて我が儘ままを云って……」

「大仕事を終えて、肩かたの力が抜ぬけたのかもしれませんね」

「仕事を辞やめたいってわけじゃないです。スケジュールに合わせて戻もどりますし、余計にかかる交通費は自分で負担しますから」

「家が恋こいしい気持ちはよくわかります。あんなことがあったなら、とくに恋しく思いますよね。チケットはこちらで手配しておきますので、空港のカウンターで受け取って下さい。費用のことも心配ありません」

「ありがとうございます！」

　礼は膝に手をつき、さらに深く頭を下げた。突然の要望もユーインは鷹おう揚ように受け止めてくれる。感謝してもし足りない。

「頭を上げて下さい。こういったこともコンディション管理の一いつ環かんですから。ゆっくり体を休めて、英気を養ってきて下さいね」

「あの、もう一つお願いがあるんですけど……」

「なんでしょう？」

「実は崇人のことなんです。昨日、体調が悪いようだったので、俺がいない間、様子を見ておいてもらえないかなと思って───あっ、あの、別にとくに何があったわけじゃないんですけど！」

　この云い方ではまるで何かあったと云わんばかりだということに、口にしてから気がついた。

（でも、放っておくわけにはいかないし……）

　彼は自分の失態を隠かくしたがっていたため、実際のところは云えないが、体調が思わしくなかったことくらいは伝えておくべきだろう。

　今朝の崇人の寝顔を見る限り、顔色はよかったし呼吸も普通だった。だけど、念のための検査くらいは受けたほうがいい。

「風邪かぜか何かでしょうか？　彼にも疲つかれが溜たまっているのかもしれませんね」

「よろしくお願いします。あ、でも、今日はまだ寝ねてるのでそっとしておいてあげて下さい」

　いますぐ様子を窺うかがいに行かれたら、礼が帰ろうとしていることがバレてしまう。ここを離れるまでは、帰国のことは知られたくない。

「わかりました。彼の様子にも気をつけておくようにします」

　ユーインは深い事情を追つい及きゆうしてくることなく、鷹揚に礼の願いを聞き入れてくれた。










　空港までは、ユーインの部下が送ってくれることになった。

　あまり喜き怒ど哀あい楽らくを表に出さない無口な人だが、何度も顔を合わせているうちに、彼ともずいぶん気安く話せるようになった。

　最近、子供が生まれたばかりで可愛かわいい盛りなのだそうだ。娘むすめのことを話すときだけ、口元が緩ゆるむのが微笑ほほえましい。

（静かだな……）

　丁てい寧ねいな運転だということもあるけれど、崇人が傍にいないことが大きいだろう。こちらに来てからずっと彼が傍にいた。

　崇人がいなかったら、もっと早くにホームシックになっていたかもしれない。もう母がいないとは云っても、地元の空気が恋しくなっていた。

　この一ひと月つき、淋さびしさを感じずにすんだのは忙いそがしかったせいだけでなく、崇人がいてくれたからだろう。彼に反発することもあったけれど、彼が嫌きらいだったわけではない。むしろ、甘えていたからこそあんな態度が取れたのだ。

　優等生の仮面をつけて育ってきた礼にとって、出で逢あったばかりであれほど本音を晒さらけ出せる相手は珍めずらしい。つまり、それだけ好意を抱いだいているということだ。

（嫌い、じゃない。むしろ、好きなほうだ）

　崇人へ対するムカつきは、自分の力なさに対する苛いら立だちの裏返しも混じっている。小学生男子が好きな子に素す直なおになれないように、憧あこがれを拗こじらせた反応なのだと思う。

　カッコよくて、強くて、優やさしくて。まさに理想的な存在だ。

　昨晩、あんなふうに身を任せてしまったのは、罪悪感と憧れの気持ちがあったからに違いない。もちろん、力で敵かなわなかったのは事実だけれど、本気で嫌いやだと思っていたら快感を覚えたりはしなかったはずだ。

　相手が崇人でなかったら、もっと必死に抵てい抗こうしただろうし、あんなにめちゃくちゃに乱れもしなかっただろう。

「…………」

　理性がなくなったからだと云って、とんでもないことをしてしまった。途と中ちゆうからは礼からも求めてしまっていたような気がする。

（いや、でも、あれは不ふ可か抗こう力りよくというか条件反射というか……）

　羞恥に火ほ照てる額を窓ガラスに押しつける。目を瞑つぶり、叫さけび出したい気持ちをぐっと堪こらえた。

　熱に浮うかされている間は快感に[image: ]おぼれていればよかったけれど、いまとなってはどういう態度を取ればいいのかわからない。

　普通、ああいうことは恋こい人びと同士か割り切った関係のもとで行われる。けれど、自分たちにはそのどちらも当てはまらない。

　完全なる合意の上の行こう為いではなかったけれど、だからと云って暴力だったわけでもない。強いて云うなら、『行きずり』の関係というのが一番近いだろうか。

　そろそろ、崇人も目を覚ましただろうか。部屋に礼がいないことにはすぐに気づくだろう。

（約束、破っちゃったな）

　部屋から出ないと云ったのに、礼は彼に一言も告げずに空港へと向かっている。崇人は当事者だ。ユーインから話を聞けば、礼が急に帰国を決めた理由に気づくはずだ。

　崇人は昨日のことをどう思っているだろう。多分、後こう悔かいはしているだろう。様子がおかしくなる前、礼のことを必死に遠ざけようとしていた。

　いま思えば、あれは礼のためを思ってのことだったのだろう。もう少し、自分の察しがよければ、ああいう結果になることもなかったはずだ。

　崇人は大人だし、自分とは比べものにならないくらいモテる。あんな一夜限りの関係に怯ひるんで、国を跨またいで逃にげ出すなんて滑こつ稽けいに見えるかもしれない。

（……慣れてた、よな）

　相手が男でも女でも関係ないと云っていた。つまり、どちらとも経験があったということだ。彼はこれまでにどんな人たちを抱いてきたのだろう。

「……っ」

　胸の辺りにざわりとした不快感を覚える。

　自分より十年近く人生経験が多いのだから、とくに驚おどろくようなことではないし、引け目を感じる必要もないはずだ。そうとわかっていても、もやもやとした気分は拭ぬぐいきれなかった。

（ていうか、俺の体なんかで満足できたのかな……）

　ふと、そんな疑問が頭に浮かぶ。たまたま彼の理性が飛んだところにいたのが、礼だったというだけだ。彼だって、できることなら物慣れた美女のほうがよかっただろう。

　礼だって年とし頃ごろの男として、性的なことに興味がなかったわけではない。だけど、縁えんのないままこの歳としになってしまった。

　体格のわりに精神年ねん齢れいの成長は遅おそかったらしく、中学生のときは色いろ恋こいに一いつ切さい興味がないまま過ごし、高校は男子校に行ってしまった。

　中には他校に彼女ができたり、校内の後こう輩はいとつき合い始めたりする友達もいたけれど、礼自身は恋れん愛あいよりも家計を助けるためのアルバイトで忙しくしているうちに高校生活は終わりを迎むかえた。

　大学に入学してからは、時間的にも精神的にもいくらかの余よ裕ゆうができるようになった。けれど、大学デビューと云いわんばかりに時間と学費を浪ろう費ひして遊び回っている学生たちと交わる気にはなれず、結果的に浮いた存在になってしまった気がする。

　集団に混じれなかったとは云え、相談ごとを持ちかけられるくらいの友人はいる。イメージモデルの件で迷っていた礼の背中を押してくれたのはそんな友人たちだ。

（……今回の件はさすがに云えないよな……）

　───不ふ慮りよの事故で男に抱かれたんだけど、どうしたらいい？

　そんなことを訊たずねられて答えが出せるとは思えないし、そもそも誰だれかに知られるなんて恥はずかしすぎる。

　結果的に、心の準備もなく初体験を迎えてしまった。しかも、抱く立場ではなく、抱かれる立場になるなんて想像すらしていなかった。

　そのことに関しては、意外とショックを受けてはいなかった。体を結ぶ生々しさや快感に関しては衝しよう撃げき的だったけれど、落ち込んだりというマイナスな感情は不思議とない。

　感想を一言で云うなら、『気持ちよかった』だ。消え入りたいほどの羞しゆう恥ちはもちろんだが、それを除けば生まれて初めて味わう快感は病やみつきになりそうな中毒性があった。

（セックスって誰としてもあんなに気持ちいいのかな……）

　それとも、崇人が特別に上手うまかったのだろうか。

　誰が相手でも基本的な行為は変わらないはずだ。体を撫なで回す大きな手の平の感かん触しよくを思い出す。熱く汗あせばんだそれに触ふれられるだけで肌はだがさざめいた。

　重ねられた唇くちびる、搦からめ捕とられた舌にもまだ彼の痕こん跡せきが残っている。あの瞬しゆん間かん、本当に二人の体が一つになったかのように思えた。

「───礼？」

「えっ、な、何？」

「空港に着きましたよ」

　送ってくれた社員に声をかけられ、我に返る。気がつけば、窓の外の景色は流れるのを止めていた。慌あわてて卑ひ猥わいな思考を振ふり払はらい、ぎこちなく表情を作る。

「あ、ありがとうございます。ぼんやりしてて気づきませんでした」

　あははと作り笑いを浮かべながら、荷物を手に車から降りる。眩まぶしい日差しを手で遮さえぎり、辺りを見回す。

　一月前に降り立ったこの空港がいまとなっては懐なつかしい。それだけこの一ヶ月、濃のう厚こうな時間を過ごしてきたということだろう。

「荷物を運びましょう」

「あっ、一人で大だい丈じよう夫ぶです」

「お見送りするように云われていますから」

「ホントに大丈夫です！　今日はこんな格好ですし、さすがに狙ねらわれることもないと思うんで」

　そう云いながら、着古したＴシャツを指で引っ張ってみせる。

　パーティのときはプロの手によって別人のように仕立て上げられていたが、いまは安物のチノパンにＴシャツだし、肩かたにかけているスポーツバッグだって中学生の頃ころからの使い古しだ。こんな出いで立ちの自分に、金目当ての誘ゆう拐かい犯が目をつけるはずがない。

　渡と米べい初日に詐さ欺ぎのような手口に引っかかりかけたけれど、あのときの礼は見るからに世間知らずの日本人という体だったからだ。

（もう一人で大丈夫なはず）

　言葉が通じるのだから、注意散さん漫まんにならなければ危険が及およぶことはないだろう。

「心配しないで下さい。搭とう乗じよう前に連れん絡らくを入れますから」

「わかりました。それでは、ここで失礼します。お気をつけて帰って下さいね」

　少し心配そうな様子だったけれど、何から何まで甘えるわけにはいかない。

「本当にありがとうございました」

　礼は何度も頭を下げたあと、一人で空港の建物の中へと向かう。

　人込みの中を歩いても、誰も礼に注目することはない。昨日、大きなステージで大勢の観客と世界中の視し聴ちよう者に注視されていたことを考えると不思議な感じがする。

「あれ？　カウンターってどこだ？」

　ふと足を止め、辺りを見回す。

　自分では入り口付近にあった案内図に従って歩いてきたつもりだったが、ユーインに教えられた航空会社のチェックインカウンターが見つけられない。

　一人で大丈夫だと豪ごう語ごしておきながら、迷ってしまったようだ。一番早い便を手配してもらったため、あまり時間に余裕はない。焦あせる気持ちを抑おさえながら、目的の場所を探す。

　崇人には方向音おん痴ちではないと主張していたけれど、これはもう否定できないかもしれない。

（あいつがいなくてよかった……）

　この場に彼がいたら、絶対にツッコミを入れてきたはずだ。だから云っただろ、と呆あきれた目を向けられていたかもしれない。

　とりあえず、元の場所に戻もどってみようと踵きびすを返したら、何故なぜか目の前に壁かべがあった。

「……っ、すみません！」

　ぶつかりそうになったのは、壁ではなく人だったということに気づき、咄とつ嗟さに謝罪する。相手を避よけて先を急ごうした礼だったけれど、返ってきた声にぎょっとした。

「おい、また迷子になる気か？」

「!?」

　まさかと思って見上げると、自分が逃げ出す原因となった当人が立っていた。

「お前が乗る会社のカウンターは反対側だぞ」

「な、な、何でこんなとこに───」

　驚きすぎて、思っていることが口から漏もれてしまう。

「おせーよ。カウンターの前で待ってたのに、なかなか来ないから捜さがす羽目になっただろ」

「だから、何でこんなところにいるんだよ！」

「何でって、ユーインから日本に帰るって聞いたから追いかけてきたんじゃねーか。傍そばにいないと守ってやれねーだろ。ったく、人が寝ねてる間にこそこそ出ていきやがって」

「今日は寝かしてやろうって思ったんだよ！　その、昨日は色々あったし……」

　はっきりと口にできるできごとではなく、語ご尾びが曖あい昧まいになってしまう。

「まあ、お陰かげでよく寝られたけどな」

「ていうか、ユーインと話したなら聞いただろ？　次の予定までは日本で過ごすことに決めたんだ。だから、休きゆう暇かの間はボディガードについてもらう必要はない」

　思ったよりも普ふ通つうに話せている自分にほっとする。

（顔は正視できないけど……）

　崇人の目を見ると昨夜の眼まな差ざしを思い出してしまうし、唇を見るとキスの感触が蘇よみがえってきてしまう。

「俺の任務は契けい約やく期間の身辺警護だ。お前の休暇や場所は関係ない」

「ちょっと待て。まさか、日本までついてくる気じゃ……」

　急きゆう遽きよ、日本に帰りたいと云ったのは、崇人と距きよ離りを取って気持ちの整理をするためだ。わざわざついてこられたら、何の意味もなくなってしまう。

「一いつ緒しよに行かなきゃ守れない」

「あのな、契約期間って一年あるんだぞ？　一年間、俺について回る気かよ」

「もちろん、そのつもりだ」

「なっ……」

　平然と返してきた崇人に絶句する。

　礼の［フェデリーカ］との専属契約は一年だ。と云いっても、常時モデルとしての仕事があるわけではない。その間、大学にも通うし、日本でしていたアルバイトも続ける。

　ただ、表に出ることは制限される。つまり、他社や他ほかの媒ばい体たいなどに顔を出して競合しないようにするための契約だ。

　この休暇は一週間で終わるけれど、夏休みが終われば日本に戻り、アルバイトで生活費を稼かせぎながら大学へ通うという日常生活に戻ることになる。まさか、その間も離はなれず傍にいるつもりなのだろうか。

「お前を守ることが俺の仕事だ。地球の裏側までだってついていく。───つっても、昨日は傷つけることになっちまったけどな」

「……っ」

　崇人は急に真ま面じ目めな顔になり、礼に問いかけてくる。

「日本に帰りたくなったんじゃなくて、俺から離れたかったんだろ？」

　こんな場所で、その話を持ち出してくるとは思わなかった。途と端たんに崇人の顔が見られなくなってしまう。

「────」

「昨日のことは本当にすまなかったと思ってる。謝って取り返しのつくことじゃないとはわかってはいるが……」

　謝罪を口にするその顔には、普ふ段だんの軽さはない。どう考えても、曖昧に濁にごして逃にげられる雰ふん囲い気きではないようだった。

　薬物の影えい響きようで記き憶おくが飛んでいればいいと、密ひそかに願っていた。だけど、この口くち振ぶりではしっかりと覚えているようだ。

「……薬のせいなんだから、仕方ないだろ。そもそもの原因は俺にあったわけだし……」

　別に礼は怒おこってはいないし、嫌いやだったわけでもない。ただただ恥はずかしくて居たたまれないだけだ。

「でも、俺の傍にはいたくなかったんだろう？」

「それは……っ」

「俺の顔はもう見たくもないか？」

「そういうわけじゃ……」

「違ちがうなら、俺の目を見ろよ」

「見られるわけないだろ！　崇人はああいうことに慣れてるんだろうけど、俺は……初めてだったんだから……！」

　詳しよう細さいを思い出さないようにしているのに、どうしても脳のう裏りをちらついてしまう。じわじわと顔が熱くなってきているのは、恥ずかしさのせいだ。

（絶対、いま真っ赤になってる……）

　俯うつむいて押し黙だまると、崇人も口を閉とざした。重い沈ちん黙もくが二人の間に流れる。

「───すまん」

「……別に、怒ってないし」

「頼たのむ。償つぐないをさせてくれ」

「償いって云われても……」

「どんなことでもする。もちろん、もうあんな真似まねはしない。だから、最後までお前を守らせてくれ」

「えっ」

　崇人は騎き士しの誓ちかいをするかの如ごとく、いきなり往来の真ん中で膝ひざをついた。端はたから見たら、まるでプロポーズでもされているかのようだった。　>>>♥

「ちょ、こんなところで……！」

　安っぽい格好をした若造が、仕立てのいいスーツを身に着けた体格のいい男に手を取られ、見上げられている光景は目立って仕方ない。

　案の定、周囲から注目を浴び、中には口笛を吹ふいて囃はやし立ててくる人もいた。礼は挙動不ふ審しんに慌あわてふためくけれど、崇人の視界には自分以外入っていないようだった。

「頼む、礼」

「……っ」

　手を取られ、ひゅっと息を吞のむ。

　昨日までは肩かたを抱だかれても何ともなかったというのに、いまはこんな些さ細さいな接せつ触しよくにも過か敏びんに反応してしまうようになってしまった自分に驚おどろいた。

「ダメか？」

「と、とにかく、早く立ってってば！」

「立っていいということは、許してくれるのか？」

「許す！　許すから！」

　人々の注視に居たたまれず、深く考えもせずそう返した。とにかく、目立つ行動をやめさせたい一心だった。

「本当に許してくれるのか？」

「許すも許さないも元々怒ってたわけじゃないし……あっ、だからって喜んでるとかそういうわけでもないからな！」

　いまの云い方では語ご弊へいがあるように感じて言葉をつけ加えたけれど、余計にややこしい云い回しになってしまったような気がする。

「なら、お前のボディガードを続けてもいいってことか？」

「好きにすればいいだろ」

　いい加減、この話題を終えたい。昨日のことよりも、いまのやりとりに苛いら立だちそうになってしまう。

「ありがとう」

「……っ」

　投げやりな返答をしたにも拘かかわらず、会心の笑えみを向けられ、昨日に引き続き、またも脈みやく拍はくが大きく弾はずんだ。

（何なんだ、いまの……）

　胸の高鳴りの余よ韻いんで、じわじわと手の平が熱くなってきている。それをごまかそうと握にぎったり開いたりを繰くり返していたら、指先までじんじんとしてきた。

　崇人を前にして落ち着かない気分になるのは、体の関係を持ってしまったせいだ。鼓こ動どうが高まるのも、手が汗あせばむのも気まずさと恥ずかしさのせいに決まっている。

「───で、どうする？　乗るのか？　乗らないのか？」

「え？」

　崇人からのいまさらすぎる問いに首を傾かしげる。帰国するために空港に来たのだから、飛行機には乗るに決まっている。

　どうしてそんなことを訊たずねるのかと不思議に思っていたら、崇人はおもむろに礼の斜ななめ後ろへと視線を投げた。

「お前が乗る便、もう行っちまうぞ」

「え？　あー！」

　電光掲けい示じ板ばんを見上げたら、乗るはずの便の出発時間が迫せまっていた。崇人と話をしている間に、思っていた以上に時間が経たってしまっていたらしい。

「いまから急いでも間に合わないよな。チケットは俺がキャンセルしてきてやるよ」

　崇人は礼が手にしていたメモと荷物を取り上げると、一人歩き出してしまう。呆気あつけに取られていた礼だったが、振ふり返りざまの崇人の言葉で我に返った。

「ちょっと待て！　俺は帰らないなんて一言も……っ」

「迷子にならないよう、ちゃんと俺についてこいよ。次は呼び出しかけるからな」

「だから、子供扱あつかいするなって云ってるだろ！」

「子供扱いじゃない。迷子扱いだ」

「どっちも似たようなものだろ！」

　釈しやく然ぜんとしないまま、屁へ理り屈くつを捏こねる崇人のあとを追いかける。

（もしかして、これって意図的に足止めされたんじゃ……？）

　煙けむに巻くような会話とパフォーマンスは、時間を稼ぐためだったのではないだろうか。事実はどうあれ、結果的に礼の帰国は阻はばまれたのだった。
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「うわ、映画のセットみたいな家だね」

　鍵かぎを開けて足を踏ふみ入れた屋や敷しきの中は、映画やドラマに出てくるような光景が広がっていた。ホテルのスイートルームも凄すごかったけれど、ここも場ば違ちがい感が拭ぬぐえない。

　広いとはお世辞にも云いいがたい２ＤＫのマンションで暮らしている礼にとっては、はっきり云って異空間だ。

　この一ヶ月でずいぶんとセレブな生活に免めん疫えきがついた気でいたけれど、新たな環かん境きように来ると改めて驚かされてしまう。

「そりゃ、ヒューバートのサマーハウスだからな。そのへんのインテリアを含ふくめたら、洒落しやれにならない値段だろうな」

「えっ」

　礼は飾かざり棚だなの不思議な形の彫ちよう刻こくに伸のばしかけていた手を引っ込める。

　粗そ雑ざつに扱うつもりはないけれど、うっかり破損してしまったときのことを考えたら、迂う闊かつに触ふれられなくなった。

「まあ、壊こわしたって許してくれそうだけどな」

「そういうわけにはいかないだろ！」

　崇人の言葉を聞いてから改めて室内を見回す。壁かべにかかっている絵も著名な画家の手によるものかもしれないし、変わった形の花か瓶びんも芸術品に見えてくる。

「本気で高かったら保険に入ってるから、走り回ったりしなけりゃ大だい丈じよう夫ぶだろ」

「だから、子供扱いするなって云ってるだろ！」

　もう何度目かわからない苦情の申し立てに、崇人は声を立てて笑う。

（まったくもう……）

　いまは表向き、崇人とは普ふ通つうに接することができている。あれから、あの夜のことは話題に上ることはない。『忘れて欲しい』という礼の願いに従ってくれているのだろう。

　そんな簡単に記き憶おくをコントロールできないことはわかっている。それでも、忘れたふりをしてくれているのはありがたかった。

「買ってきたものを冷蔵庫に入れておいてくれ。俺はセキュリティの確かく認にんをしてくるから」

「了りよう解かい」

　重たい買い物袋ぶくろを手に、キッチンへと向かう。別べつ荘そう地ちということもあって、この辺りは車があれば買い物するにも困らない。ここに来る前に食料品を買い込んできたところだ。

　帰国を取りやめた礼はヒューバートたちとも話し合い、一週間の休きゆう暇かは郊こう外がいの別荘地で過ごすことにした。

　日本へ帰ると云ったり、やっぱり残ると前言を撤てつ回かいしたりとずいぶん振り回してしまったけれど、彼らは鷹おう揚ように受け止めてくれた。

　迷めい惑わくをかけどおしなことを謝ると、『そのぶん、仕事で頑がん張ばってもらいますから』と云われてプレッシャーがより強くなったけれど、礼にはそれ以外彼らに借りを返す術すべはない。

　改めて日本行きの航空券を取るということもできたのだが、冷静に考え直した結果、いまは日本に帰るよりアメリカに留とどまったほうがいいと判断したというわけだ。

　不ふ慮りよのできごとで頭からすっぽ抜ぬけていたけれど、件くだんの老紳しん士しを追いかけたのは母の若い頃ころの話を聞くためだ。

　彼に連れん絡らくを取るには、こちらに滞たい在ざいしていたほうがいいに決まっている。

　この件に関してユーインに相談をしたら、ゆっくりと話ができる席を用意してもらえることになった。

　先方が多た忙ぼうなため、まだ詳くわしいことは決まっていないけれど大きな希望が一つできた。

（少し気持ちの整理がついたのもあるけど……）

　日本に帰ると云い出したときの礼はパニックに陥おちいっていた。自分でも思い返すと、突とつ拍ぴよう子しもない行動が恥はずかしくなる。

　当初、休暇中は観光地をあちこち案内してもらう予定だったのだが、男たちが礼を攫さらおうとした目的がわからない以上、身の安全を考こう慮りよしてセキュリティの万ばん全ぜんな場所で過ごすべきだということになったのだ。

　とは云え、閉じこもっていては息が詰つまるだろうとの配はい慮りよから、ヒューバートの別べつ荘そうに滞在させてもらうことになった。

　この屋敷の周りには色とりどりの花が咲さき乱れる庭園が広がっており、奥に行くとヒューバートの愛馬が暮らす牧場があるそうだ。

　豊かな自然が広がる広大な敷しき地ちだが、セキュリティは最新のものが導入されているらしい。

　礼の日常からは想像もつかない生活すぎて、羨うらやましいという気持ちも湧わいてこない。ただ、感心するばかりだ。

　初めは何もかもに困こん惑わくし、腰こしが引けていた礼だったけれど、何度目かの衝しよう撃げきのときに開き直ることにした。せっかくの経験なのだから、楽しんだほうが得だ。

　ユーインからはハウスキーパーをつけてくれると云われたのだが、身の回りのことは自分でやるからと断った。仕事の上でならともかく、一いつ般ぱん家庭で育ってきた礼は日常生活まで世話を焼かれるのは落ち着かない。

（二人っきりってのも落ち着かないけど……）

　結局、休暇は崇人と二人で過ごすことになってしまった。彼がボディガードを続けることを了りよう承しようしてしまった以上、前言は撤回できない。

　崇人も二度とあんなことはしないと云っているし、そもそも前後不覚になったのは不慮の事故のようなものだ。

「さすがにいい道具が揃そろってるなあ……」

　食材を冷蔵庫に収めたあと、キッチンを見て回っていた礼は備えつけられたオーブンを見つけた。よく使い込まれ、よく手入れされている。

「このオーブンも使っていいのかな」

　パイやタルトが上手うまく焼けそうだ。次に買い出しに行く機会があったら、製せい菓かの材料を買ってくるのもいいかもしれない。

　アルバイト先のカフェではオーナーがデザートを手作りしており、その手伝いをしているうちに簡単な焼き菓が子しくらいなら作れるようになった。

「詰め終わったか？」

　あれこれと菓子作りに思いを馳はせていたら、崇人が戻もどってきた。屋敷内のチェックを終えたのだろう。

「うん。そっちはどうだった？」

「問題ない。むしろ、盤ばん石じやくすぎて笑える。さすがヒューバートの別荘だよ。要よう塞さいみたいなセキュリティだ。ここの敷地内にいる限りは何の心配もない」

「そんなに凄いの？　カメラとかは見当たらないけど……」

「室内には設置されてない。その代わり、外の警備を固めてある。夜中に外をうろつくとセンサーに引っかかるから、一人で出歩くなよ」

「そんな時間に散歩なんか行くわけないだろ」

「どうだろうな。思いついたらすぐ行動するタイプだから心配だ」

「べ、別にいつもってわけじゃないし……」

　前例がある以上、強く否定することはできなかった。

　普ふ段だんは慎しん重ちようなくせに、妙みようなところで猪ちよ突とつ猛もう進しんだと友達にはよく云われる。一つのことに集中すると、やや周りが見えなくなる傾けい向こうがあるのだ。

　自分では気をつけているつもりでも、突つっ走っている渦か中ちゆうにいる間は客観的になれない。

「何かしたいことができたら、まず俺に云え。何だって叶かなえてやる」

「本当に何でも？」

　問い返したそのとき、空腹を知らせる音が鳴った。頰ほおを赤らめる礼に、崇人は小さく笑う。

「メシにするか。魔ま法ほうは使えないが、美味うまいもんは食わせてやれるぞ」

「え、崇人が作るの？」

「食えないものはなかったよな？　特製ボロネーゼを食わせてやるよ」

　そう云って、崇人は手て際ぎわよく準備していく。その慣れた手つきは、まるで本職のシェフのようだ。

「俺は何したらいい？」

　黙だまって見ているのも落ち着かない。手伝いを申し出ると、人にん参じんと玉たま葱ねぎ、セロリを手て渡わたされた。

「これをみじん切りにしてもらえるか？」

「わかった」

　そのくらいのことならお安いご用だ。

　渡わたされた人参と玉葱とセロリをみじん切りにしている間、崇人は鍋なべで湯を沸わかし、一口大に切ったベーコンとニンニクを炒いため始めた。すぐに食しよく欲よくを刺し激げきする芳ばしい香かおりが漂ただよってくる。

「そういえば、検査結果はどうだった？」

　作業をしながら、朝から気になっていたことを訊たずねた。

　礼が強く云いい、崇人には病院での診しん察さつを受けさせたのだ。それを、ボディガードを続ける条件にした。その検査結果が今朝けさ出たはずだ。

「どこも問題なかった。健康そのものだ。血液検査でも何も出なかったから、一晩で代謝されたんだろう」

「本当に何ともない？」

「隅すみから隅まで診みてもらったから安心しろ。心配性しようだな。そんなに不安なら、あとで診しん断だん書を見せてやる」

「別に心配っていうか、その……」

「俺があんなふうになったのは、薬物に耐たい性せいがなさすぎたせいらしい。ドラッグはもちろん煙草たばこもやらないし、医者の世話になったこともほとんどないからな。回りが悪かったのは、体がでかかったからだろうな」

「そ、そうなんだ」

　あんなふうに、と云われて生々しい記き憶おくが蘇よみがえりかけるけれど、無理やり思考を振ふり払はらう。

　みじん切りを終えた野菜をフライパンに入れるよう指示される。崇人は慣れた手つきでそれらを炒めながら、何気ない口調で報告を続けた。

「それと、あの夜の犯人の素す性じようがわかった。あの中の一人は、一応パーティの招待客だったらしい」

「えっ、本当に？」

　突とつ然ぜんのニュースに、声が大きくなる。

「あのリーダー格の男が某ぼう企き業ぎようの御おん曹ぞう司しで、父親の代理ということで取り巻きを連れてきてたんだそうだ」

「そうだったんだ……」

　あの日、ホテルの敷地内に入れるのは招待状を持っている人物だけだったようだし、身なりがよかったことや手際が悪かったことは、それで納なつ得とくがいく。

　だけど、犯行理由については見当もつかない。何のために礼を攫うつもりだったのだろうか。

「でも、何で俺を？」

「賭かけごとにハマった挙げ句、質たちの悪い筋に借金して弱みを握にぎられてたらしい。借金をチャラにする代わりに、お前を連れてこいといきなり連れん絡らくが来たとか何とか」

「じゃあ、やっぱり身みの代しろ金きん目的……？」

「さあな。目的はあいつらもよくわかってないようだ」

　崇人は喋しやべりながらも、慣れた手つきで調理を続ける。解ほぐし入れられた挽ひき肉にくに焼き色がついた頃ころ、フライパンの中にワインが注がれ、ローリエと共に煮に込こまれていく。

　実行犯の正体以外にも気にかかっていることがある。

「あの注射の中身は何だったわけ？」

「ドラッグを混ぜだ鎮ちん静せい剤ざいだったみたいだ。一人が医い療りよう関係で働いてる伝つ手てを使って横領して調合したらしい」

「ってことは余罪が───」

　微び量りよう打たれただけで、崇人すら前後不覚になったのだ。注射器のホルダーに入っていた薬液を全すべて打たれていたら、どうなってしまっていたのだろうか。

　崇人自身が大したことないと云っていたから、そこまでの心配をしていなかったけれど、いまになって怖こわくなってくる。

「パーティでナンパした相手に使おうと思ってたようだが、借金相手から指示が来て、当初の目的は果たせなかったってわけだ。結果的にあいつらからの被ひ害がいは事前に食い止められたってことだな」

「それならよかった……。ていうか、逮たい捕ほはされてないの？」

「誘ゆう拐かいは未み遂すいだからな。傷害と薬の件で逮捕されても大した刑けいにはならないだろうってことで、海外に飛ばされた」

「か、海外？」

　想定外の処しよ遇ぐうに目を瞬しばたたく。あれから数日しか経たっていないのに、もう国外に出されているなんて驚おどろきだ。

「三人とも、慣れない肉体労働に放り込まれてる頃だろうな。金も連絡手段もパスポートも取り上げられてるから、何年も帰ってはこられないはずだ」

「どういうこと？」

「一番怒おこってるのはあいつらの親父おやじたちなんだよ。名代として行かせたパーティでホスト側の人間に危害を加えようとしたなんて、顔に泥どろどころの話じゃない」

「なるほど……」

　いくら怒っていても、身内には前科をつけたくなかったのだろう。表向きは穏おん便びんに処理する代わりに、内々にキツいお灸きゆうを据すえることにしたといったところか。

「これまでは不始末の尻しり拭ぬぐいをしてきてたらしいが、今回の件は洒落しやれにならないからな。あ、そのトマトの缶かん詰づめを開けて入れてくれ。缶かん切きりはそのへんの引き出しに入ってないか？」

「ちょっと待って。あった」

　缶切りを見つけ出し、封ふうを切る。

「それを入れて煮込んだらソースは完成。その間にパスタを茹ゆでる」

「わかった。料理は誰だれに習ったの？」

「母方の祖母ばあさんだ。離り婚こん前も、親父はほとんど家にはいなかったしな。お袋ふくろにも扱こき使われてたから日本食も作れるぞ。得意料理は肉じゃがと日本風のカレーだ」

「それ、どっちもまとめて煮込むだけじゃん。でも、俺もそれ得意だよ。母さんの好物だったから」

　母が働いていたから、小学校低学年の頃にはカレーくらいなら作れるようになっていた。

　はっきり云って、最初のうちは食べられたものではなかったと思う。だけど、母が「美味おいしい」と云ってくれるから、一時期は毎日のように作って母の帰りを待っていた。

「……お前の母親は去年亡なくなったんだよな？」

「うん、事故でね。俺が大学に入学した年の夏休み前だったな」

　母は余所よそ見み運転の車に轢ひかれてこの世を去った。苦労して自分を育ててくれた母に恩返しをしたかったのに、それは叶かなわぬ夢となってしまった。

　自じ暴ぼう自じ棄きになりかけたけれど、母が苦労して入れてくれた大学を辞やめるわけにはいかない。歯を食い縛しばって淋さびしさを堪たえ忍しのんだ。

　心に空いた穴は、まだ塞ふさがってはいない。もしかしたら、この喪そう失しつ感かんは一生消えないのかもしれない。けれど、礼を支えてくれる人は何人もいる。これからの自分にできる親孝行は、母に恥はずかしくない生き方をすることだけだ。

「───さて、茹で上がったな。皿を持ってきてくれ」

「ここのお皿使っても大だい丈じよう夫ぶだよね？」

　ガラス戸と棚だなに並んでいる食器はどれもこれも高そうだ。うっかり割ったりしたら、自分に責任が取れるのだろうか。

「そんなびくびくしないでも大丈夫だ。そんなヤバいもん普ふ段だん使いにしてないだろ」

「だって、崇人が高いって云うから！」

「一枚や二枚割ったところで、ヒューバートなら許してくれるって」

「そういうこと云われると余計に意識するだろ！」

　気軽すぎる崇人に吠ほえると、声を立てて笑った。

（やっぱり、からかわれてる気がする……）

　でき上がったボロネーゼを二つの皿によそい、仕上げということでチーズを削けずってたっぷりかける。食欲をそそる盛りつけと匂においに、礼はごくりと喉のどを鳴らす。

「削り立てが美味うまいんだよな。ほら、ダイニングに持ってけ」

　パスタ皿と飲み物をダイニングに運び、それぞれ席に着くと、少し遅おそめの昼食になった。

「じゃあ、いただきます」

「どうぞ、召めし上がれ」

　空腹に急せかされるようにして、熱々のボロネーゼを口に運んだ。

「美味しい！」

　この平たいタイプのパスタはタリアテッレというらしい。ソースがよくからむし、歯は応ごたえもいい。感想を云いう間も惜おしんで、フォークを往復させる。

「だろ？　本当はもっと煮に詰つめたほうが美味いんだが、今日はそんな余よ裕ゆうがなかったから簡易版だけどな。オーブンもあったし、明日あしたはピザ焼いてやるよ」

「ホントに？　そんなに何でも作れるなら、シェフになれたんじゃない？」

「褒ほめてもデザートは出ないぞ。でも、シェフになってたら、こうしてお前にメシ食わせることはなかったな」

「そういえば、崇人は何でボディガードになろうと思ったの？」

　ふと、崇人のことは何も知らないということに気がついた。一ひと月つきも一いつ緒しよにいたのに、自分の話をするばかりだった。

「別になろうと思ってなったわけじゃない。俺は高校を出たあと、軍に入隊したんだ。けど、訓練中の事故で怪我けがしてな。事務方に異動させてくれるって話もあったけど、デスクワークは性に合わないから断って除隊した」

　ふと、崇人の体の傷きず跡あとを思い出す。もしかしたら、あれは事故で負った傷だったのかもしれない。

「じゃあ、後こう遺い症しようとかあるの？」

「日常生活に支障はないし、チンピラ程度なら相手にならねーよ。まあ、前線に立つには万ばん全ぜんじゃないってだけだ。それでしばらくふらふらしてたら、遊んでるくらいなら働けって親父にいまの会社に放り込まれたんだ。けど、いまの仕事は自分には合ってる気がする。人と会うのも好きだし、お前にも会えたしな」

「な、何云って……」

　深い意図はないとわかっているが、不意の言葉にドギマギしてしまう。

「ええと、崇人はお父さんがイタリア人で、お母さんが日本人なんだっけ？」

　質問を変えて、動どう揺ようをごまかした。

「ああ。衛本は母親の姓せいだ。三歳くらいで離婚して母親に引き取られてから、こっちを名乗ってる。母親も崇人としか呼ばないしな」

「前は何て名前だったの？」

「ヴァレリオだ。フルネームはヴァレリオ・タカト・ベラルディ」

「へえ、ヴァレリオっていうんだ。何かカッコいいね」

「自分の名前だという認にん識しきはあるが、普段その名前で呼ばれることはないから、たまに親父に呼ばれるときは何か変な感じがする」

「お父さんともよく会うんだ？」

「まあ、仕事を世話してもらったしな。お袋とはよくデートしてるよ」

「別れたのに？」

「いまの距きよ離り感かんがちょうどいいんだろ。一緒に暮らしてた頃ころはよくケンカしてたけど、いまは楽しそうにしてる。どっちも結けつ婚こん生活に向かなかったんだろうな」

「へえ、そういうこともあるんだ」

　崇人の話から、自分の両親に思いを馳はせる。父と母が別れたのには、どんな事情があったのだろう。母方の祖父母は、母が高校を卒業する頃に亡くなったと聞いている。

　高校生までの思い出話はよく聞かせてくれたけれど、それ以降のことはやんわりと口を濁にごすばかりだった。礼には伝えにくいできごとでもあったのだろうか。

「つーか、いきなり何だ。質問攻めにして。急に俺のことに興味が出てきたか？」

「急にってわけじゃないけど、守ってもらってるのに何にも知らないのもどうかと思って」

　後ろめたいことなど何もないはずなのに、何故なぜか早口で云い訳めいた返答をしてしまう。

「お前には俺のレジュメを提出してなかったもんな。何が知りたい？」

「いや、何がってわけじゃないけど……じゃあ、誕生日は？」

　面と向かって知りたいことを訊きかれても、何から問えばいいかわからない。迷った末に、基本的なことから訊いてみることにした。

「九月二日で二十九になる」

「へえ、誕生日もうすぐなんだ。身長はいくつ？」

「六フィート三インチ」

「ってことはえーと……百九十センチちょっとってところか。やっぱ、でかいなー。俺ももうちょっと身長欲しかったな」

　単位が違ちがうと感覚的にわかりにくかったため、暗算でセンチに変へん換かんする。礼よりも十センチ以上大きい。

「日本人でそれだけあれば大きいほうだろう。顔が小さいから身長高く見えるしな」

「崇人はお父さん似？」

「基本的に見た目は親父おやじ似だな。けど、親父の身長は超こせなかった」

　崇人よりも大きいとなると、二メートル近いのだろうか。さぞ、迫はく力りよくある人なのだろう。

「そうなんだ。じゃあ、お父さんもカッコいいんだろうな」

　年ねん齢れいを重ねた崇人を想像する。渋しぶさが加わったら、ますますモテそうだ。

「ふーん。〝も〟ってことは、俺のことをカッコいいって思ってるんだな」

「え!?　そ、それはその、身長とか体格とかそういうのが羨うらやましいってだけで……っ」

　うっかり口を滑すべらせたことにニヤニヤとした崇人の指し摘てきで気がついた。

　事実カッコいいと思ってるし、初めて会ったときにも見み蕩とれてしまったけれど、それを本人に知られるのは気まずかった。

「照れるなって。素す直なおに褒めてくれていいんだぞ」

「褒めてない」

　ニヤニヤとした崇人の眼まな差ざしが居たたまれず、うっかり口を滑らせた自分を恨うらめしく思う。

「何で目を逸そらすんだよ」

「そっちがじろじろ見るからだろ」

「見たらダメなのか？」

「落ち着いて食べられないってば！　ほら、崇人も早く食べないと冷めちゃうよ。だから、そんなに見ないでってば」

　崇人が目元、鼻び梁りよう、唇くちびると目で辿たどっているのがわかる。そんな不ぶ躾しつけな視線のせいで落ち着かない。動揺をごまかそうと、残りのパスタを口に運ぶ。

　さっきまでは美味おいしさを感じていたはずなのに、いまは味がわからない。そんな礼に手を差し伸のべるかのように、崇人は逆に質問を投げかけてくる。

「礼は母親似なのか？」

「うーん、まあ、小さい頃から似てるとはよく云われてたかな。目元とか顔の輪りん郭かくとかはよく似てたし。目の色は多分、父親譲ゆずりだと思う。母さんはそんなに大きくなかったから、体格もそうなのかも」

　自分の顔立ちは母によく似てはいるけれど、日本人ではない血が混じっているのは外見からも明白だ。彫ほりの深い顔、色白な肌はだ、ブルーグレーの瞳ひとみ。それらは父親譲りの特とく徴ちようなのだろう。

　はっきりと断言できないのは、父親の顔を知らないからだ。せめて写真くらい残しておいてくれたらよかったのにと、それだけは亡なき母に文句を云いたくなる。

「……父親はわからないんだったな」

「うん。母さんはどうしても教えてくれなくて」

　幼い頃、何度か父親のことを訊いてみたことがある。だけど、決まって母は少し淋さびしそうな顔でこう云った。

『格好よくて優やさしくて素す敵てきな人よ。きっと礼も大きくなったらお父さんみたいな素敵な男の人になるはずよ』

　いつもそんなふうに曖あい昧まいにごまかされていた。小さい頃はしつこく追つい及きゆうしたこともあるけれど、やがて空気を読むようになって父親のことは口にしなくなった。

「あ、でも、一応、手がかりみたいなものはあるんだ」

「手がかり？」

　呟つぶやきながら、首にかけたチェーンを引っ張り出す。唯ゆい一いつと云っていい手がかりは、この母の形見の指輪だ。男物のごついアンティーク風で、どう見ても母の趣しゆ味みではない。

　基本的に指輪の類たぐいを塡はめることはなかったし、アクセサリーをつけるとしてもシンプルなペンダントくらいのものだった。

「これ、母親の形見なんだ。女物にしてはサイズが大きいし、俺の臍へその緒おと一いつ緒しよに保管されてたから、もしかしたら父のものなんじゃないかと思って」

　チェーンの留め具を外して、指輪を手て渡わたすと崇人はあっさりと告げた。

「これはカレッジリングだな。サイズからして男物だな」

「カレッジリング？」

「日本じゃあんまり馴な染じみがないか。こっちじゃよく卒業記念に作られるんだ」

「へえ、そういうのがあるんだ」

　日本でも作っている学校はあるかもしれないが、少なくとも礼の周りでは耳にしたことがなかった。名めい簿ぼを刻印した盾たてなどより、ずっと愛着が持てそうだ。

「ほら、読めるか？　このマークが校章だ。ここに書いてあるのが卒業年度で、これが多分個人のイニシャルかな。大学は多分───」

「イニシャル!?」

　さらりと告げられた情報に興奮する。教えられた大学名は、日本人の礼でも知っているような有名なものだった。

　そして、刻まれていたアルファベットはＲ・Ｃ．。それが自分の父親の名前かもしれないと思うと緊きん張ちようしてくる。

　母校と卒業年度とイニシャル。何の情報もなかったときから考えると、かなりの前進だ。少なくとも、その大学には卒業生の記録が残っているはずだ。

「ねえ、大学の卒業生の名前って調べられないかな？」

「どうだろうな、いまは個人情報にうるさいから」

「あ、そっか……そうだよね……」

　カレッジリングだけでは、礼が卒業生の関係者だという証明はできない。しかも、イニシャルしかわからない人物の情報を教えてくれというのは怪あやしすぎる。

　気持ちが舞まい上がったぶん、現実にぶつかって落らく胆たんする。

「父親のこと、そんなに知りたいのか？　お前が生まれたときにいなかったってことは、もしかしたらすげーろくでなしで別れたのかもしれないだろ」

　理由はどうあれ別れたのだから、何か事情があったのだろうとは思う。崇人の云いうように、ろくでもない男だったから逃にげたのかもしれない。

　母が何も語ろうとしなかったのは、過去に嫌いやな思い出があるからだったのかもしれない。

　父親のことを『素敵な人』だと云っていたのも、礼の夢を壊こわさないための配はい慮りよだったとしたら、彼女の配慮を台なしにしてしまうことになってしまうかもしれない。

「……もし、そうだとしてもどんな人なのか知りたいんだ」

「知ってどうする？　会いたいのか？」

　真しん剣けんな面おも持もちで問われ、視線を落とした。

「それは……まだわからないけど……」

　元々親しん戚せきづき合いの薄い家系だったようで、一人っ子だった母は両親───礼の祖父母を亡なくしてからはほぼ天てん涯がい孤こ独どくだったようだ。

　つまり、去年母が亡くなってからは、礼も過去の母と同じ立場になったというわけだ。

　祖父母の顔は写真でしか知らないし、又また従兄弟いとこなどがいるのかどうかさえもわからない。

　捜さがせば遠とお縁えんの親戚くらいいるのだろうが、会ったこともない遠くの親戚など他人にも等しい。何かきっかけがあるならともかく、わざわざ関かかわりを持ちたいとは思わない。

　物心ついた頃ころから、父親はいないものとして育ってきた。だから、憧あこがれはあるけれど、無む邪じや気きに会いたいわけでもない。

　でも、知りたいという気持ちは偽いつわれなかった。どうでもいいと割り切れるほど達観はできないし、投げやりにもなれない。

　自分がいまこうして存在しているのは父と母が出で逢あったからだ。

　どんな人で、どんなふうに出逢ったのか。自分のルーツを辿れる可能性があるとわかった以上、知りたいという気持ちは抑おさえきれなかった。

　自分の生まれくらいきちんと知っておきたい。そうすれば、幼い頃からずっと地に足がついていないような感覚が拭ぬぐえるかもしれない。

「調査をヒューバートに頼たのんでみるか？」

「これ以上、迷めい惑わくはかけられないよ。エヴァンスさんのことも無理云っちゃったし……」

　彼らは礼の雇こ用よう主として面めん倒どうを見てくれているけれど、過分な対応は厚こう意いでしてくれているのだ。優しいからと云って、何でもかんでも甘えるわけにはいかない。

「ミスター・エヴァンスにはいつ会うんだ？　彼から、母親の話を聞くんだろ？」

「まだ決まってないんだ。凄すごく忙いそがしい人みたいで……。こっちにいたときのことを聞かせてもらえたらとは思ってる。あとは俺の父親のことも少しくらいわかればいいんだけど」

「……彼が何か知ってるといいな」

「うん。でも、ちょっと望みすぎだよね」

　手がかりの糸口が見えたからと云って、浮うき足立ちすぎている自覚はある。

　ここしばらく、自分の身に夢のようなできごとばかり舞い込んでくるものだから、また夢みたいなことが起こるのではないかと、つい期待してしまうのだ。

「あっ、心配しないで。父親のことは自分で調べてみる。大学に訊きけなくても、同じ年に卒業した人に訊いたりすれば、何かわかるかもしれないし」

　インターネット上にプロフィールを載のせている人はたくさんいるし、同窓生を見つけることができるかもしれない。

　その中に同期生がいれば、当時のことを訊たずねることができる。時間はかかるだろうが、いつか答えに辿たどり着くことができるはずだ。

　難しい顔で黙だまり込んでいた崇人だったが、おもむろに口を開いた。

「───わかった。俺が何とかしてみる」

「え？」

「お前の希望どおりにいくかどうかはわかんねーけど、ちょっと伝つ手てを当たってみる。お前が一人で動くよりはマシだろ」

「ホントに!?　でも、難しいんじゃ……」

　礼一人で調べるよりはずっと効率もいいだろうし、警備会社の社員なら何らかのコネクションも持っているだろう。だけど、甘えてしまっていいのだろうか。

「まあ、簡単ではないな。だから、思ったとおりの結果が出なくても文句云うなよな」

「文句なんか云わないよ！　でも、本当にお願いしちゃっていいの……？」

　ボディガードの仕事は、警護対象の我が儘ままを聞くところまでは任務に入っていない。

「これは仕事じゃなく、『友人』として引き受けるだけだ。だから、プロの仕事を期待すんなよ」

「！」

　───『友人』として。

　その言葉に胸が熱くなる。もちろん、『友人』だからと云って甘えていいわけではないけれど、その気き遣づかいが嬉うれしかった。

「ありがとう、崇人」

「……ああ」

　心からの感謝を告げると、崇人は何故なぜか気まずげな表情を浮かべたのだった。








４






「今日はありがとうございました」

「いやいや、こちらこそゆっくり話ができて嬉しかったよ。ハナの思い出話ができて楽しかった」

　別れ際ぎわ、改めてエヴァンスと握あく手しゆを交かわす。今日は念願叶かなった彼との食事だった。この席を手配してくれたのはヒューバートたちだ。

「母の写真までもらってしまって、本当に感謝の言葉もありません」

　食事の前に土産みやげだと云って手て渡わたされたのは、二十年前のエヴァンスと母が並んだ写真だった。

　いまの礼より少し年上の頃だろうか。長い髪かみをポニーテールにした母は、蝶ちようネクタイと黒いベストがよく似合っていた。

「スマートだった頃の私を自じ慢まんしたかったんだよ。いまじゃ見る影かげもないが、なかなかにいい男だっただろう？」

「いまも充じゆう分ぶん素す敵てきです」

　当時に比べれば、確かに恰かつ幅ぷくはよくなっているけれど、朗ほがらかで優やさしそうな雰ふん囲い気きは変わっていない。もちろん、人ひと柄がらは容よう貌ぼうから伝わるとおり鷹おう揚ようで懐ふところの広い人だ。

「さて、名残なごり惜おしいが今日はこれで失礼するよ。また、いつでも声をかけてくれ。次はハナが勤めていたマジックバーに案内しよう」

「はい！　ぜひ、よろしくお願いします」

　また会う約束をして、エヴァンスを店の外で見送った。

　本来なら一いつ介かいの大学生が会えるような立場の人ではない。だけど、そんな地位など鼻にかけることもなく、気さくに思い出話をたくさんしてくれた。彼の厚意には感謝の念しかない。

　もちろん、こういう場を設けてくれたヒューバートたちにも感謝している。彼らの厚意にどう報むくいればいいかと告げたら、『友人として手伝っただけだ』とさらりと返された。

　はっきり云いって、礼にできることなどほとんどない。イメージモデルとして雇やとわれたと云っても、つけ焼き刃ばのレッスンで素人しろうとにやっと毛が生えた程度のものだ。

　恩返しの術すべがないことに落ち込んでいた礼にアドバイスしてくれたのは崇人だった。

　───別にいますぐじゃなくたっていいだろ？

　そう云われて、はっとした。いまの自分にできるのは、彼らに恩が返せるよう日々を後こう悔かいなく積み重ねていくことだけだ。いつか役に立てる日が来るように、と。

「訊きたい話は訊けたか？」

「崇人」

　気がつくと、すぐ横に崇人が立っていた。一いつ緒しよに食事をしようと誘さそったのだが、ボディガードの仕事があると云って、終始離はなれたところから警護してくれていた。

　ボディガードに徹てつしているときの崇人は、まるで普ふ段だんとは雰囲気が違ちがう。感心するほどのポーカーフェイスで、彫ちよう像ぞうのようにびくともしないのだから凄い。

「その様子だと、いい話が聞けたみたいだな」

「うん。色んなこと教えてもらえた」

「話は車の中で聞いてやるから。買い物をしてから帰ろうぜ」

　勢い込んで報告しようとしたら、苦にが笑わらいと共に制止された。自覚していた以上に昂こう揚ようしている自分に気づき、照れ隠かくしに小さく咳せき払ばらいする。

　店の前に停とめてあった車に乗り込む。一応、警備対象の礼が座るのは後部座席だ。シートベルトをしたことを確かく認にんしてから、滑なめらかに発進した。

「で、どんな話をしてきたんだ？」

　崇人はハンドルを切りながら、礼に話すよう促うながしてくれる。

「エヴァンスさんと話してて、母さんがけっこうそそっかしかったのを思い出した」

「なるほど、顔だけじゃなくて性格も母親似なんだな」

「そんなこと───ある気がする……」

　反射的に否定しかけたけれど、いま思えば咄とつ嗟さのときの反応はよく似ている気がする。

　基本的には腹が据すわっている人だったけれど、想定外の事態に陥おちいると突とつ拍ぴよう子しもない行動をすることもあった。

「お前の母親がアメリカに来てた理由は訊きけたのか？」

「うん。母さんがマジシャンをしてたらしいって話はしたよね？　両親───俺の祖父母も早くに亡なくなって、独り立ちしなくちゃいけなかったみたい。一人でお金貯ためて、思い切って渡と米べいしたんだって。どうせ一人なら好きなことをやろうって」

　我が母ながら、ずいぶんと大だい胆たんな人だと思う。礼との生活でも、親しん戚せきづき合いは皆かい無むだった。母の決定に賛成する人も反対する人もいなかったのだろう。

「そりゃ、確かに思い切った判断だな。マジックの修しゆ業ぎようは日本でもしてたのか？」

「独学で練習したって云ってたって。小学生のときに家族で見に行ったマジックショーを見て、マジシャンになりたいって思ったんだって」

　時折聞かせてくれた子供の頃ころの話から察するに、それなりに裕ゆう福ふくな家だったのだろう。礼れい儀ぎ作法には厳しかったし、ささやかでも季節の行事は欠かさなかった。

　大学には行かなかったようだが、勉強はできるタイプだったように思う。独学で資格を取ったり、礼の勉強は見てくれていた。

（そういえば、母さんに訊いてわからなかった問題はなかったかも……）

　礼が英語を話せるのは、将来役に立つからと云って、母にみっちり仕込まれたからだ。

「憧あこがれてたマジシャンに頼たのみ込んで弟で子し入りして、ラスベガスのマジックバーのステージにアシスタントとして立つようになったみたい」

「弟子入りってそんな簡単じゃないだろ」

「日本から何通も手紙を書いたんだって。そのうち、前座をやらせてもらえるようになってきて、エヴァンスさんみたいなファンが増えてきたって云ってた」

　そう語るエヴァンスの顔は楽しげだった。当時、多た忙ぼうを極きわめていた彼の息いき抜ぬきは、仕事を抜ぬけ出してマジックショーを見に行くことだったらしい。

「どんなショーをやってたんだろうな」

「火と水を使ったマジックが得意だったみたい。俺にはそういうのはやってみせてくれなかったけど、子供の前で火なんか使えないよね」

　礼が子供の頃に見せてもらっていたのは、生き物のように動くコインやオモチャの移動などだ。曲がりなりにもプロとしてやっていた母にとっては、手て慰なぐさみのようなものだったのだろう。

「俺も母さんが舞ぶ台たいに立ってるところを一度見てみたかったなあ」

「そうだな。映像は残っていないのか？」

「うん、残念ながら……。あ、でも、写真は見せてもらったよ。黒いベストを着てて、凄すごくカッコよかった！　当時の写真を焼き増ししてくれたんだ」

　写真を見せようとしたけれど、いまは運転中だということを思い出した。興奮しすぎて前のめりになっていた自分に気づき、座席に座り直す。

「……父親のことは訊けたのか？」

　崇人の問いに、首を緩ゆるく横に振ふる。

「ううん、残念ながら。つき合ってた人はいたみたいなんだけど、相手まではわからないって云ってた」

　当時、左手の薬指に真新しいリングが塡はめられていたと云っていた。つまり、将来を考えた交際をしていたのだろう。

　母が一人で礼を産むことにしたのには、どんな理由があったのか。一言も語ろうとしなかったことを考えると、複雑な事情があったに違いない。

「───実は俺もお前に報告があるんだ」

　黙だまって礼の話を聞いてくれていた崇人が、不意に切り出した。

「報告？」

「屋や敷しきに戻もどったら説明する」

「もしかして、それって……」

　否いや応おうなく込み上げてくる緊きん張ちよう感かんに、ごくりと喉のどを鳴らす。崇人の表情を窺うかがいたかったけれど、自分の位置からは後頭部しか見えない。

「落ち着いて話したいんだ。喉も渇かわいたしな」

　さりげない口調を装ってはいるけれど、気乗りのしない様子だということは伝わってきた。

「……そうだね」

「いいニュースと悪いニュースがある。そのつもりでいてくれ」

　母の昔の話が聞けた上に父親のことまでわかるなんて、と舞まい上がりかけたけれど、崇人の念押しに気持ちを引き締しめる。

　車中はそれきり沈ちん黙もくに包まれたのだった。










「えっと、お待たせ！　紅茶でよかったよね？　ミルクと砂糖はどうする？　あ、そういえば甘いの好きじゃなかったっけ」

　緊きん張ちようからやけに饒じよう舌ぜつになってしまう。崇人が報告の準備をしている間、気持ちを落ち着けるためにお茶を淹いれる役目を引き受けた。

「そのままでいい。気持ちの整理がついたら座ってくれ」

「も、もう大だい丈じよう夫ぶ」

　どうやら、浮うき足立っていることを見み抜ぬかれていたようだ。気き恥はずかしさを堪こらえながら、背筋を正して座っている崇人の横に腰こしを下ろした。

　礼が飲み物を用意している間、崇人は部屋から封ふう筒とうやタブレットを持ってきていた。そこに自分の知りたい情報が記されているのだろう。

「話っていうのは、お前の父親のことだ」

「……うん」

　慎しん重ちように切り出され、礼も神しん妙みように頷うなずく。

「さて。どっちから先に聞きたい？」

　どっちというのは、いいニュースと悪いニュースのどちらかということだろう。

「いいニュースだけ……ってわけにはいかないよね。じゃあ、いいほうから」

　悪い話はいつ聞いたって後を引く。それなら、いいニュースをまず喜んでおきたい。

「まずはこの写真を見てくれ」

　崇人にタブレットの画面を見せられる。そこには古い写真をスキャンしたような画像が表示されていた。

「これって卒業式の写真？」

　ガウンと帽ぼう子しを身に着けた学生たちが二十人ほどいるだろうか。皆みな、誇ほこらしげな笑え顔がおで写っている。同期のグループでの記念撮さつ影えいの写真のようだ。

「そうだ。一番前の列の真ん中にいる人物を見てみろ」

「この人？」

　中央に写っていたのは、明るい茶色の髪かみの青年だった。大勢が写っているせいでそれぞれが小さい上に、目を細めて笑っているため瞳ひとみの色はよくわからなかった。

「彼の名はレナート・カノーヴァ。Ｒ・Ｃ．のイニシャルに当てはまる人物は何人かいたが、可能性が高いのは彼だ」

「この人が───」

　屈くつ託たくのない笑みを浮かべている青年の顔を改めて凝ぎよう視しする。もしかしたら、彼が自分の父親かもしれないと思うと、不思議な気分だった。

「こっちの写真のほうがわかりやすいかもな。瞳の色がお前と同じだろう？」

「ホントだ……」

　青年が一人で写っているもう一枚の写真では、礼と同じブルーグレーの瞳をしていることがわかった。耳の形や眉まゆの生え方など、母に似ていない部分がよく似ている。

　きっと、彼が自分の父親なのだろう。写真を見て、そう確信した。

「けっこうな男前だな」

「うん、そうだね。母さん、面めん食くいだったのかな」

「…………」

「ねえ、その人はいまどこに？　その人に母さんのことは訊いてみた？」

　矢や継つぎ早に質問をしても崇人が困るだけだとわかっていたけれど、早く知りたいという気持ちが抑おさえきれなかった。

　崇人はそんな礼の問いかけに表情を曇くもらせる。そして、一呼吸ついたあと、躊躇ためらいがちに現状を教えてくれた。

「───残念ながら、亡なくなっていた」

「え？」

「レナートは病気で他界したそうだ」

「そんな……」

　苦さの滲にじむ報告に、頭の中が真っ白になった。多分、これが悪いニュースのほうだったのだろう。礼の両親は二人共もうこの世にはいないという事実に、礼は打ちのめされた。

　見せられた写真が若い頃ころのものだったのは、つまり、そういうことだ。

　会いたいかどうかわからないと云いながらも、自分に繫つながる人に会えることを心の底で期待していたのだろう。

　悪い結果をまったく予想していなかったわけではない。ある程度覚かく悟ごしていたつもりではいたけれど、甘かったとしか云いようがない。

（まさか、もういないなんて……）

　居所がわからなかったり、礼の存在を厭いとわしく思ったりする可能性は考えていたけれど、母と同じくこの世にいないとは思わなかった。

　絶句していた礼に、崇人は静かに告げた。

「墓参りに行かないか？」

「……お墓？」

「彼の墓の場所はわかったんだ。これがそこの地図だ」

「────」

　差し出された一枚の紙を見つめる。それはプリントアウトされた地図だった。礼の父親が眠ねむるという墓地は、海が望める場所にあるようだ。

（父さんはここにいるってことか……）

　母は彼が亡くなっていることを知っていたのだろうか。もう会えないと知っていたからこそ、礼に何も云わなかったのかもしれない。

「顔が見られるわけじゃねーけど、親父おやじさんだって息子むすこが会いに来てくれたなら嬉うれしいだろうし。まあ、すぐには気持ちの整理がつかないかもしれないが……」

　崇人の申し出に、はっとなった。彼は自分が落らく胆たんしないよう、色々と考えてくれたのだろう。

　礼自身、大きなショックを受けているけれど、そうなるとわかっていて報告をしなければならなかった崇人だって気が重かったはずだ。

（ホント、迷めい惑わくかけっぱなしだよな……）

　崇人の思い遣やりに胸が締めつけられる。崇人のお節せつ介かいな性格に苛いら立だったときもあったけれど、いまは感謝の念しかない。

「……行きたい」

「礼？」

「俺一人じゃ道わかんないし、お墓まで連れてってよ。せっかくアメリカにいるんだから、一度くらい挨あい拶さつしておかないとね」

　言葉は交かわせなくとも、初めて会う父親に自己紹しよう介かいくらいはしておきたい。母の思い出も語りたいし、先日やり遂とげた大おお舞ぶ台たいのことも報告したい。

　礼が笑顔で告げると、崇人はくしゃりと頭を撫なでてくれる。彼がこうして自分に触ふれてくるのは、あの夜以来のことだった。

「よし。早さつ速そく、明日あしたにでも行くか。お前の休みはもう残り少ないし、のんびりしてる暇ひまはねーもんな」

「うん！」

　温かい手の平の感かん触しよくに、何故なぜか胸が締めつけられる。確かな安心感の中にある切なさは何なのだろう。

「ありがとう、崇人」

「俺に礼なんて云わなくていい」

「本当に感謝してるんだ。崇人がいなかったら、名前すらわからなかったと思う」

　感謝の言葉は、何度だって云い足りない。なのに、崇人は気まずそうな面おも持もちだった。

「……感謝されるようなことはしてねーけどな」

「何云ってんだよ。何か、崇人ってヘンなとこで謙けん遜そんするよな」

「おい、それじゃまるで普ふ段だんの俺は謙遜の欠片かけらもないような云い方だな」

「まあ、欠片くらいはあるけど」

「余計なことを云う口はこれか？」

「ひっはるなって！」

　両手で頰ほおを引っ張られる。もごもごと文句を云いながら、仕返しに崇人の頰を摘つまんでやろうと手を伸のばすけれど、リーチの差で届かない。　>>>♥

　悔くやしくはあるけれど、こうやってふざけ合えてほっとする。表面的には水に流したとは云え、あの夜からどことなく距きよ離りを感じていた。

　気まずさを感じる前のような関係に少しは戻もどれたような気がする。

「───俺の顔に何かついてる？」

　ふと、崇人の物云いたげな眼まな差ざしに気がついた。喉のどの奥に何か詰つまって取れない、そんな顔だった。けれど、礼の問いには視線を外してごまかした。

「何でもねーよ。車で行くと片道約四時間か。明日は朝早く出るからな。寝ね坊ぼうしないようにしろよ」

「朝は強いから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　云いいたくないことを無理に訊きく気はない。けれど、さっきの含ふくみのある眼差しは礼の脳のう裏りから消えることはなかった。
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　今日は朝からいい天気だった。墓参り日和びよりというのはおかしいかもしれないけれど、こんなに天気がいいなら、きっと海が綺き麗れいに見えるだろう。

　ヒューバートの別べつ荘そうを早朝に発たち、崇人の運転で父、レナートの眠る墓地へと向かった。日本の都心のような渋じゆう滞たいに遭あうこともなく、スムーズに墓地の近くの街へと辿たどり着いた。

「どこかでお花売ってないかな」

　こちらでの墓参りの作法はわからないけれど、悼いたむ気持ちは国が違ちがっても同じはずだ。せめて、故人へ手た向むける花は持参したい。

「ナビじゃ出てこないな。このへん流してみるから、見つけたら云ってくれ」

「了りよう解かい」

　商店の並ぶ大通りに入り、スピードを落としてくれる。礼は窓の外に流れる街並みに目を凝こらした。

「あっ、あそこお花売ってるみたい」

「どこだ？」

「さっきの角のところ。雑貨屋さんかな」

　崇人は右折を繰くり返し、礼の見つけた店の前に車を停とめてくれた。

「じゃあ、ちょっと行ってくる」

「おい、こら。一人で行くなよ」

　カバンを手に車を降りようとしたら、崇人に呼び止められた。

「すぐそこなんだから、大丈夫だって」

　こんなところでまでエスコートされたら、逆に目立って仕方がない。五メートル先の雑貨店にくらい一人で行かせてもらいたい。

「わかった。花を買ったら寄り道せずにまっすぐ戻ってこいよ」

「うん、行ってきます」

　足を踏ふみ入れた店は文ぶん房ぼう具ぐや小さなインテリアなどを並べている雑貨店とフラワーショップが一いつ緒しよになっていた。

　一人で大丈夫と豪ごう語ごしてきたものの、花を買った経験はほとんどないことに気がついた。

　毎年の母の日にカーネーションを買うことはあっても、すでに包んであるアレンジをレジに持っていくだけだ。

「どうしましたか？」

「あ、ええと、ブーケを作って欲しいんですけど、どうやってお願いすればいいかわからなくて。予算は───」

　声をかけてくれた店員に正直に戸と惑まどいと予算を告げると、朗ほがらかな笑えみが返ってきた。

「好きな花を選んでくれたら、それに合うように作ってあげるわ。彼女へのプレゼントかしら？」

「……父の墓参りなんです」

　会ったこともない人を誰だれかの前で『父』と称しようするのに、少し躊躇ためらってしまった。

「そう、ずいぶん早くに亡なくなったのね。それじゃあ、淋さびしいでしょう」

「実は会ったことがなくて。行方ゆくえがやっとわかったんです」

　初対面の人に話すようなことではないけれど、大らかな雰ふん囲い気きについ口をついて出てしまった。余計な話をしてしまったことをすぐに反省する。けれど、彼女は鷹揚な態度で受け止めてくれた。

「あら、今日が初めての対面ってことなのね。だったら、特別綺麗に作ってあげるわ。サービスしてあげる！」

「じゃあ、そのヒマワリを入れてもらえますか？」

　父の好きな花はわからなかったため、母の好きだった花を選んだ。夏になるとよく一輪買ってきては、ダイニングテーブルに飾かざっていたのを思い出す。

「ヒマワリね。だったら、こんな感じでどうかしら？」

　彼女は手早く花を選び、バランスよくブーケにまとめていく。白と黄色で構成されたアレンジは爽さわやかですっきりとした雰囲気になった。

「凄すごく素す敵てきです！　でも、そんなにたくさんいいんですか……？」

　値札を見てざっと計算すると、どう考えても予算オーバーだ。

「サービスするって云ったでしょ？　すぐにまとめるからちょっと待っててね」

　あっという間に大おお振ぶりのブーケができ上がってきた。

「はい、お待たせ。きっと、いい初対面になるわよ」

「ありがとうございました！」

　ブーケを作ってもらって店から出ると、崇人は車の脇わきでこちらに背中を向けて誰かに電話をしていた。ボディガードとして、定期的に所在を報告する義務があるそうだ。

（早く戻らないとな）

　あまり待たせると心配させてしまう。彼の許もとへ急ごうとしたとき、隣となりの店の商品がふと目に入った。

「カッコいい……」

　ハンドメイドのシルバーアクセサリーが並んでおり、その中にとくに目を引くブレスレットがあった。シャープなフォルムのブレスレットを見た瞬しゆん間かん、ふっと崇人の顔が思い浮うかんだ。

　礼の手首にはごつすぎて似合わないだろうけれど、がっちりとした骨太な彼ならよく似合うだろう。

（もうすぐ誕生日だって云ってたし）

　迷めい惑わくがられるだろうかと心配にもなったが、自分の面めん倒どうを見てくれていることへの礼だと自分の背中を押した。

　寄り道をするなと云われたけれど、隣に足を延のばすくらい許されるだろう。店に入って実際に手に取ってみると、ますます魅み力りよく的に見えた。

「いらっしゃい。アクセサリーを探してるの？」

「ちょっと気になって」

「ああ、それカッコいいだろ？　そこに並んでるのは一つ一つ手作りされたものなんだ。つまり、世界に一つだけってこと」

「世界に一つ……」

　買おうかどうか迷っていたけれど、その店員の言葉に心が決まる。

「あの、これ包んでもらえますか？　人を待たせてるんで、簡単でいいですから」

　急いで会計をすませ、包んでもらったブレスレットをポケットに忍しのばせる。

（喜んでくれるといいけど……）

　年上の崇人には子供っぽい趣しゆ味みだと思われるだろうか。渡わたすときのシミュレーションを頭の中で思い描えがきながら車に戻もどろうとした。

　しかし、数歩歩いたところで、突とつ然ぜん背後から口を塞ふさがれ、路地に連れ込まれた。

「あっ!?」

　弾はずみで抱かかえていたブーケが落ち、その衝しよう撃げきで地面に花びらが散る。咄とつ嗟さにブーケへ手を伸ばそうとしたけれど、耳元で囁ささやかれた低い声に体を硬かたくした。

「声を出したらどうなるかわかってるな？」

「……！」

　息を吞のむと同時に、背中に固いものを押しつけられていることに気がついた。

（もしかして、これって銃じゆう……？）

　命の危機に血の気が引いていく。日本ならオモチャかモデルガンだとしか思えないけれど、ここはアメリカだ。強ごう盗とうや暴漢に遭ったときは逆らわず、命が助かることを第一に考えろと崇人に口を酸すっぱくして云いわれている。

　プレゼントを買ったことで浮かれて、注意力が散さん漫まんになっていた。

「さ、財さい布ふならポケットの中にあるけど……」

　さっき買ったブレスレットを奪うばわれなければいいと願いながら、財布の位置を伝える。しかし、男は礼の申し出を鼻で笑い飛ばした。

「前金ならもらってあるから心配するな。あんたに会いたいって人がいるんだよ。ついてきてもらおうか」

「───！」

　この男も誰かの命令で、礼を連れ去りに来たようだ。前回と違ちがっているのは、素人しろうとではなく犯罪に慣れた人物を手先に使っているということだ。

「誰が俺に会いたいって云うんだ？」

「それは会ってのお楽しみだ」

　今度は口に布のようなものを押しつけられる。鼻の奥にツンとした刺し激げきを感じると共に、ぐにゃりと視界がぶれた。薬品のようなものが染しみ込ませてあったようだ。

　こんな穏おだやかな街に現れたということは、礼の動向を追っていたのだろう。

　ヒューバートの別べつ荘そうの敷しき地ち内にいる間は、こちらに手を出せずにいたに違いない。そして、こうして外に礼たちが出てくるのを待っていたのだろう。

（俺はやっぱりバカだな）

　穏やかな日々に、危機感が薄うすれていたことにいまさら気がついた。見張られていることに気づかず、のこのこ一人で行動してしまったというわけだ。

　平和ボケするにもほどがある。危機が完全に去ったわけではなかったのに、浅はかにも油断してしまった自分を悔くいるけれどもう遅おそい。

　せめて、花を買ってまっすぐ車に戻れば、つけいられる隙すきなど生まれなかったはずなのに。そんな後こう悔かいの念に苛さいなまれながら、そのまま意識が薄れていく。

（崇人───）

　助けを呼ぶ礼の声は、音にはならない。自分の身の上よりも、心配するであろう崇人への申し訳なさに胸が痛んだ。

　閉とざされていく視界の端はしでは、買ったばかりの花束が男に踏ふみにじられていた。










（───頭が痛い）

　ずきずきと内側から響ひびくような鈍にぶい痛みに顔を顰しかめる。自分が瞬まばたきをしていることに気づき、覚かく醒せいしたのだと自覚した。

「ここどこだ……？」

　気がつくと、ひんやりとしたコンクリートの部屋にいた。見える限りの天てん井じようや壁かべに装そう飾しよくはなく、全体的に無機質な色をしている。

　墓参りのための花を買って戻るところで男に捕つかまり、薬品のようなものを嗅かがされて意識を失ったのだ。酷ひどい頭痛はその薬品のせいかもしれない。

　連れ去られてから、どのくらいの時間が経たったのだろう。部屋には人工的な灯あかりしかなく、いまが何時なのかもわからない。

　体を起こそうとしたけれど、ぐっと何かに引っ張られるようにして阻はばまれた。

「……何だこれ」

　両手首に手て錠じようを塡はめられ、その先は鎖くさりでパイプベッドに繫つながっている。ある程度は肘ひじが曲げられるくらいの長さはあったけれど、起き上がることは無理だった。

　パニックに陥おちいりそうになったけれど、冷静になるよう自分に云い聞かせながら、頭だけを起こして自分の周囲を見回してみる。

　部屋自体はモノトーンだが、ベッドのシーツは趣味の悪い深しん紅くだし、サイドボードの上にはいかがわしい道具が転がっていた。

　礼を誘ゆう拐かいした男には、ＳＭ趣味でもあるのだろうか。ますます、自分を攫さらったやつらの目的がわからない。

　考えられる犯行理由はいくつかある。一つは身みの代しろ金きん目当ての犯行。これなら、すぐに命の危険に晒さらされることはないはずだ。

　次に可能性があるのは、［フェデリーカ］の仕事を狙ねらっていたモデル関係の嫌いやがらせ。ずぶの素人が抜ばつ擢てきされたことへの逆さか恨うらみを抱いだいている人物がいないとも限らない。

　そして、個人的に一番考えたくないのが、礼自身が目的の場合だ。前回の誘ゆう拐かい未み遂すいのときは露つゆほども考えなかったのだが、いま置かれている状じよう況きようを考えると無視はできない。

　自分に───自分の体にそこまでする価値があるのかどうかはわからない。だけど、他人に体を触ふれられるかもしれないと考えたら、悪お寒かんが込み上げてきた。

　絶対に嫌だ。崇人以外の誰だれにも触れられたくない。見知らぬ相手に抱かれるくらいなら、死んだほうがマシだ。

「……え？」

　無意識の思考に、はっとなる。つまり、崇人にならどんなふうに触れられてもいいということだ。

「俺、崇人のことが好きなのか」

　言葉にしてみて実感する。いつの間にか、彼のことを好きになってしまっていたことに気がついた。

　崇人に抱かれて不快に思うことがなかったのは、あのときすでに惹ひかれていたからだろう。彼を受け入れてしまったのも、体が過か剰じように反応してしまったのも好きだったからに違いない。

「俺も鈍いなあ……」

　自じ嘲ちようめいた呟つぶやきを零こぼしつつ、現実に向き直る。とりあえず、体の自由を取り戻そうと自分の状況を観察した。

　幸い、スニーカーは履はいたままだ。拘こう束そくはされているけれど、手首の手錠にはいくらかの緩ゆるみがある。この程度のサイズなら、手首を抜ぬくことができるはずだ。子供の頃ころの遊びのせいで、礼の関節は可動域が大きく、外れやすくなっているのだ。

　焦あせる気持ちを落ち着かせ、手を動かす。皮ひ膚ふに金具が食い込む痛みを歯を食い縛しばって堪こらえる。さすがに子供の頃のように簡単にはいかないようだが、それでも少しずつ抜けてくる。

「もうちょっと……よし！」

　皮膚は擦すり剝むけて赤くなってしまったけれど、どうにか自由になることができた。次にするのは、出口を探すことだ。

　多分、外に繫がっていると思おぼしき場所は鉄製のドアが設しつらえてあった。見るからにどっしりとした造りで、礼の力では到とう底てい蹴け破やぶれそうにもない。

　まずドアノブを回してみたけれど、やはり鍵かぎがかかっている。内側には鍵かぎ穴あなもなく、中からはどうにもできないようだった。

　トイレやバスルームはあるけれど、外に通じているのはトイレにある小さな明かり取りの窓だけだった。

　抜け出せるほどの大きさはなく、嵌はめ殺しのガラスもかなり分厚い。大声を出しても、外に伝わることはなさそうだ。椅い子すを運んで外を覗のぞくとすぐそこに地面のようなものが見えた。だが、それ以上先は真っ暗な闇やみしか見えなかった。

「もう夜なのかな……」

　フラワーショップを出る前に時計を見たときは、昼前だった。いまが夜だとしたら、大体半日くらい意識を失っていたことになる。

　映画などではよく空調設備を通って脱だつ出しゆつしたりしているけれど、現実には可能なのだろうか。天井近くにある換かん気き口にはしっかりとしたステンレスの格こう子しが嵌はまっている。捻ね子じを外す道具になるものがないだろうかと辺りを見回した。

「あ」

　ポケットの中に固い感かん触しよくがあることに気がついた。財さい布ふはなくなっていたけれど、崇人へのプレゼントとして買ったブレスレットは取られずにすんだようだ。

（絶対に抜け出してやる）

　決意を新たにし、部屋のあちこちを調べ回る。けれど、映画のように上手うまくはいかないようだった。

　そのうち、犯人が様子を見に来るはずだ。そのときに相手の隙を突つければ、逃にげ出すチャンスもある。そのときに一いつ矢しでも報むくいられればと思い、転がっていたオモチャを分解してプラスチックの部品を踏み割り尖とがった一いつ片ぺんを袖そで口ぐちに忍しのばせた。

　普ふ段だんはＴシャツばかり着ている礼だが、今日は墓参りだからと長なが袖そでのシャツを選んだのだ。怪あやしまれないよう残ざん骸がいをベッドの下に押し込んだ瞬しゆん間かん、ギイ、とドアが開く音がした。

「……っ」

「よお、目が覚めたみたいだな兄弟」

　部屋に入ってきた男は、軽い口調で話しかけてきた。派手なスーツを着き崩くずしている様は、日本で云いうならホストのような雰ふん囲い気きだった。

　顔立ちは比ひ較かく的てき整っているけれど、内側から滲にじみ出る軽けい薄はくさで台なしになっている。

「せっかくベッドに寝ねかしておいてやったのに、勝手に起きるなんて悪い子だなぁ。その手錠じゃ緩すぎたか？」

「────」

　顔は笑っているけれど、目は少しも笑っていない。きっと、この男がいわゆる『黒幕』なのだろう。

「つーか、お前ら……ちゃんと繫いどけっつったろ!!」

「申し訳ありません！」

　男は途と中ちゆうでガラリと口調を変えて部下らしき男たちを怒ど鳴なりつけて蹴けり飛ばす。目の前で見せつけられる暴力に、礼は体を強張らせた。

「……っ」

　思わず後退あとずさったけれど、この部屋に逃げ場などない。すぐに捕まってしまった。

「お前の指定席はこっちだろ」

「痛っ」

　強く肩かたを摑つかまれ、乱暴にベッドに向かって突き飛ばされた。

　乱暴な扱あつかいに腹が立ったけれど、ここで逆らっても多勢に無勢だ。いまはまだ大人しくしていたほうがいいだろう。

「そうそう。そうやって大人しくしとけばいいんだよ」

　相手を刺し激げきしないよう、ゆっくりと体を起こして慎しん重ちように切り出した。

「……俺をどうするつもりだ？」

「心配すんな。別に危ない目に遭あわせるつもりはない。いまのところはな」

　不ふ穏おんな物云いに身を硬かたくする。いまのところは、ということは彼の望まぬ展開になったら、どうなるかわからないということだ。

「俺としては、契けい約やくを結んでもらえればそれでいい。サインがもらえたら帰してやるよ」

「契約？」

「ちょっと金を融ゆう通ずうしてもらいたいと思ってさ」

「誤解してないか？　俺は金なんて持ってない」

　まさか、空港で礼のカバンを持ち逃げしようとした男のように、日本人なら誰しも金持ちだとでも思っているのだろうか。

「まあ、確かにいまは持ってねーだろうな」

「いま？　もしかして、モデルのギャラのことを云ってるのか？」

　普段のアルバイトで稼かせいでいる金額から考えると、［フェデリーカ］の専属契約料は破格だ。だけど、誘拐して脅おどし取るほどの額ではないように思う。

　男の身なりはいい。高そうな腕うで時ど計けいを塡めているし、片方の耳に光るピアスの透とう明めいの石はガラスではなく、ダイヤなのではないだろうか。

　訝いぶかしく思っていると、男は小さく噴ふき出した。

「はっ、そんなはした金興味ねーよ。お前が受け取る遺産に比べたら、小こ遣づかいにもなんねえだろうが」

「遺産？」

　耳慣れない単語に目を瞬しばたたく。礼には何の話をしているかわからなかった。

　母が昨年亡なくなったけれど、遺産と云えるほどのものはないし、財産を持っている親しん戚せきなどいないはずだ。

「何だ、その顔。惚とぼけ方が堂に入りすぎだろ。お前だって、わかっててこっちに来たんだろ？」

「惚けてるわけじゃない。そもそもお前はどこの誰なんだ？」

　まず、相手の正体すらわからないのに、曖あい昧まいな話をされてもわかるはずがない。

　礼が正体を問うと、男は弾はじかれたように笑い出した。そうして、一ひと頻しきり笑い倒たおしたあと、目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを拭ぬぐう。

「もしかして、何もわかってないのか？　とりあえず自己紹しよう介かいしとかないとな。俺はジーノ・カノーヴァ。お前の従兄いとこだよ」

「従兄!?」

　想定外の単語に理解が追いつかない。まじまじとジーノと名乗った男の顔を凝ぎよう視ししてしまった。自分とは似ても似つかないが、彼の姓せいには覚えがある。

（カノーヴァって、父さんの姓と同じだよな……）

　Ｒ・Ｃ．のイニシャルから、崇人が捜さがし出してくれた人物がレナート・カノーヴァ。彼の墓参りに行く途中に拐かどわかされたのだ。

「従兄なら、俺の父親のことを知らないか!?」

「何云ってんだ。お前の親父おやじならとっくの昔に死んだろーが。今日だって、墓に行くつもりだったんだろ？」

「名前も死んでることも、昨日知ったんだよ！　何か知ってることがあるなら教えてくれ」

　親切な相手ではないとわかってはいたけれど、どうしても訊きかずにはいられなかった。

「昨日？　お前、マジで何にも知らねーんだな。それこそ、あいつから何か聞いてないのかよ？」

「あいつって？」

「お前にべったりくっついてたベラルディの息子むすこのことだよ。お前にはエモトって名乗ってるんだっけ？」

「崇人とも知り合いなのか!?」

　初めは誰だれのことを云っているのかわからなかったけれど、崇人の父方の姓が『ベラルディ』だと云っていたのをすぐに思い出した。

　ジーノの口くち振ぶりでは、崇人の父親を知っているようだった。

「直接は会ったことねーけど、あいつの父親ならよく知ってるぜ。祖父じいさんの弾たま避よけだった男だよ。いまは現場からは退いてるけどな」

「何云って……」

「だから、祖父さんが手を回してお前につけた見張りがあいつだろ。お前に余計な動きを取られても面めん倒どうだからな」

「弾避けとか見張りとか、何なんだよ一体！」

　戸と惑まどいを隠かくしきれない礼を、ジーノはせせら笑う。

「仕方ねーから、教えてやるよ。俺らの祖父さんはカノーヴァファミリーのボス、クラウディオ・カノーヴァだ。いわゆるマフィアとかギャングって呼ばれてるやつだよ」

「ま、マフィア……？」

「こんな話、急には信じられねーよな。つっても、いまは映画みたいにドンパチ撃うち合ったりはしねーけど、俺だって本物のマフィアだぜ」

　ジーノは、絵空事に頭がついていかず目を泳がせている礼の反応を楽しんでいる様子だった。

　マフィア───礼の乏とぼしい知識では、イタリア系アメリカ人の非合法組織という程度の理解だけれど、積極的に接点を持ちたい相手ではない。

「……まさか、崇人もメンバーなのか？」

「あいつは正式なメンバーじゃねーよ。系列の警備会社の社員ってだけだ。お前にくっついてたのは祖父さんの意向でも、一応は会社の指示で動いてることになってるだろうな。経歴がクリーンじゃなきゃ、真っ当な顧客はボディガードに採用しないだろうからな」

　ジーノの言葉にほっとした。まったくの無関係というわけではないけれど、非合法な団体に所属しているのといないのとでは雲うん泥でいの差だ。

「何で、俺のボディガードに崇人だったんだ？」

「知るかよ、そんなこと。まあ、どっちかっつーと家庭の事情だし、丸きりの他人より腹心の息子のほうが信用できたってとこだろ。ベラルディの忠誠心は保証つきだからな」

「ちょっと待て。あんたたちの関係者だってことは、崇人も俺の父親のことを知ってたってことか？」

「そりゃ、知らないわけねーだろ。一通りの事情は頭に入ってるはずだ。けど、あいつがお前に何も伝えなかったのは、お前のことを信じてない証しよう拠こだな」

「そんな───」

　彼の云いっていることが本当なら、崇人はわざと礼の家庭環かん境きようについて知らないふりをしていたということだ。父親のことも既き知ちの事実を伝えただけだった可能性もある。

（俺のために調べてくれてたわけじゃなかったってこと……？）

　何が何だか、わからなくなってしまった。別に裏切られたわけではない。崇人は礼のことを守ってくれていたし、礼の希望は努めて叶かなえてくれていた。

　だけど、隠しごとがあったことも事実だ。一体、何を信じればいいのだろう。

「ていうか、家業に近づけたくないなら放っておけばいいだろ。何でわざわざ……」

　見張りなんてつけなくても、こうして教えられなかったら、祖父がマフィアのボスだなんて知ることはなかった。結果的に彼らの行動はやぶ蛇へびだったのではないだろうか。

「お前みたいな日本育ちの世間知らずの甘ちゃんが、俺みたいなよからぬ輩やからに利用されたら困るからに決まってんだろ。まあ、俺らは逆にあいつが傍そばにいたから、お前の素す性じように確信が持てたんだけどな」

「は？」

「お前がこっちに来てるって知ったのは偶ぐう然ぜんだってことだよ。レナート伯父おじさんの子供がいるらしいって話は前からそれとなく聞いてたんだけど、日本にいるぶんには関かかわりねーし、どうでもよかったんだよ」

「俺がアメリカに来たのが悪いって云いたいのか……？」

「そのとおりだよ。俺の親父がさ、お前の親父のこと大っ嫌きらいなんだと。だから、お前のことも目め障ざわりなんだってさ。俺はどうでもいいけどな」

「……俺は父親のことは何も知らない」

「すげー優ゆう秀しゆうな人だったらしいぜ。レナート伯父さんは祖父さんのお気に入りだったみたいだからな。頭もよくて何でもできて、それはもう自じ慢まんの息子だったんだとさ。いまでも、あいつがいればって寝ね言ごと云いってるくらいだ。いい加減、諦あきらめ悪いよな」

「…………」

　嘲あざ笑わらうかのような物云いに薄うすら寒くなる。この男は自分の父親にも祖父にも敬意を払はらってはいないようだ。

「まあ、いちいち真に受けてコンプレックス引き摺ずってる親父もうぜーけど。ま、そんなわけで、お前がいると目障りなんだってさ」

「───何が云いたいんだ」

　どういうつもりでそんな話を聞かせているのかわからない。胡う乱ろんな目を向けると、反対にバカにしたような視線を返される。

「ちょっとは頭使えよ。祖父さんがお前に遺産を残すとか云い出したら、相続分が減るだろうが。そんなことにならないように、怖こわい目にでも遭あわせてとっとと日本に追い返せって云われてんだよ」

　さっきの『金を融ゆう通ずうしてもらいたい』という言葉の意図がやっと見えてきた。ジーノは礼が受け取るであろう遺産を狙ねらって画策しているのだろう。

　一体、祖父はどれだけの財産を所有しているのだろうか。罪を犯おかし、目の色を変えて求めるくらいなのだから、生半可な額ではないはずだ。

「……俺にどうしろっていうんだ」

「契けい約やくだよ、契約！　俺と手を組めば、悪いようにはしないぜ。ちゃんと分け前はやるから安心しろ」

　ジーノはテンション高く云い放つ。礼はそれに答えることなく、頭の中で現状の情報を整理する。

　この礼の従兄いとこであるジーノは、父親から礼を追い払うよう命じられている。しかし、それに逆らって礼を利用して漁夫の利を得ようとしているということだろう。

　血の繫つながりがある人に会ってみたい気持ちがまったくないわけではない。だけど、彼らに関わることで利用されるくらいなら、会わないほうがいいに決まっている。

　生きていくために金は必要だ。だけど、何もせずに手に入れたいわけではないし、億万長者になりたいわけでもない。身の丈たけに合わないものは手にしてはならないのだ。

（いまの状じよう況きようだって、身の丈に合ってるとは云いがたいけど……）

　イメージモデルの仕事だって、それに付ふ随ずいする待たい遇ぐうだっていまの礼には過分なものだ。だけど、せめてそれに見合うよう努力はしているつもりだ。

「断る。俺は遺産とやらを受け取る気はないし、マフィアのボスとかいう祖父さんのことだってどうでもいい」

　そう云い捨てると、ジーノはガン！　と壁かべを殴なぐり、至近距きよ離りで礼に凄すごんできた。

「勘かん違ちがいしてないか？　お前に拒きよ否ひ権はねーんだよ」

「……っ」

「選せん択たく肢しは二つだ。痛い思いをして云うことを聞くか、大人しく従って云うことを聞くか。そうだなあ、特別に愛人の一人にしてやってもいいぜ」

「愛人!?」

　突とつ拍ぴよう子しもない申し出に声がひっくり返った。

「よく見ると、けっこう好みの面つらしてんだよな。日本人ってのも変わり種で悪くねえしな」

　ジーノは礼の顎あごを摑つかんで、無理やり上を向かせてくる。

「なっ……そんなものになるわけないだろ!?　そもそも、俺もお前も男だろ！」

　同じような台詞せりふを少し前に口にしたことを思い出した。人を好きになるのに、性別は関係ないと実感したいまも、自分が誰だれかの性的対象になることが信じられないでいる。

「何だ、男は試ためしたことないか？　その様子じゃ、女も抱だいたことないとか云いそうだな。日本人はエロいくせに奥手なんだろ？　俺がじっくり仕込んでやるよ」

　下げ卑びた笑えみで告げられた言葉に悪お寒かんが走る。

「笑えない冗じよう談だんはやめろ！」

「誰が冗談だっつった？　おい、お前ら。しばらく外にいろ。いいか？　俺が呼ぶまで入ってくんじゃねーぞ」

　そう指示され、黙だまって後ろに控ひかえていた部下らしき男たちが黙って出ていった。その様子に、こういったことは初めてではないのだとわかる。

（マジで洒落しやれにならないだろ……）

　そもそも、この部屋はそういったことに使用しているのだろう。結果的に礼の予想は二つ当たっていたことになった。

　目的は金と体。奪うばえるものは何もかも奪い去る。ジーノはそういうタイプの男なのだろう。

「初めては人がいないほうが雰ふん囲い気き出るだろ？」

　密室に二人きりになり、否いや応おうなく緊きん張ちよう感かんが増す。いまのところ、逃にげ出す隙すきは見つけられない。だからと云って、大人しく従うつもりはなかった。

「……お前なんて土下座されても願い下げだ」

「何だって？」

「お前の相手なんてくそくらえっつってんだよ！」

　睨ねめつけながら吐はき捨てた瞬しゆん間かん、頰ほおを張り飛ばされた。

「……ッ」

　ベッドの上で派手に倒たおれ込む。指に塡はめている指輪が当たり、唇くちびるの端はしが切れたようだ。口の中に鉄の味が広がる。

「おっと、モデルなのに顔に傷をつけるのはまずかったかな。けど、甘い顔してるからってつけ上がらないほうがいいぞ」

「────」

　礼は痛みに歯を食い縛しばりながら、体を起こした。ベッドの上で後退あとずさったけれど、あっという間にヘッドボードに手が当たってしまった。

「逃げ場なんてねーんだから、いい加減観念しろよ」

「お前に指図される謂いわれはない」

　身の安全を考えるなら、大人しくジーノに従っておくほうが賢けん明めいだ。

　犯されたとしても、命まで脅おびやかされることはない。そうとわかっていても、黙って体を委ゆだねる気にはなれなかった。

「ずいぶん気が強いな。まあ、そういうのを躾しつけるほうが楽しいけどな」

「ふざけるな……！　うあっ!?」

　にじり寄ってくるジーノに蹴けりを入れようとしたけれど、逆に足首を摑まれてしまう。礼の反はん抗こうぶりを、彼は楽しんでいる様子だった。

　いざとなれば外に部下もいる。孤こ立りつ無む援えんの礼とは余よ裕ゆうに差があって当然だ。

「怪我けがしたくなかったら、大人しくしとけ」

「あ……っ」

　摑まれた足首を力任せに引っ張られ、ベッドの真ん中へと戻もどされる。そして、スニーカーを脱ぬがされ、遠くに放ほうり投げられた。

「土足で蹴られたら堪たまったもんじゃないからな」

「やめ、放せ……っ」

「うるせえよ！」

　ジーノは仰あお向むけになった礼の上に跨またがり、力任せにシャツを引き裂さいた。ぶちぶちとボタンがいくつも弾はじけ飛ぶ。

「お、おい、俺たちは従兄弟いとこなんだろ!?　こんなことおかしいと思わないのか？」

「それがどうした？　一いつ緒しよに育ったってわけでもねーし、男同士なら孕はらむこともねーし、別に気にするようなことでもないだろ」

「な……っ」

　倫りん理り的な部分に訴うつたえても仕方のない相手だったと思い出す。まともな感覚を持っている人間だったら、誰かを誘ゆう拐かいしようなどとは思わないだろう。

「あっ」

　体を隠かくそうとシャツを搔かき合わせようとしたけれど、両手首を一ひと纏まとめに押さえつけられて阻はばまれてしまった。

　頰をひたひたと手で叩たたかれる。屈くつ辱じよくや恐きよう怖ふや羞しゆう恥ちよりも怒いかりで全身が熱くなる。

「大人しくしとけば、優やさしくしてやるよ。お前だって気持ちよくして欲しいだろ？」

「……っ、触さわるな……っ」

　女の子ではないのだから、こんなことは大したことではない。そう自分に云いい聞かせ、覚かく悟ごを決める。

　だが、体に触られた瞬間に沸わき上がった嫌けん悪お感かんは言葉にできないほどのものだった。崇人以外に触ふれられるのは嫌いやだ。反射的にそう思った。

（───気持ち悪い）

　どれだけ歯を食い縛っても背筋に悪寒が走り、全身に鳥とり肌はだが立つ。

「遠えん慮りよしないで声出せよ。外には聞こえねーから安心しろ」

「────」

　ニヤニヤと笑いながら、ねっとりとした囁ささやきを耳に吹ふき込まれる。生温かい息が触れるのも気持ち悪い。首筋を舐なめ上げられ、胸の尖とがりに指先が触れる。その不快感に、吐き気さえ込み上げてきた。

　礼が顔を背そむけて堪たえ忍しのんでいるのを、抵てい抗こうを諦あきらめた故ゆえだと思ったのだろう。ジーノは手首の拘こう束そくを解き、その手で下半身を探さぐり始めた。

「やめ……ッ」

「つっ」

　股こ間かんを握にぎり込まれた瞬間、袖そでの中に隠していたプラスチックの破は片へんを武器に大きく手を振ふりかざした。ジーノの頰に赤い線が走る。

　窮きゆう鼠そが猫ねこを嚙かんだ程度の反はん撃げきだけれど、ジーノを怯ひるませることには成功した。その隙に彼の脇わきをすり抜ぬけて逃のがれようとしたけれど、そこまで上手うまくはいかなかった。

「くそっ、舐めた真似まねしやがって！」

「く、あ……っ」

　即そく座ざに捕つかまり、首を摑まれまたもベッドに組み敷しかれる。

　喉のどに指が食い込み、息ができなくなった。じたばたと藻も搔がきながらジーノの手を剝はがそうと指をかけるけれど、酸欠で意識が薄うすれていく。　>>>♥

（くる…しい……）

　首を絞しめられているせいで息ができない。もうダメかと思った瞬間、ふっと指の力が緩ゆるむ。勢いよく肺に入り込んでくる空気にげほごほと噎むせ返る。

「かは……っ、ごほっ、ごほ！」

　ジーノは礼が咳せき込んでいるうちに、再び両手を手て錠じようで拘束してしまった。

「！」

　さっきよりもキツく締しめられたせいで、手首に金具が食い込んでいる。これではどう足あ搔がいても手を引き抜くことはできなそうだ。

「ったく、手がかかるやつだな。優しくしてやりたいつってんだろ？」

「や……っ!?」

　そうやって自由を奪われたあと、下か肢しからズボンと下着を剝ぎ取られ、かろうじて羽織っていたシャツをナイフで切り裂かれた。

「何を隠し持ってるかわかんねーからな」

　抵抗も虚むなしく、あっという間に全ぜん裸らに剝むかれてしまった。両手が鎖くさりに繫つながれ、足も押さえつけられている状態でどこも隠すことができない。しかし、ここで恥はじらってみせればジーノの思う壺つぼだ。礼は憎にくしみを込めた眼まな差ざしで睨みつける。

「へえ、まだそんな顔できるのか。ますます気に入った。お前が泣き喚わめきながら、おねだりするようになるのが楽しみだ」

「誰だれがそんな真似するか」

「いつまでそういう生意気な態度が取れるだろうな」

「……っ」

　顎あごを指で持ち上げられ、しげしげと顔を見つめられる。憎しみを込めて目に力を込めるけれど、ジーノは意に介かいする様子もなかった。

「これなら好こう事ず家かのおっさんに高値で売れそうだな。どうだ？　モデルなんかやるよりよっぽど稼かせげるぞ」

「お前がやればいいだろ」

「残念ながら、俺は買うほうだ。───何だ？」

　不意に外が騒さわがしくなり、ジーノが顔を上げる。いつまで経たってもその騒そう々ぞうしさが鎮しずまることなく、そのうるささはどんどん近づいてくる。

「何やってんだ、あいつら。様子を見てくるから大人しくしてろよ」

　そう礼に命じて、ジーノはベッドを降りた。彼がノブに手をかけるより一いつ瞬しゆん早く、ドアが勢いよく開いた。

「ぐあっ」

　ゴン！　と鈍にぶい音が聞こえる。ジーノはドアにぶつかり、たたらを踏ふんでいた。礼も何が起こったのかわからず、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「くそ、どうやってここに───ぐあ……っ」

　突とつ然ぜん、ジーノはコンクリートの床ゆかを勢いよく転がっていった。人はこんなにも簡単に吹っ飛ぶのかと感心してしまう。

「礼!!」

「崇人……!?」

　ドアの向こうから現れた人物の姿に目を瞠みはる。願望が見せた夢ではないかと、礼は瞬まばたきを繰くり返した。崇人はしっかりと両足で地面を踏みしめていたけれど、服装には争ったと見られる乱れがあった。

　崇人は床に倒たおれ込んだジーノを一いち瞥べつしたあと、部屋の中に視線を巡めぐらせる。すぐに礼を見つけ、目が合うと同時に顔色を変えた。

「礼……!?」

　剣けん吞のんな表情になったことを一瞬不思議に思ったけれど、いまの自分の状じよう況きようを思い出した。全裸で手錠に繫がれ、顔には殴なぐられたあともある。

　こんな姿を崇人に見られることになるなんて思いもしなかった。羞恥で頭に血が上る。慌あわてて足を曲げて体を隠そうとしたけれど、繫がれたままでは難しい。

　崇人は憤いきどおりに満ちた目で、悪態を吐つきながらよろよろと起き上がろうとしていたジーノに飛びかかっていった。

「貴様───」

「ひっ、がは……っ」

　狂きよう犬けんのような荒あら々あらしさでジーノを打ちのめす。拳こぶしを打ち据すえる鈍い音が、繰り返し聞こえてくる。やがて、ジーノからは呻うめき声一つ上がらなくなった。

　礼は呆気あつけに取られていたけれど、惚ほうけている場合ではないと我に返る。

「もういいって！　それ以上やったら死んじゃうよ！」

　体の自由が利きかないことが、さっき以上にもどかしい。自分のために崇人が罪を犯おかすのは耐えがたいことだった。

「そうだな」

　返ってきたのは平へい坦たんな声こわ音ねだった。死んでもいい、と云わんばかりの響ひびきにぞくりと背筋が戦おののく。このまま放っておいたら、本気でまずいことになりかねない。礼は青くなりながら、必死に云い募つのる。

「だから、ダメだってば！　そんなことになったら、あんたが捕まっちゃうだろ!?」

「それがどうした」

「崇人が捕まったら、誰が俺を守ってくれるんだよ!?」

「───ッ」

　礼の必死の訴うつたえに、崇人の瞳ひとみに正気が戻もどった。振り上げた拳を収め、胸むなぐらから手を離はなした。ジーノは気を失っているのか、どさりと床に落ちたあと身動き一つ見せない。

「……すまない、我を失ってた」

「崇人……」

　ようやく自分の知っている崇人の顔に戻り、ほっとする。

「いま、自由にしてやるから待ってろ」

　崇人はまず礼の体に脱ぬいだジャケットをかけてくれた。そして、ジーノの体を探って見つけてきた鍵かぎで手錠を外してくれる。

「怪我けがはないか？」

「う、うん、大だい丈じよう夫ぶ……」

　手首に擦すり傷きずはできているけれど、別に大したことはない。

　ジーノに切り裂さかれたシャツはもう着られないけれど、ズボンは大丈夫そうだ。ベッドの下に落ちていた服を拾い上げて身に着ける。上は崇人のジャケットを借りることにした。

（やっぱり、ぶかぶかだな）

　袖も肩かた幅はばもかなり余る。サイズは合わなかったけれど、崇人の腕うでに包み込まれているようで安心できた。

「どうやって俺の居場所がわかったの？」

「万が一のときのために、お前の靴くつに発信器を仕込んでおいたんだ。それをＧＰＳで追ってきた」

「いつの間に!?」

　崇人の言葉に、思わず靴のありかを捜してしまう。今日履はいていたのは、以前から日常的に使っている古いスニーカーだ。一体、いつの間にそんなものを仕込んだのだろう。

「ていうか、何で俺に黙だまってそんなこと」

「悪いとは思ったが、お前は考えてることがすぐ顔に出るからな。知ってたら、すぐに意識してバレるだろうが」

「……うっ……」

　崇人の言葉を否定できなかった。もし、ジーノに発信器が発見されていたら、破は壊かいされ、礼の身み柄がらも違ちがう場所に移されていたかもしれない。

「手を打っておいてよかった。本当は使わずにすめば一番よかったんだけどな」

「ごめん……」

「間に合ってよかったよ」

「……うん。あ、ねえ、他ほかにもいたはずだけど、大丈夫だった……？」

　ジーノの部下のような男たちが何人かいたはずだ。そういえば、崇人が部屋に入ってくる前に聞こえてきた物音は何だったのだろうか。

「心配するな。あいつらも外で気を失ってる」

「そ、そうなんだ」

　それなりに強面こわもてな面々だったはずだが、崇人の足あし下もとには及およばなかったようだ。ジーノも含ふくめ、皆みな見かけ倒だおしだったということだろう。

「怖こわかっただろう。迎むかえが遅おそくなってすまなかったな」

「バカ、何で崇人が謝るんだよ」

　崇人には何の落ち度もない。危ない目に遭あったのは、礼が約束を破り、勝手な行動を取ったせいだ。いくら油断していたとは云いえ、反省がちっとも生きていない。

　だけど、いまになってじわりと瞳の奥が熱くなってきた。崇人が助けに来てくれた。その事実だけで胸がいっぱいだった。

「泣くな、礼」

「泣いてないよ！」

　裸はだかよりも涙なみだを見られるほうが恥はずかしい。ごしごしと目を擦こすった弾はずみに、唇くちびるの傷に触さわってしまう。痛みに思わず顔を顰しかめる。

「それはどうしたんだ」

「え？　ああ、さっき、殴られたときにちょっと口の端はしが切れたみたい」

　無意識の行こう為いを指し摘てきされ、口の中の鉄の味を思い出した。

「あいつがやったのか」

「う、うん。あ、でも大丈夫だから！」

　再び表情を険しくしかけた崇人に慌ててそう訴え、再度ジーノを叩たたきのめしに行かないよう、必死にしがみついた。

「心配するな。これ以上、俺は手は出さない」

　ぽんぽんと頭を叩かれ、普ふ段だんの崇人が戻ってきていることがわかった。

「……本当にごめんなさい」

「どうした、いきなり」

「俺、迷めい惑わくばっかりかけてるなって思って……」

「迷惑だなんて思ったことはないぞ。今日はさすがに肝きもを冷やしたが、お前が無事ならそれでいい」

　目を細めて見つめてくる崇人の眼まな差ざしに落ち着かない気分になる。

「……礼、もう俺の傍そばから離れるなよ」

「うん」

　頷うなずくと、崇人に力強く抱だきしめられた。礼からも腕を回し、広い背中にしがみつく。

　崇人の腕の中で安あん堵どしかけるけれど、ジーノに云われた言葉を思い出す。崇人が礼を守ってくれるのは、ボスへの忠誠心故ゆえだ。

（……いまだけだから）

　いまだけはこの温ぬくもりが自分のものだと思いたい。背中に回した手に力を込め、逞たくましい胸に顔を埋うずめた。　>>>♥
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「ここ、どこなんだろう……」

　お湯がたっぷりと張られた猫ねこ足あしのバスタブに浸つかりながら、礼はぽつりと呟つぶやく。

　ジーノの地下室から救い出された礼は、崇人に連れられ、どこかの屋や敷しきにやってきた。暗くて全容はわからなかったけれど、古い歴史を感じる大きな建物だった。

　客室に案内されたあと、崇人は「すぐ戻る」と云ったきり、どこかへ姿を消してしまった。報告をしなければならないといったことを云っていたけれど、詳くわしいことはわからない。

　医師の診しん察さつを受けたり、食事を振ふる舞まわれたりしている間、メイド姿の女性たちが甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれたけれど、その間に崇人が戻ってくることはなかった。

　確証はないけれど、ここは礼の祖父が関係している場所のような気がする。医師もメイドも皆みな、礼に対して傅かしずくような態度を取っていた。

　礼自身は何の権力も地位も持っていない。老舗しにせブランドの看板に抜ばつ擢てきされはしたけれど、それも理由にはならないだろう。畏おそれや忠誠を抱いだく対象が祖父だと云うなら納なつ得とくもいく。

（マフィアって本当にいるんだな）

　それが礼の純じゆん粋すいな感想だった。はっきり云って、現実感が湧わいてこない。

　この数ヶ月はまるで映画の中に放り込まれたみたいな日々だった。礼の目の前にヒューバートとユーインが現れてからというもの、目まぐるしい日々の中にいる。

　そのせいで幾いく分ぶん感覚が麻ま痺ひしている部分はあるけれど、今日のことはその中でもとくに現実離ばなれしたできごとだった。

「……逆上のぼせてきた」

　つらつらと湯船の中で考えごとをしていたせいで、ぼんやりしてきた。いつまでも浸かっていたら、ふやけてしまう。

　用意されていたバスローブを羽織り、バスルームをあとにした。

　シャワーを浴びて、ジーノに触ふれられた嫌けん悪お感かんはだいぶ洗い流せた気がする。彼の手が這はう感かん触しよくは、驚おどろくほどに気持ち悪かった。

　通りすがりの接せつ触しよくなどでは、あれほどの不快感を抱いたことはない。相手の意図によっても感じ方が違うのだと思い知らされた。

　そして、改めて崇人への想おもいを実感することになった。

（……好きになっちゃってたんだよなあ）

　何がきっかけだったのかはわからない。きっと、親身に寄り添そってくれる彼にだんだんと惹ひかれていったのだろう。

「これ着ていいのかな」

　キングサイズのベッドの上には、真新しいパジャマと下着が置かれていた。バスローブのままでいるのも落ち着かないため、恐おそる恐おそるそれに着き替がえる。

　するするとした肌はだ触ざわりは心地ここちよすぎて逆に落ち着かないけれど、他に身に着けるものもない。

　所在のなさをごまかそうと部屋に置かれたアンティークの置き時計を確かく認にんすると、もうすぐ日付が変わるという時間になっていた。

（崇人、今夜は戻もどってこないのかな）

　あれだけの騒さわぎがあったのだ。事後処理は簡単にはすまないだろう。礼がしゃしゃり出ても何の役にも立たないとわかっていても、何もかも崇人に尻しり拭ぬぐいしてもらっている現状は後ろめたいの一言に尽つきる。

「！」

　罪悪感に落ち込んでいたら、部屋のドアをノックする音が聞こえ、びくりとした。

「俺だ」

「崇人!?」

　聞こえてきた声に、慌あわててドアに駆かけ寄った。逸はやる気持ちを抑おさえながら、鍵かぎを開けて崇人を出で迎むかえる。

「すぐ戻るって云いったのに、遅おそくなってごめんな」

　謝罪を口にする崇人の顔には、疲ひ労ろうの色が覗のぞいている。拐かどわかされて姿を消した礼を捜さがし出して、助け出してくれたのだ。疲つかれていて当然だ。

「ううん、忙いそがしかったんだろ？」

「まあな。───お前に話をしに来たんだ。入っていいか？」

「うん、もちろん！　えっと、何か飲む？　多分、飲んでもいいと思うんだけど……」

　いつになく神しん妙みような顔をしている崇人を迎むかえ入れた。

　この部屋にはホテルの客室のように、ミニバーがついている。酒の銘めい柄がらはまったくわからないが、きっと高値のつくものが並んでいるのだろう。

「そうだな、酒もらっていいか？」

「このグラス使っていいのかな。お酒はどれにする？」

「せっかくだから高いのを飲んじまうか」

　そう云って、崇人は並んだ酒さか瓶びんの一本を手に取り、グラスに注ぐ。そして、崇人はグラスの中身を一息に飲み干した。

「ちょっ、そんなふうに飲んで大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大丈夫だ。こうでもしないと口の滑すべりがよくならないからな」

「普段だってよく喋しやべってるだろ」

　わざわざ喋りを滑なめらかにする必要がどこにあるのだろう。

「こう見えて緊きん張ちようしてるんだよ」

　崇人は二杯はい目めを注いだグラスを手にソファにどかりと座る。礼もその隣となりにそっと腰こしを下ろした。緊張しているのは、むしろ礼のほうだ。

　彼を好きだと自覚してから二人きりになるのは初めてのことだ。いまになって思えば、よく一つ屋根の下で二人きりで何日も暮らしていたものだ。

　一いつ旦たん意識してしまうと、自然な態度を取るのが難しくなってしまった。

「そ、それで話って？」

「何から話せばいいんだろうな。クラウディオ───お前の祖父じいさんからは、お前が訊ききたいことには何でも答えろと云われてる」

「！　じゃあ、やっぱりここって俺のお祖父さんの家なの？」

　さらりと告げられた言葉に衝しよう撃げきを受ける。礼の予想は当たっていたようだ。

「そうだ。お前を狙ねらってる相手が身内だと判明した以上、他ほかのどこにいるより安全だからな。お前の誘ゆう拐かい沙ざ汰たはジーノの暴走が原因だ。もちろん、その元げん凶きようとなったのは、お前の父親の弟の世よ迷まい言だけどな」

「それはあいつから聞いた。俺がいると遺産が減るかもしれないから、早く日本に追い返せって云われたって……」

　脅おどされなくても、遺産を欲しがったりはしない。だけど、コンプレックスを抱かかえて疑ぎ心しん暗あん鬼きになった人間には、人を疑うことしかできなくなっていたのだろう。

　ジーノとは違ちがい、叔父おじのロベルトは礼を追い払はらおうとしただけだ。きっと、実際に危害を加えるつもりはなかったのだろう。

「他には何を聞かされた？」

「あいつが俺の従兄いとこだってこととか、お祖父さんがマフィアのボスだとか……それって本当なの？」

　確認するには崇人に訊くしかない。礼の問いかけに、崇人は申し訳なさそうな顔になった。

「信じがたいとは思うが事実だ」

「じゃあ、崇人がお祖父さんの命令で俺のボディガードになったっていうのも本当？」

「……ああ」

　頷うなずいた崇人の表情には苦いものが混じっていた。そんな顔をするということは、ジーノが云っていたことは大方事実だったのだろう。

　誰だれの指示でボディガードについたって、仕事は仕事だ。そうとわかっていても落らく胆たんの気持ちが消せないのは、無意識下で期待していたせいだろう。

　きっと、自分は彼自身の意志で親身になってくれているのだと思いたかったのだ。

（やっぱ、ガキだな俺は）

　ちょっと優やさしくされただけで舞い上がってしまっていたなんて、恥はずかしくて堪たまらない。

「崇人は父さんのことも知ってたんだね」

「亡なくなってるってことは聞いていた。詳くわしいことを知ったのは、お前が父親のことを捜そうとしてると知ってからだ。大学に問い合わせるよりは早いと思って、親父おやじに当時の話を訊いたんだよ。カノーヴァ家のことについては誰より詳しいだろうからな」

「崇人のお父さんって───」

「クラウディオの側近ってところかな。最初は体のでかさを買われてボディガードについたらしい。俺に仕事が来たのも、親父の繫つながりがあったからだ」

　ジーノは崇人の父親のことを弾たま避よけという云い方をしていた。やはり、組織に属する人物なのだろう。

「レナートのことを早く教えてやりたかったんだが、クラウディオの許可がなかなか下りなくてな。基本的に直じかに連れん絡らくは取れないから、親父越ごしの説得で時間がかかった。待たせてすまなかったと思ってる」

「やっぱり、俺には家のこと知られたくなかったんだね……」

　それほど信用されていないのかと、礼は密ひそかに肩かたを落とす。

　血けつ縁えんだからと云っても一いつ緒しよに暮らしたこともない相手なのだから、警けい戒かい心しんを抱いだいても仕方はないだろう。礼はそう自分を納なつ得とくさせた。

「お前は彼らの世界に近づかないほうがいいと思ったんだろう。多分、レナートの気持ちも汲くんだんだろうな」

「気持ちを汲んだってどういうこと？」

　躊躇ためらいがちに疑問を口にする。

「レナートは小さなときから、利発で頭の回転の速い子供だったらしい。クラウディオは彼を後こう継けい者しやとして期待していたみたいなんだが、残念ながら本人は自分の父親の家業を嫌きらっていたようだ」

　普ふ通つうに暮らしている礼のような人間にとっては、本来縁えんのない世界の人たちだ。

　実際に彼らのしていることを目にしているわけではないため現実味はなかなか湧わいてこないけれど、清せい廉れん潔けつ白ぱくな組織とは云いがたいだろう。

　母が好きになった人なら、曲がったことを嫌う正義感の強い人だったのではないだろうか。そんな性格だったとしたら、家業に対してのもどかしさを感じてもおかしくはない。

「当時、時代の流れもあってグレーな商売からは手を引きつつあったらしいが、だからと云って裏の顔がなかったわけじゃない。結局、レナートは家を飛び出したらしい」

「そうだったんだ……」

　価値観は人それぞれだ。父も祖父もたくさん葛かつ藤とうしたのだろう。

　生まれてくる家は選べない。貧しいから不幸になると決まったわけではないのと同様に、金があるからと云って幸せになれるとは限らない。

　だけど、親子でわかり合えないのは辛つらかったに違いない。

「この仕事を頼たのまれたとき、クラウディオは『礼には日向ひなただけを歩いて欲しい』と云っていた」

「！」

　崇人から伝えられた言葉に目を瞠みはった。

　ジーノからは、礼が何も教えてもらえないのは信用されていないせいだと云われたけれど、そうではなかったのだ。

「今回のことも、自分のしがらみに巻き込んでしまったと悔くやんでいた。結果的には、俺を近づけたせいでお前の素す性じようが割れたようなものだからな」

「でも、俺を助けてくれたのは崇人だろ。俺は崇人に会えて、本当によかったって思ってる」

「礼……」

　目的はどうあれ、血縁のしがらみがなければ崇人には出で逢あえなかったことになる。危ない目には遭あったけれど、それ以上に彼との出逢いには感謝しているのだ。

　急にしんみりとした空気になったのが落ち着かず、敢あえてテンションを上げて質問を投げかけた。

「ねえ、家を出たあと、父さんはどうしてたの？」

「ウェイターやバーテンダーとして働いてたみたいだ。それまでは何不自由ない生活を送っていただろうから、ずいぶん苦労しただろうな」

「バーテンダーってことは、母さんの勤めてたバーで働いてたのかな」

「そうみたいだな。レナートと花は、ラスベガスのマジックバーで出逢ったそうだ。すぐに親しくなり、結けつ婚こんの約束もしていたらしい」

「じゃあ、何で別れたの？」

　国こく籍せきの違いはあるけれど、その頃ころの母には障害となるようなものはなかったはずだ。アメリカで暮らそうと思えばできただろう。

「……レナートには婚こん約やく者がいたんだ」

「婚約者───」

　想定外の単語に言葉を失う。

「って云いっても、親が勝手に決めた相手だけどな。レナートが家を出たのはそれを拒こばむためもあったんだろう。だが、お前の祖父さんはそれを花に伝えて、身を退ひくように云ったらしい。手切れ金を渡わたそうとしたら『バカにするな』って突つっ返されたそうだ」

「母さんらしいな」

　そのときの様子が目に浮うかぶようだ。彼女はとても気の強い人で、一度こうと決めたら絶対に譲ゆずらない頑がん固こさがあった。

「花が姿を消したのは、そのすぐあとだったそうだ。クラウディオのことは追い返したけど、レナートのためには自分が身を退いたほうがいいと思ったんだろう。そのときにはお前がお腹なかにいたんだろうな」

「俺が……」

　母はどんな気持ちで一人日本に帰り、自分を産んでくれたのだろう。

　身内贔屓びいきもあるかもしれないが、母は気立てのいい人だった。気があるような素そ振ぶりを見せる男性も少なくなかった。一度、何故なぜ恋こい人びとを作らないか訊いてみたことがある。

　そのときは「仕事が恋人だから」と云っていたけれど、実際は父のことを想おもい続けていたからだったのだろう。

「クラウディオが礼のことを知ったのは、レナートが亡くなったあとのことだと云っていた。遺品に残ってた花宛ての手紙を届けるために行方ゆくえを捜さがしたら、レナートそっくりの子供が生まれていたそうだ。それから、お前のことを見守ろうと決めたと云っていた」

「…………」

「金銭的な援えん助じよなんかしても花は受け取らないとわかっていたからな。いざというときに密かに手を貸そうと決めたらしい」

「もしかして───」

　崇人の話には心当たりがあった。礼たちが困り果てることがあると、ひょんなところから手が差し伸のべられ助けられることがあった。当時は偶ぐう然ぜんの幸運だと納得していたけれど、あれは祖父の厚こう意いによるものもあったのかもしれない。

「花が亡くなったときは血縁だと名乗り出て、援助を申し出ようと思ったらしい。けど、単純な立場じゃないからな。悩なやんだ末に諦あきらめたそうだ。その代わり、俺をお前の傍そばに置いておくことにしたってわけだ」

「え？　崇人はいつから俺のことを？」

　さらりと云われた言葉に引っかかりを覚える。思わず訊きき返すと、さらに驚おどろくべき事実が告げられた。

「……一年前だ」

「えっ、そんなに前から!?」

　返ってきたのは気まずげな声こわ音ねだった。目線が明後日あさつての方向を向いているのは、礼に対して後ろめたさを感じているからだろう。

「ある日、俺は親父に呼び出されて、クラウディオからお前の身辺警護を依い頼らいされた。一人になったお前が心配になったんだろう。定期的に日本に行って、お前の身辺の安全確かく認にんをして報告するのが俺の任務だった。けど、お前自身を見張ってたわけじゃないから安心しろ───って云い訳にもならないな。すまん、気分はよくないよな」

「あ、いや、驚いたけど別に……」

　初対面のときから妙みように親しげだったのは、以前から礼のことを知っていたからだったのだろう。これまでの崇人の態度が少し気になっていたぶん、逆に納得がいった。

（心配性しようって云うか、何と云うか……）

　息子むすこ、レナートとの関係に後こう悔かいを抱いだき、その気持ちを礼に対して反映させているのだろう。不器用にもほどがある。

「確認しておきたいんだけど、その……崇人は正式なメンバーってわけじゃないんだよね？」

　念のため、確認しておく。自分のボディガードの任を引き受けたことによって、意に染まぬ選せん択たくをすることになったのだとしたら、申し訳が立たない。

「ああ、俺自身は関係者と云えば関係者なんだろうが、雇こ用ようは会社と結んでるだけだからな。万が一、メンバーになれと云われても従うつもりはない。俺にとってクラウディオは親会社の会長ってだけだ。雇用の上での上下関係はあっても忠誠を誓ちかうボスじゃない」

　崇人の口から構成員でないとわかり、少しほっとした。

「何か頭がパンクしそう」

　一気に情報を与あたえられ、処理が追いつかない。

「今日はこのくらいにしておくか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。いま、頭の中整理してるから。あ、そうだ、［フェデリーカ］のことはさすがに無関係だよね……？」

　一応、確認しておきたかった。はっきり云って、祖父の行動は過保護すぎる。孫が独りになったからと云って、警護を送り込むなんて普通じゃない。

　ヒューバートたちを疑うわけではないけれど、手を回しかねないタイプに思えたのだ。

「もちろんだ。お前がイメージモデルにスカウトされたときは驚いた。クラウディオに報告したら、面めん倒どうなことになったなんて云いながら嬉うれしそうにしてたよ」

「あれ？　でも、ボディガードは［ＨＵＥＳ］で雇やとったんじゃなかったっけ？」

「お前がこっちに来るとなると、離はなれての警護じゃ不安だったんだ。ヒューバートに事情を話して、協力してもらった」

「つまり、ヒューバートたちも俺の素性とか知ってたってこと？」

「こちらから話を持っていく前に把は握あくしていた。偏へん見けんなく扱あつかってもらえればと思っていたが、そんなこと彼らには云うまでもなかったな」

　肌はだで感じていた以上に、周りの大人たちに大事にされていたようだ。

「色々思うところはあるだろうが、クラウディオの気持ちをわかってやって欲しい。まあ、俺が偉えらそうに云うことでもないけどな」

　崇人の話で祖父の気持ちは概おおむね理解できたような気がする。けれど、こんな大事なことを自分の口で語ろうとしないということは、礼と顔を合わせるつもりはないということだ。

「───お祖父じいさんには会えないの？」

「残念だが、直接会う気はないそうだ。下手に動いて、また危ない目に遭わせるわけにはいかないってな。多分、この家に来るのもこれが最後になるだろう」

「そっか……」

　いまとなっては数少ない血けつ縁えん者だ。けれど、本人に会う気がないのなら無む理り強じいするわけにはいかない。

　血縁と云えば、礼に危害を加えようとしたのは従兄いとこであるジーノだった。

「そういえば、あいつはどうなるんだ？」

「あいつ？　ああ、ジーノのことか。お前は知らないほうがいいだろう。ただ、何かしらの罰ばつが下されるはずだ」

「知らないほうがいいって……」

「ジーノは身内とは云え、あれだけのことをやらかしたんだ。命があるだけマシだと思うしかない」

「……っ」

　崇人の乾かわいた口調に背筋が震ふるえる。自分を乱暴しようとした相手に同情するわけではないけれど、気持ちのいい話でもない。いま考えると、パーティの夜に礼に接せつ触しよくしてきた男たちの処しよ遇ぐうが内々にされたのも、祖父絡がらみの対応だったのだろう。

「心配するな。首の皮まで切れることはないだろう」

「……うん」

「さて、俺が教えられることはこれで全部かな。他ほかに知りたいことはあるか？」

　話し終えた崇人に違い和わ感かんを覚える。まるで、これが最後とでも云わんばかりの口調だ。それなのに、礼を見つめる表情はどこか物云いいたげだ。

「───どうしてそんな顔してるんだよ」

「そんな顔？」

「もう会えないみたいな顔してる」

　追つい及きゆうすると、崇人は苦にが笑わらいを浮うかべた。

「……ヘンなところが鋭するどくて参るな。そのとおりだよ。お前を危険な目に遭あわせた俺もボディガードはクビになるだろうからな。今夜だけ、特別に会うのを許してもらったんだ」

「何で許可が必要なんだよ！」

　忠誠を誓う相手ではないとは云え、崇人にとって、礼の祖父は大きすぎる存在なのだろう。

　崇人と過ごせる時間が今夜だけしかないと思うと、焦あせりが込み上げてきた。もし、これきり会えなくなると云うなら、自分の気持ちを伝えるチャンスはいましかない。

「俺も崇人に話がある」

「話？」

　礼は拳こぶしを固く握にぎりしめ、唾つばを飲み込んだ。

「色々あったし、ただの思い込みだって思われるかもしれないけど、そうだってわかったのはちょっと前のことだから自分でも正直混乱してて……って何云ってるんだろ、俺。ちょっと待って、いま準備するから」

　訝いぶかしげな表情を向けてくる崇人に手で待ったをかけ、深呼吸を繰くり返す。たった二文字の言葉を伝えるだけなのに、なかなか音にすることができない。

「何の話かわからないが、無理はしなくていいんだぞ？」

「大丈夫。いま云わせて」

　これが最後なら、無理だって何だってする。気き遣づかわしげな眼まな差ざしを向けてくる崇人の目を見つめ返し、大きく息を吸い込んだ。

「崇人が好きなんだ」

　崇人は一いつ瞬しゆん大きく目を見開いたあと、ゆっくりと瞬しばたたく。

「……いま、何て……」

　意を決して告げた言葉を訊き返され、一気に恥はずかしくなる。

「こんなこと何度も云わせるなよ！　好きだって云っただけだ。俺なんかガキすぎて、崇人の相手になんかならないってわかってるよ。最後に気持ちを伝えておきたかっただけだから気にしないで───」

　全すべてを云い終わる前にキツく抱だきしめられた。胸に顔を押しつけられ、目を白黒させる。

「た、崇人？」

「……驚いた。先に云われるとは思わなかった」

「先に？　え、何を？」

　戸と惑まどいが先に立ったけれど、呼吸を繰り返しているうちに崇人の心臓も早はや鐘がねを打っていることに気がついた。

「好きだ」

「え？」

　今度は礼が驚おどろく番だった。困こん惑わくしていると、そっと体を離され、真正面から見つめられる。

　瞬まばたきすることも忘れて、崇人の顔に見入ってしまう。そう告げる崇人の顔は噓うそを吐ついているようには見えなかった。

「今夜でボディガードの任は解かれるだろう。だが、これからもずっとお前の傍そばにいさせて欲しい───そう云おうと思ってたんだ」

「……そんなこと云われたら、どこにも行かせたくなくなるだろ」

　照れ隠かくしから、詰なじるような口調になってしまう。

「後悔しないか？」

　傍にいたいと云ったくせに、後ろ向きな発言をする崇人につい笑ってしまった。この展開に戸惑っているのは、彼も同じなのかもしれない。

「ここで帰したら、そのほうが後悔する」

　堪たまらず、崇人に抱きつく。一方的な告白のつもりでいた。まさか、こんな展開になるだなんて夢にも思っていなかった。

（夢みたいだ）

　都合のいい妄もう想そうの中にいるのかもしれない。それなら、いっそ目覚めずにいたいくらいだ。

「愛してる、礼」

「……っ」

　込み上げてきた感情に突つき動かされるようにして、礼は崇人に口づけた。










　部屋の照明は一つもついていないのに、天てん井じようまである大きな窓から皓こう々こうとした月明かりが差し込んでいる。

　身に着けていたものは、それこそ手品のように手て際ぎわよく取り去られた。一糸纏まとわぬ姿にされた礼の体に、崇人は慈いつくしむようにあちこちにキスを落とす。

「んっ」

　抱だいてくれとねだったのは礼だけれど、やはりこうしてベッドの上で裸はだかを晒さらすのは恥ずかしい。大浴場で人目を意識したことはないし、水着を恥ずかしいと思ったこともない。衣装に着き替がえるときも同様だ。

　どうしてだろうと思いかけ、その理由に気がついた。崇人の眼差しが普ふ段だんとは違ちがうせいだ。欲よく情じようして熱を持った瞳ひとみに見つめられると、礼の体まで熱くなってくる。

「……あんまり見ないでよ」

「あんなに大勢に見つめられて平気だったくせに」

「ステージの上とは違うだろ！」

「確かに、こんな姿は他の誰だれにも見せるつもりはないな」

「あ、ん……っ」

　唇くちびるを啄ついばまれ、上うわ擦ずった声が零こぼれる。さっきからしつこいくらいに口づけられたせいで、腫はれぼったくなっている気がする。

「ねえ、訊きいてもいい？」

「ん？」

「俺のこと、意識するようになったのっていつか覚えてる？」

「いつと訊かれると難しいな。初めはただ命じられた仕事として礼のことを守っていた。だけど、独りで頑がん張ばってる礼を見てたら、自分の意志で守りたいと思うようになっていったんだ」

「……そっか」

　崇人も自分と同じようにだんだんと惹ひかれていったのだと思うと、何となく嬉うれしかった。

「いたっ」

　鎖さ骨こつに歯を立てられ、小さく声を上げる。全身が過か敏びんになっているようで、些さ細さいな刺し激げきにも反応してしまう。

「すまん、跡あとつけたらまずいよな」

「え？　あ、そっか……」

　衣装合わせでは大勢の前で裸ら体たいを晒すことになる。隠れているのは下着を穿はいている部分だけだ。この休みが明けたら、また撮さつ影えいに入る。

　どんなに食べても体型は変わらないけれど、キスマークを見られるのは気まずい。

「ここならバレないだろ」

「あ……っ」

　胸の先に吸いつかれ、甘ったるく上擦った声が上がる。

　崇人は感じて尖とがったそこを舌で転がし、歯を立てる。そんな愛あい撫ぶと甘嚙がみを繰り返されているうちに、礼の欲よく望ぼうが徐じよ々じよに兆きざしてきた。　>>>♥

「や、あ、そんな強く吸ったら……っ」

　崇人はちゅ、と音を立てて唇を離はなし、顔を上げる。そうして、したり顔で礼に告げた。

「赤くなってきた」

「なっ……」

　刺激を与あたえられたのだから、変化があって当然だ。ただ事実を告げられているのに、それが恥ずかしくて堪らない。

「ひゃ！　あっ、あ……っ」

　放っておかれていたもう一方の尖りに嚙みつかれた。びくんっと跳はねた体を押しつけられ、愛撫を続けられる。

　体の奥のほうに生まれた疼うずきはどんどん大きくなってくる。反り返った屹きつ立りつはどくどくと脈打ち、その存在を主張している。

　触ふれられたい。強く擦ってもらいたい。そんな浅ましい欲望が頭を擡もたげてくる。だけど、そんなこと口にできるわけがない。

　手を伸のばし、自分で慰なぐさめてしまいたい気持ちもあったけれど、崇人の前でそんな真似まねをする勇気は持てなかった。

「あ、はっ……んん」

　腰こしや太ふと腿ももを撫なで回す手は、何故なぜか肝かん心じんは場所には触れてこない。礼はもどかしさに膝ひざを摺すり合わせた。

「触さわって欲しい？」

「そんなの……っ」

　云いわなくてもわかるようなことを訊かないで欲しい。拗すねた眼差しを向けると、さらに視線で問いかけられた。礼が言葉にするまで焦じらすつもりなのかもしれない。

　崇人が期待しているのは恥じ入りながらねだる姿だろう。思い切って明け透すけに云えば、少しは意い趣しゆ返しになるかもしれない。

　そうは思ったけれど、いざ口にするとなるとやはり恥ずかしかった。

「……って」

「よく聞こえなかった」

「だから、触ってってば……！」

「どうやって？」

「どうって……好きにすればいいだろ……」

　初心者にそんな質問をしないで欲しい。恥はずかしさのあまり、語ご尾びが尻しりすぼみになっていく。

「わかった」

「え？　え？　何する気───」

　おもむろに体の位置をずらす崇人に戸と惑まどった。

「好きにしていいんだろう？」

「ひゃあっ」

　慌あわてて体を起こそうとしたけれど、いきなり足を押し開かれ、声がひっくり返ってしまう。自らのあられもない姿に、一気に頭が煮にえたぎる。

　がっちりと太腿を摑つかまれたまま、崇人の肉厚な唇に自身が吞のみ込まれていく。

「やだ、や……っ」

　熱く濡ぬれた感かん触しよくに包まれているだけでも刺激が強いのに、崇人は音を立ててしゃぶる。飴あめを舐なめ溶とかそうとするかのように舌を絡からめながら、膨ふくらみを弄もてあそび、根本をキツく扱しごく。

「あ、はっ…あ、んん……っ」

　好きな人が自らの昂ぶりを舐めているというその事実に目眩めまいがする。

　手た繰ぐり寄せた枕まくらに顔を埋うずめ、言葉にならないほどの羞しゆう恥ちと強すぎる快感を堪たえ忍しのぶ。触って欲しいとは云ったけれど、こんな強きよう烈れつな刺激は想像していなかった。

「もぉやだ、溶けちゃう……！」

　何もかも溶け落ちて、形をなくしてしまいそうだ。頭を上げさせようとしたけれど、崇人は口こう淫いんをやめてはくれなかった。

　それどころか、それまで以上に愛撫に熱を込め、ねっとりと舌を絡ませてくる。

「心配するな。溶けるどころかガチガチだ」

「やめ、もういいから、あっ、や……!?」

　崇人は礼のそれを舐め上げ、体液の滲にじむ先せん端たんを指先で抉えぐる。イキそうになるたびに根本をキツく締しめつけられ、衝しよう動どうを抑おさえ込まれる。

　そうやって出口を失った熱は礼の中で暴れ回り、理性を残らず奪うばい去った。

「いや、あ……っ、あっあ……！」

　もう出したい。何もかも吐はき出して楽になりたい。そんな欲よくばかりが頭の中で渦うず巻まいている。

「あ、あ、あ───」

　強制的に追い上げられ、頭の中が真っ白になる。意志の力では衝動を抑えることはできず、彼の口こう[image: ]こうに欲望を放ってしまった。

　下か肢しを震ふるわせながら終わりを迎むかえた礼のそれを、崇人はさらにキツく吸い上げる。

「[image: ][image: ][image: ]っ」

　強制的に射精させられた礼はぐったりと四し肢しを投げ出した。気持ちよすぎるのも体には負担なのだと思い知らされた。全身が気け怠だるく、指先にも力が入らない。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　気き遣づかわしげな問いかけも、いまは少し恨うらめしい。

　初めて抱だかれたあと、平常心を取り戻もどすのは至難の業わざだった。なのに、これほどの快楽を教え込まれてしまって、自分はどうなってしまうのだろう。

「気持ちよすぎて死んじゃう……」

　正直な感想を告げたら、崇人は笑い声を上げた。

「それはまだ早いだろ。もう少しつき合ってもらわないと俺が困る」

「あっ、ごめん、俺ばっかり……」

　一人で気持ちよくなって終わった気でいたけれど、崇人のほうはまだ何も終わってはいない。自分も何かするべきではないかと体を起こそうとしたけれど、思うように手足が動かなかった。

「いい、お前はそのままぼんやりしてろ」

「え……？」

　軽々と抱だき起こされ、胡座あぐらをかいた崇人の上に後ろ向きに座らされた。力の入らない体を、まるで子供のように抱きかかえられる。

「少し足を開いて、膝を立てられるか？」

「こ、こう？」

　膝を立てると、崇人の胸に背中を預ける格好になる。指示には従おうとは思ったけれど、足はあまり大きく開けなかった。

　終わりを迎えたばかりの自身がまだ緩ゆるく勃たち上がったままだ。さすがにそれを堂々と晒さらせるほど明け透けにはなれない。

「そうだ。よくできたな」

　この程度のことで褒ほめられても、と苦情を云おうとしたけれど、あらぬ場所にぬるりとした感触がして息を吞んだ。

「な、何？」

「今日はちゃんと慣らすから」

「ん……っ」

　窄すぼまりをゆるゆると撫でられ、思わずそこに力を込める。けれど、それは些さ細さいな抵てい抗こうでしかなく、簡単に指先が押し込まれてしまった。

「ぅあ……っ」

「痛くはないだろう？」

「や、あ…あ……っ」

　礼の体は崇人の指を易やす々やすと吞み込み、そして、締めつける。内ない壁へきを探さぐるように抜ぬき差しされ、上うわ擦ずった声が上がった。

　口淫で残ざん滓しまで絞しぼり取られたはずなのに、後ろへの刺し激げきでまた自身が張り詰つめてくる。あっという間に反り返り、先端が潤うるみ始めた。

「もうガチガチだな」

「ひぁ……っ、あ、だめ、一いつ緒しよに…しないで……っ」

　崇人は右手で後ろを解ほぐしながら、左手で昂ぶりを弄いじり始める。たっぷりとオイルが塗ぬられた指でぬるぬると扱かれ、一層高い声が出てしまう。

「どうしてダメなんだ？」

「だって、また、すぐイっちゃう……っあ、あ……っ」

　ついさっき呆気あつけなく果てたばかりだ。しかも、好きな人の口の中で。

（ていうか、さっきのって───）

　自らが吐き出した欲よく望ぼうの行方ゆくえを考えかけたけれど、容よう赦しやのない責め立てに思考が散ってしまう。いまは余計なことを考えている余よ裕ゆうがない。

「ぁん、や、そこだめ、あっ、あ……！」

「何度イったっていいだろ」

「俺ばっか…やだ……っ」

「可愛かわいいな」

「やだぁ……っ、あっあ、あ」

　必死に頭かぶりを振ふり、崇人へ訴うつたえる。だけど、手加減するどころか、さらに追い詰めてくる。体を[image: ]よじって再度訴えようとしたけれど、言葉を発する前に口を塞ふさがれてしまった。

「んぅ、ン、んん……っ」

　口づけで苦情は封ふうじ込められる。無理な体勢でのキスを解ほどくことくらい簡単なはずだ。なのに、止められないのは快楽に打ち勝てないせいだ。

　貪むさぼられる唇くちびるや絡み合う舌が甘く痺しびれて気持ちいい。もう嫌いやだという気持ちも、もっとして欲しいという気持ちも真実だ。

　矛む盾じゆんした感情の狭はざ間まで揺ゆれ動くけれど、すでに理性の旗色のほうが悪くなってきていた。

「ぁん、ん、ん」

　肉厚の舌に口の中を搔かき回されると、喉のどの奥が甘く鳴る。キスに夢中になるあまり、自分からも求めるように舌を絡めてしまう。

　ガチガチに張り詰めた自身を扱かれる感触も、体の中で異物が蠢うごめく違い和わ感かんも、堪たまらなく気持ちよかった。

「はっ……」

　尚なおも続けようとしていた口づけを解かれると同時に、指が引き抜かれた。派手に搔き回されていたせいで、云いいようのない喪そう失しつ感かんを覚える。

「や、何で……」

「そろそろいいよな？」

「何が───」

　ぼやけた頭では曖あい昧まいな言葉の意図を察せられない。わけもわからず戸と惑まどっていると、がっちりと摑つかまれた腰こしを力任せに持ち上げられた。

「ひゃ……!?」

　熱くて硬かたいものがあてがわれる。その感かん触しよくに息を吞のむ間もなく体を引き下ろされ、一息に最奥まで穿うがたれた。　>>>♥

「ああぁっ」

　焼けつくような衝しよう撃げきに、目の前がチカチカと明めい滅めつする。崇人の欲望に貫つらぬかれたのだと自覚したときには、もう全身が甘く痺れきっていた。

　四肢に力が入らず、くたりとなった体を崇人は力任せに揺さぶってくる。

「あっ、や、あ、あ……っ」

　奥を突つかれるたびに、上擦った声が上がる。

　穿たれるたびにオイルがぬちゅ、ぐちゅ、と音を立てる。滴したたり落ちるほど塗りたくられたそれのお陰かげで、初めてのときより抜き差しが滑なめらかなようだ。

　抱かかえられたまま貫かれた体は荒あら々あらしく揺さぶられ、快感に蕩とろけていく。

「ぁん、あ、ああ……っ」

　苦しいけど、信じられないくらい気持ちいい。初めてのときも噓うそみたいに乱れてしまったけれど、想おもい合っているとわかったいま、余計に敏びん感かんになっている気がする。

　だからこそ、不満なことが一つある。

「や、あ……っ、崇人……っ」

「ん？」

「これ、やだ、ちゃんと顔が見たい……っ」

　後ろから抱えられたまま終わりを迎えるなんて嫌だ。せっかく気持ちが通じ合ったのだから、ちゃんと抱き合いたい。

　体を[image: ]って訴えると、一いつ旦たん繫つながりを解かれ、仰あお向むけに横たえられた。硬いもので擦られて敏感になった内壁は、いまも刺激を待ち侘わびてひくついている。

「あ、んん……っ」

　足を開かされてあてがわれた屹きつ立りつは、躊躇ためらいも見せず礼の中に侵しん入にゆうしてきた。

　さっきとは違ちがい、ゆっくりと奥へと進んでくる。そのせいで、自分を犯おかしているその形をはっきり意識してしまう。

　埋うめ込まれたそれは、息が詰まりそうに大きくて熱い。触ふれ合った粘ねん膜まくからはその熱さと力強い脈動が伝わってくる。

（凄すごい……どくどくいってる……）

　本来、異物を受け入れるようにはできていないというのに、礼の体はすんなりと崇人を受け入れ、二度と離はなすまいと云わんばかりにねっとりと絡からみつく。

「そんなに強くしがみついたら、それこそ顔が見えないだろ」

　苦く笑しようされながら、やんわりと腕うでを剝はがされる。無意識に崇人の首にしがみついていたようだ。

「だって……」

「俺はちゃんとここにいる」

「ん……」

　額にぐずる子供を宥なだめるようなキスを落とされる。崇人の唇は目元、頰ほお、唇を順に辿たどる。触れるだけのそれに耐たえきれず、礼は自分から口づけを深くした。

　崇人も礼の求めに応こたえ、舌を絡めてくる。唇を交わらせながら、繫つながり合った体を揺さぶられる。

「んっ、んん、ぁん」

　喉の奥から押し出される声は唇を塞がれているせいで、くぐもった音になる。触れている全すべての場所が蕩け、混じり合っていくような錯さつ覚かくを感じた。

　口づけが解けた瞬しゆん間かん、目が合った。

「……あ……」

　いざ向き合ってみると、生半可な恥はずかしさではなかった。相手の顔が見えるということは、自分の顔も見られているということだ。

　思わず腕で顔を覆おおったら、すぐに剝がされ手首をシーツに縫ぬい留められてしまった。

「や……っ」

「顔が見たいって云ったのはお前だろ？」

　崇人は礼の手首を固定したまま、さらに体を激しく揺すってくる。後ろからの突き上げとは違う部分に切っ先が当たる。

「ひぁ……っ、あっ、あ、あん！」

　崇人は飢うえた獣けもののような眼まな差ざしで礼を射貫きながら、ただひたすらに追い詰めてくる。休みない抜き差しに、止め処どない嬌きよう声せいが零こぼれ落ちた。

「目を逸そらすな。ちゃんと俺を見ろ、礼」

「や……っ、あ、あ……ッ」

　縺もつれ合った視線を外せなくなる。見つめられながら激しく穿たれ、礼はさらに快感に[image: ]おぼれていった。

　これ以上ないほどに張り詰つめ、反り返った欲よく望ぼうは崇人の腹部で擦こすれてしまう。突き上げられるたびに、先せん端たんから蜜みつを溢あふれさせてしまう。

「……き、崇人、好き……っ」

「……ッ」

　堪らず零れた言葉に、崇人は虚きよを衝つかれたようだった。

「いまの不意打ちは利きいたな」

「え？　あ、うそ───」

　礼の中の昂ぶりがさらに硬こう度どを増した。凶きよう器きのような屹立でより一層荒々しく搔き回してくる。責め立ては激しさを増し、どうしようもない快感に惑わく乱らんした。

「ああっ、だめ、ヘンに、なる……！」

「俺なんか、もうとっくだ」

「ひぁ……っ、あっ、あ、あ!?」

　体の中も頭の中もめちゃくちゃだった。ひたすら追い込まれ、啜すすり泣くような喘あえぎ声を上げ続ける。

「いく、いっちゃう、たか…と……ッ」

「礼、愛してる」

「あっあ、あ───」

　最後に礼を追い詰めたのは、絞しぼり出されるように告げられた囁ささやきだった。その声こわ音ねを引き金に礼は体を大きく震ふるわせ、欲望を撒まき散らす。

「く……ッ」

　潤うるんだ瞳ひとみの奥を見つめられたまま、体の奥に欲望の証あかしをたっぷり注ぎ込まれた。礼のそこはびくびくと大きく震える屹立をキツく締しめつける。

「俺も、愛してる」

　二度と離れまいと云わんばかりに固く抱だき合い、そして、自分の意志ではっきりと自らの想いを口にした。
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「……ん？」

　眩まぶしさに顔を顰しかめる。うっすらと目を開けると、カーテンの隙すき間まから一筋の光が差し込んでいた。

（……もう朝……？）

　昼間のような明るさではないが、夜は明けたようだ。自分のいる場所を思い出せず、ぼんやりと瞬まばたきを繰くり返す。

　何気なく寝ね返がえりを打った瞬間、視界にアップで人の顔が飛び込んできた。

「！」

　崇人の腕の中で眠ねむりについたことを思い出す。礼が枕まくらにしていたのは、彼の逞たくましい腕だった。

（どうりで硬かたいと思った……）

　いい男は眠っていても、いい男だ。目を閉じていると、睫まつ毛げの長さがよくわかる。日中は綺き麗れいに剃そられている髭ひげが少し伸のび、触さわると少しざらざらする。

　自分の顎あごと触り比べてみるが、礼のほうはあまり指に当たる感かん触しよくがない。礼ももっと大人になれば、崇人のように男らしくなれるだろうか。

　一度目が覚めてしまったら、眠れなくなってしまった。

　規則正しい寝ね息いきを立てている崇人を一人残し、礼はそっとベッドを抜ぬけ出した。足音を立てないよう窓に歩み寄り、カーテンの隙間から外を見る。

「……凄い……」

　静かにしようと思っていたのに、思わず呟つぶやきを零してしまった。眼下に広がる庭園は、一面ヒマワリで埋め尽つくされていた。










　クローゼットに用意されていた服を身に着け、外へ出た。勝手に出歩くのはよくないかと思ったけれど、庭のヒマワリを近くで見てみたかったのだ。

「色んな種類があるんだ」

　上から見ていたときは気がつかなかったけれど、それぞれ色や形が違っている。この庭を母に見せたら、きっと喜ぶだろう。仏前に供えるために写真を撮とっていってもいいだろうか。

「おはよう」

「……ッ」

　不意に声をかけられ、飛び上がらんばかりに驚おどろいた。

「あ……おはよう、ございます……」

　勝手に出歩いていた後ろめたさでびくびくしてしまう。だが、礼が怒おこられることはなかった。

　庭園の先客は白はく髪はつの老ろう齢れいの男性だった。ナイトウェアにガウンを羽織っているところを見ると、この屋や敷しきの人なのだろう。

（あ、瞳の色がブルーグレーだ……）

　彼の容よう貌ぼうに自分と共通する特とく徴ちようを見つけ、礼は小さく息を吞のむ。言葉で教えられなくとも、この人が自分の祖父なのだということがわかった。

　からかわれるから、小さい頃ころは嫌いやで仕方がなかったこの瞳の色はいまとなっては宝物になった。父親からの贈おくりものなのだから。

　そして、父のそれは祖父から受け継ついだものだったのだろう。

「こんなに朝早くに散歩か？」

「目が覚めてしまったので……。あの、ヒマワリが凄すごく綺麗ですね」

「そう思うか？」

「はい、とても」

　それは心からの言葉だった。

「ここは息子むすこが丹たん精せいしていた庭なんだ。小さい頃から土いじりが好きで、話すことは花のことばかりだった。いまは庭師が管理してくれている。私の手には負えないからな。ヒマワリが一番のお気に入りだったよ」

　彼は淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。きっと、この庭には大切な思い出がたくさんあるのだろう。

「母もヒマワリが好きでした。俺も大好きな花です」

「……そうだな。私もいまは嫌きらいではない」

　云いい回しはややこしかったけれど、ヒマワリを見つめるその眼まな差ざしは優やさしく、どこか淋さびしげだった。

　しばらくの間、二人黙だまってヒマワリを見つめていたけれど、やがてぽつりと訊たずねられる。

「幸せか？」

「───はい」

「……そうか」

　再び、沈ちん黙もくが訪おとずれる。礼は込み上げてくる涙なみだを必死に堪こらえていた。
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「あっつい……」

　茹うだるような暑さに、うんざりと呟く。

　一通りの撮さつ影えいを終えたあと、夏休みが終わる前に日本に帰ってきた。

　崇人とは遠えん距きよ離り恋れん愛あいになってしまうが仕方ない。次に礼が渡と米べいできるのは冬休みだ。それまでの約三ヶ月はパソコンのモニター越ごしで我が慢まんするしかない。

　礼の誘ゆう拐かいの件は、やはり警察沙ざ汰たになることはなくニュースにもならなかった。崇人が云っていたとおり、内々に処理したということだろう。

　幸いなことに、危き惧ぐしたように崇人がボディガードから解任されることはなかった。

　アルバイトを終えた礼は、自宅マンションへ向かう。いつもの道を歩いていると、アメリカでの日々がまるで夢のように感じられる。

　一人になったいま、もっと狭せまいマンションに引っ越したほうが節約になるとわかっていても、母との思い出が詰つまった部屋からは離はなれがたかった。

「引っ越しかな？」

　マンションの前に業者のトラックが停とまっている。隣りん人じんは礼がアメリカに行っている間に引っ越してしまったらしい。

　生活スタイルがずれていたため、基本的にはつき合いのない人だった。声が大きく振ふる舞まいも粗そ野やで、よく友人を招いては夜通しの酒盛りをしていた。

　半年もせずに出ていったことになるが、正直云って、住人が替わってくれるのはありがたい。新しく来た人は騒そう々ぞうしくないといいのだが。

　引っ越しをしている部屋は一番奥の部屋のため、自分の部屋に辿たどり着くには忙せわしなく行き交かう荷物の横を通り抜けねばならない。

「通って大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、すみません、ご迷めい惑わくおかけしてます！」

（ずいぶんでかいベッドだな……）

　縦も横もあるベッドを運び込んでいる。角部屋は少し広めだとは云え、あんな大きさのものを入れたら、他ほかに何も置けなくなってしまいそうだ。

　そんなことを考えながら、自宅に入る。一日閉めきっていた部屋は蒸むし風呂のようになっていた。

「ただいまー」

　独り暮らしになってからも、つい口にしてしまう。手を洗い、作り置きの麦茶で喉のどを潤うるおしていたら、ピンポーンとチャイムが鳴った。

「はーい、どちらさま───」

　何も考えずにドアを開けた礼は、玄げん関かん前に立っていた男の姿に目を瞠みはった。

　足あし下もとから頭の先まで確かく認にんする。どこからどう見ても、数日前に涙の別れをしてきた恋こい人びとだった。あまりに信じがたい光景に、思考が停止する。

　あまりの暑さに脳がやられて、幻げん覚かくを見ているのだろうか。

「隣となりに引っ越してきた衛本といいます。これからよろしく」

「…………何で？」

　捻ひねり出した言葉は間の抜けた問いかけだった。

「俺はお前のボディガードだろ」

「そうじゃなくて……！」

「もしかして、これが違ちがったか？　日本じゃ引っ越しのときは蕎麦そば持ってって挨あい拶さつするって聞いたんだが……」

「いや、だから、そういうことじゃなくて、どうして日本にいるんだよ!?」

「ヒューバートに口利きいてもらって、クロフォード・グローバルの子会社に転職したんだ。来月付で日本支社の所属になる」

「そんなこと昨日は一言も云ってなかっただろ!?」

「礼を驚かせたくて。本当はもっと早く来たかったんだが、引き継ぎに時間がかかってな。俺に会えなくて淋しかっただろ？」

　崇人は満足げな顔をしているけれど、数日前に空港で今生の別れのような醜しゆう態たいを晒さらしてしまった礼としては平静を保っていられない。

（こんなことなら、あんなに泣き喚わめかなかったのに……！）

　あのとき、崇人は一体どんな気持ちで礼を宥なだめていたのだろう。

「どうした？」

「どうしたじゃないだろ！」

　込み上げる羞しゆう恥ちを処理しきれず、真っ赤になって声を荒あららげる礼だった。
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　はじめまして、こんにちは、藤ふじ崎さき都みやこです。

　この本が出る頃ころには、梅雨つゆを迎むかえているでしょうか？　じめじめした空気はあまり得意ではないのですが、今年は傘かさとレインブーツを新調したので、雨が降るのも楽しみです。




　さて、この度たびは『独どく占せんトラップ』をお手に取って下さいまして、ありがとうございました！

　今回は、メインキャラクターを一新しました。ひょんなことから大役に抜ばつ擢てきされた大学生の礼れいとそのボディガードの崇たか人とのお話です。

　平へい凡ぼんな大学生だった礼が騒そう動どうに巻き込まれるに当たって、何か特技があったほうがいいのではと担当さんと相談した結果、こういったストーリーになりました。

　脇わき役やくで登場しているヒューバートとユーインのお話、『純情トラップ』『発情トラップ』もどうぞよろしくお願いします！




　それと近刊のお知らせをさせて下さい。

◆二〇一五年五月一日発売『メロメロ。』（挿さし絵え・陸裕千景子先生）

　空手指導者×小さな診しん療りよう所じよを営む医師のお話です。「理想の体」を持つ攻せめに、体（筋肉）で誘ゆう惑わくされる受という展開になっておりますので、よろしければお手に取って下さると嬉うれしいです！

◆二〇一五年八月一日発売予定『純愛ロマンチカ８』（原案＆挿絵・中村春菊先生）

　今回は、美み咲さき（偽にせ）から迫せまってみたり、コスプレしたりしています。こちらもどうぞよろしくお願いします。

◆二〇一五年七月放送開始予定　ＴＶアニメ『純情ロマンチカ３』

　十周年記念でコミックス同どう梱こん版ＯＶＡはありましたが、ＴＶアニメとしては七年ぶりの放送で、私も一ファンとしてもの凄すごく楽しみです。面おも白しろそうなことを色々と仕し掛かけているようですので、よろしければ皆みな様さまもＴＶの前で一いつ緒しよに待機して下さると嬉しいです♥







　今回も[image: ]はす川かわ愛あい先生には素す敵てきなイラストを描かいていただきました！　カラーもモノクロイラストも美しいです！　魅み力りよく的なキャラクターや美び麗れいなイラストをありがとうございました！

　そして、今回も担当様にはお世話になりました。季節の変わり目ですので、どうぞご自愛下さい。

　最後になりましたが、この本をお手に取って下さいました皆様、感想のお手紙を下さった皆様に感謝申し上げます。




　最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇一五年春


藤崎　都　　
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